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第116図  3区 SA1012遺構平・断面図
0                            5m

＼上⊂め上
L=112 10m A

1黒  褐  色 10YR3/2砂質土 炭化物多量に含む
2褐    色 10YR4/4砂質土 炭化物含む

0                 1m

第117図 3区 SPl120遺構平 。断面図

0                       10cm

第118図  3区 SPl120出土遺物実測図

る。184は土師器の皿である。大きく直線的に開く立ち上がりを

もち、口縁端部はやや尖 り気味におさめる。口径は復元値で

9,Ocm、 器高1,7cmを測る。底部は回転ヘラ切 りによる切 り離し

で、外底面には大きく黒斑が残る。遺構の時期は出土遺物が非

常に少ないために決定には困難を要するが、おおむね古代末～

中世初頭頃であろうと思われる。

13号掘立柱建物跡 (SA1013)(第 ■9～ 121図 )
6区の屋敷地 3の中央に位置する。検出グリッドはM・ N―

69～71グ リッドである。遺構の規模は桁行 3間 ×梁間 2間 を測

る総柱式である。北側桁行 1間を除く南側には束柱を伴う。ま

た、北側の梁間には柱穴が見あたらないことから、間仕切りお

よび土間を設けていた可能性がある。主軸はN-69° 一Eを向

き、SP1823、 1907、 1916を切り、SP1905
に切られる。柱間距離は桁行側では平均値で255.Ocm、 梁間側で

245.Ocmを測り、床面積は37.49m2を測る。

各柱穴の平面形状はややいびつながらも円形もしくは精円形

を呈するものに限られる。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈
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山099}I=¬

SP1915

A

L=114.70m

７

‐８５

1オ リーブ褐色 25Y4/3砂資土

0                 1m

第120図  6区 SP1 866
遺構平・断面図

0                            5m

第119図  6区 SA1013遺構平 。断面図

0                 10cm

第121図  6区 SP1 866出土遺物実測図

している。また土層観察の結果、柱痕跡および抜き取りを示す痕跡はい

ずれの柱穴においても確認できなかった。

遺物はSP1866か ら出上した 1点を図化することができた。185は
土師器の奏である。口径は復元値で32.2cmを 測り、口縁端部は外面を丸

くおさめさらに上方へわずかに拡張する。調整は外面にタテ方向のハケ、

内面にヨコ方向のハケを施す。

遺構の時期は出土した遺物が 1点 と明確な根拠にはよわいが、おそら

く10世紀前後の年代になるものと思われる。

SP1916

SP1825

ヽ SP1912

SP1909

906

PP1823      柳

ジ

SP1824
ゝ

SP1805
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色 10YR3/2砂質土 炭化物含む

色 10YR3/2砂質土 炭化物含む

0                 1m
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褐
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L=112 40m  B B′

%診 ο
鯵

第122図  2区 SK1013遺構平・断面図
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1褐    色 10YR4/4砂質土 炭化物少量含む
2暗  掲  色 10YR3/4砂質土
3にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土
4責  褐  色 10YR5/6砂質土
5褐    色 10YR4/6砂質土
6にぶい責褐色 10YR5/4砂質土

0

第123図  3区 SK1019遺構平・断面図

L=114.40m  A 〆

1掲    色 10YR4/4砂質土
2暗  褐  色 10YR3/4砂質土
3掲    色 10YR4/6砂質土

第125図  3区 SK1 020遺構平 。断面図

0                       10cm

第126図  3区 SK1 020出土遺修実測図

土坑 (SK)

13号土坑 (SK1013)(第 122図 )
2区の北西側に位置する。検出グリッドはAB-13グ

リッドである。東西に長軸をもち、遺構平面形状は北

側に長辺をもつ台形を呈し、南東側の遺構立ち上がり

上側には長軸1.32m、 短軸0.28mを測るテラス部分を

遺構規模は長軸3,70m、 短軸1.66m、 遺構深度1.14mを

8

第124図  3区 SK1019出上遺物実測図

設けるが、その機能的なものまでは判明しない。

浪1る。遺構断面形状は不整逆台形を呈する。

遺構覆土は2層に分層することができ、いずれも黒褐色を呈する砂質土が堆積する。 1、 2層 とも炭

化物と地山の自然礫を含むが、 2層においてより多くの礫を含んでいた。

遺物はいずれも小破片で図化できるものの出土はなかった。

19号土坑 (SK1019)(第 123・ 124図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはS-22グ リッドである。遺構平面形状は、北東一南西方向

に長軸をもつ楕円形を呈する。遺構規模は長軸0.70m、 短軸0.58m、 遺構深度0.45mを測る。遺構断面形
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L=116.80m  A N

0                 1m

第127図  6区 SK1039遺構平 。断面図

状は逆台形を呈する。

遺構覆土は 6層 に分層することがで

き、暗褐色～にぶい責褐色を呈する砂

質上が堆積 していた。また、 1～ 3層

は柱の抜き取 り後に堆積 したものと思

われる。また、 3層 中には炭化物の比

較的大きなブロックが含まれていた。

この炭化物ブロックが、直接柱抜き取

り後の地鎮行為終了後に柱痕穴に投棄

されたことを示すものかは判断できな

い。また、遺構は位置から見て隣接す

るSK1020に おいても柱痕跡が確

認できることから掘立柱建物跡を構成

する可能性が考えられたが、この 2基

以外に柱穴が位置していないことから

単独の遺構と考えた。

遺物は破片ではあるが、 3点を図化す

ることができた。186は土師器の杯であ

る。内外面とも回転ナデ仕上げで薄い器

壁をもちわずかに内彎させて立ち上が

る。口縁端部はやや尖り気味である。外

底面は回転ヘラ切りによる切り離しであ

る。187は黒色土器A類椀である。内外

面ともにヨコ方向のヘラミガキを施し、

やや丸みをもった立ち上が りをもつ。

188は須恵器の杯である。底部は回転ヘ

ラ切りによる切り離しである。

遺構の時期は出土遺物から9世紀後半

～10世紀代に属するものと考えられる。

20号土坑 (SK1 020)

(第125・ 126図 )

3区の南西側に位置する。検出グリ

ッドはRoS-22グ リッドである。遺

構平面形状は不整円形を呈する。遺構

規模は長軸0.66m、 短軸0.46m、 遺構深

度0.32mを測る。遺構断面形状は逆台形

を呈する。

！
刀
ｄ
ド
ー
上
―
―

た

0

第128図  6区 SK1039出 土遺物実測図

1黒  褐  色 10YR2/3砂質土 炭化物含む
2暗  褐  色 10YR3/3砂質土 炭化物含む

0                 1m

第129図  6区 SK1049遺構平 。断面図

L=114.80m上

1オ リーブ褐色 2.5Y4/4砂質土
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第130図  6区 SK1049遺物出土状況図

第131図  6区 SK1049出土遺物実測図
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遺構覆土は 3層に分層することができ、いずれの上

層にも褐色系を呈する砂質土が堆積していた。また、 1

層は柱の抜き取 り後に堆積したものと考えられたが、

2・ 3層において若干土質に差がみられたため土坑と

判断した。前述と繰り返しになるが、隣接するSKl
019と 併せて掘立柱建物跡を構成していた可能性が

考えられたが、建物が建つような柱穴位置を捉えるこ

とはできなかった。

図化することができた遺物は土師器椀の 1点のみで

ある。189は土師器椀である。上半部を欠損しているが、

底部の約 4割が残存している。大きく開く椀部をもち、

底部は回転ヘラ切りによる切り離しを面の高台以外

に赤彩が施されている。このほか小破片で図化するこ

とはできなかったが、黒色土器A類椀が出上している。

A

Lヨ114.20m A
〆

0                 1m

第132図  6区 SK1050遺構平・断面図
39号土坑 (SK1039)(第 127・ 128図 )
6区の南側に位置する。検出グリッドは J-71グ リ

ッドである。遺構平面形状は不整円形を呈する。遺構規模は長軸0.56m、 短軸0.5m、 遺構深度0.25mを

測る。遺構断面形状は逆台形を呈する。

遺構覆土はオリーブ褐色を呈する砂質土層が堆積する単一層である。遺構北西側でSP1615を 切る。
遺構覆土中より土師器の奏が出上している。

図化することができたのは190の上師器奏 (鍋 ?)のみである。頸部のくびれをもたず大きく開く口

縁部をもち、口縁端部よりやや下側を肥厚させる。外面にはタテ方向のハケ、内面にはヨコ方向の板ナ

デを施す。

49号土坑 (SK1049)(第 129～ 131図 )
6区の中央に位置する。検出グリッドはN-70グ リッドである。遺構平面形状は東西に長軸をもつ楕

円形を呈する。遺構規模は長軸0.87m、 短軸0,68m、 遺構深度0.34mを測る。遺構断面形状は逆台形を呈

し、遺構の底部は東側へわずかに傾斜する。

遺構覆土は 2層に分層することができ、黒掲色および暗褐色を呈する砂質上が堆積する。遺構の東側

でSK1051を 切る。

遺物は第 2層中の底から浮いた状態で出上し、西側には人頭大の礫が、東側には土器片がそれぞれ集

中してみられた。しかし、これらの遺物群が一括廃棄されたものかは明確にできていない。

遺物は 3点の土器を図化することができた。191、 1921ま土師器の発である。両者とも外面の調整にタ

テ方向のハケを施し、内面はヨコ方向のハケもしくは板ナデで仕上げる。191は胴部が明確な球形を呈

することから、口縁部が「く」の字状に屈曲する小型の奏と考えられる。1921ま胴部から屈曲して大き

く開く口縁部をもち、口縁端部は上方にのみ拡張する。内面は口縁部にのみヨコハケを施し、底部には

板ナデの後にユビオサエが顕著に残る。1931ま黒色土器A類椀である。内面はヨコ方向のヘラミガキが

1黒  褐  色 2.5Y3/2砂質土
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一

1晴オリーブ褐色 2.5Y3/3砂 質± 2.5Y4/3オ リーブ掲色の砂礫まだらに含む

2黒  掲  色 10YR3/2砂 質土
3晴オリーブ掲色 10YR3/3砂 買土

第133図  6区 SK1058遺構平 。断面図

0                 1m

第134図  6区 SK1058遺物出土状況図

施されるが、外面にヘラミガキは認められな

い。しかし、外面の一部には赤色塗彩が施さ

れている様に観察できるが、部分焼成温度の

違いによる色調差の可能性がある。やや細身

ではあるが、短 くしっかりした「ハ」の字状

の高台が貼付される。

遺構の時期は土師器の奏にやや古い様相が

認められるものの、出土状況や黒色土器椀な

どから10世紀代と考えられる。

50号土坑 (SK1050)(第 132図 )
6区の中央やや北よりに位置する。検出グ

リッドはP-70グ リッドである。遺構平面形

状は南北に長軸をもつ楕円形を呈する。遺構

規模は長軸0,78m、 短軸0.60m、 遺構深度0.29

mを測 り、遺構断面形状は深い船底形を呈す

る。

遺構覆土は黒褐色を呈する砂質土層が堆積

する単一層で、この覆土中の東側に地山の礫

を多く含んでいた。

遺物はすべて小破片であり、図化できるも

のの出土はみられなかった。

58号土坑 (SK1058)(第 133～ 135図 )
6区の中央やや東側に位置する。検出グリ

ッドは0-72グ リッドである。遺構平面形状は

東西に長軸をもつ楕円形を呈する。遺構規模

は長軸1.54m、 短軸0.80m、 遺構深度0.86mを

測り、遺構断面形状は深い逆台形を呈する。

遺構覆土は 3層 に分層することができ、暗

一

0                  5cm

第135図  6区 SK1 058出土遺物実測図

／

上

A

L=114.80m

0
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L=111 70m A

色 10YR3/3砂賀上 炭化物含む

色 10YR3/4砂質土 炭化物含む

色 10YR4/4砂賀土 炭化物含む

色 10YR4/4砂質土

色 10YR4/4砂質土

〆
い 111.70m B

色 10YR3/4砂質土

色 25Y5/4砂質土

3区 SD1002土層断面図
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1暗  掲  色 10YR3/4砂質土 炭化物含む
2掲    色 10YR4/4砂質土

0                      2m

B′

褐

褐

暗

暗

掲

褐

掲

第136図  3区 SD1001土層断面図

オリーブ褐色および黒褐色を呈する砂質土層が堆積する。とくに 1層において砂礫の混じりが多い。遺

構の断面形状から土墳墓の可能性も考えられたが、平面プランが楕円形を呈することと土層の堆積状況

が人為的なものとは考えられないために土坑として取り扱った。

遺物は土器の出土はあるもののいずれも小片であるが、第 3層下半の遺構の底付近から若千浮いた位

置で人頭大の板状礫がほぼレベルを揃えて出上している。わずかな重なりがみられ配置に疎密があるが、

板状礫を敷き詰め床面を構成するということにある程度の意識が働いていたことが看取できる。しかし、

床面を構築する目的までは判明できていない。

遺物は、土器類などは図化することができなかったが、須恵器杯の小片が出上している。194はサヌ

カイト製の剥片である。おそらく流れ込みであろう。

溝 (SD)

1号溝 (SD1001)(第 15。 136図 )

3区の北側に位置する。検出グリッドはY～ AB-23・ 24グ リッドである。遺構の北側は調査区外へ

1褐 色 10YR4/4砂質土 炭化物含む  1暗  褐  色 10YR3/4砂質土 炭化物含む

L=111 60m B L=111.60m C C′
Lヨ111.60m D D'

1暗  褐 色 10YR3/4砂質土 炭化物含む

0                      2m

褐

褐

暗

黄

1褐 色 10YR4/4砂質土 炭化物含む

第137図



い 111.50m A

L=111 50m D

い 111 50m G

い 11150m_些

D′   ぃ 11.50m E

G′

L=111 50m  C

E′       L=111.50m F

1黒
2暗
3褐

C′

色 10YR3/2砂質土 炭化物含む

色 10YR3/4砂質土 炭化物含む

色 10YR4/4砂質土 炭化物含む

〆 B′

褐

褐

い 111.50m H

第138図  3区 SD1003土層断面図

0                      2m

″ ＼
せ些生醤1壁ラ

ン
タ と廷び、南側はSR1001を 切る。

195         196   遺構規模は検出長10.4m、 最大幅2.84m、 最小
0        10cm       幅1.65mを測る。遺構の床面は南側のSR1001

と切り合う部分で標高■0.92m、  】ヒ側の調査区壁
第139図  3区 SD1003出土遺物実測図

とぶつかる部分で標高110.59mを 測る。このことか

ら比高差0.33mを もって北東へ傾斜する地形と直交して、等高線と平行する方向に流水方向をもつこと

がわかる。傾斜率は0.03%である。遺構断面形状は逆台形を呈する。

遺構の覆土は、暗褐色を呈するものと褐色を呈するものの大きく2つの色調を呈するが、いずれも砂

質上が堆積する。標高の低い谷川の方ではさらに 5層に分層することができた。また、暗褐色を呈する

上層には各層とも災化物を含んでいた。しかし、各地点での土層観察の結果、著しく遺構内において流

水または滞水状況を示す堆積状況や土質はみられなかった。よって遺構の機能としては常時流水や滞水

があったのではなく、一時的な水の流れがあったにすぎないものと考えられる。

一方、 SR1001を 挟んだ南側の延長上にはSD1002が 分岐した東側の溝があり、このことか

ら両者は同一遺構の可能性が考えられる。しかし、土層観察によりSR1001を 掘削してSD100
1が開削されていることがわかったが、それ以上南側に延びる堆積状況が確認できなかったためこの地

点で溝は終了しSD1002に まで連続しなかったものと思われる。また、北西方向に主軸をもつSD
1002と は異なりSD1001の 主軸方向は北東に向きを変え、 SD1003の 北側調査区外の延長
上に向かう。よって、 SR1001よ りも北側部分においてはさほど区画Jl■をもつことがなかったか、
または自然流路からの取水が目的で開削されたことが想定される。
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遺物はいずれも小破片で図化することはできなかったが、奏の胴部と思われる土師器片数点が出上し

ている。

2号溝 (SD1002)(第 15'137図 )

3区の北東側に位置する。検出グリッドはU～ X-24～28グリッドである。遺構の北側はSR100
1と切り、南側はSD1003に 切られる。また、SR1001と 切り合う南側で 2条に分岐する。遺
構規模は検出長27.5m、 最大幅1.36m、 最小幅0.2mを測る。遺構の床面は北側のSR1001と 切り合
う部分で東側が標高110.88m、 西側が標高111.lm、 南側のSD1003に 切られる部分で標高111,07m
を測る。このことから東側が比高差0.19m、 西側が比高差0.13mを もって北東へ傾斜する地形と直交し

て、等高線と平行する方向に流水方向をもつことがわかる。傾斜率は東側が0.007%、 西側が0.005%を

測り両者ともほぼ水平である。ある。遺構断面形状は、逆台形を呈する。

遺構の覆土は、各観察地点で第 1層が暗褐色もしくは褐色を呈し、第 2層が黄褐色を呈する。土質は

いずれの観察地点においても各層は砂質土が堆積していた。つまり、これら土質の状況からは恒常的な

水の流れや滞水状況にあったことはうかがえない。また、多くの観察地点で遺構覆土に炭化物が含まれ

ていることが確認できた。

SR1001と 切り合う南側で本遺構は東西 2条に分岐しているが、両者の前後関係は今回の調査に
おいては確認できなかった。しかし、遺構の床面の標高をみてみると、遺構の北端部分で西側の方が東

側に比べて0.22m低 い。このことから、西側の方が先に開削されていたものが何らかの事情により東側

に付け替えられた可能性が考えられるが、断定はできない。

出土遺物はないが、SR1001を 挟んで本遺構の延長上に同一遺構の可能性が考えられるSD10
01があることや、遺構規模や遺構断面形状がSD1003に 類似しこれに切られることなどから本遺
構はSD1003と 同様な性格を持った区画溝であろうと考えられる。

3号溝 (SD1003)(第 15。 138。 139図 )
3区の東側に位置し調査区を南北に縦断する溝である。検出グリッドはQ～ Z-27～ 29グ リッドであ

る。調査区の北側でSR1001を 切り、ほぼ中央でSD1002を 切る。遺構規模は検出長38m、 幅
はSD1002と 切り合う最も広いところで1.lm、 最も狭いところで0.18mを測る。深さはおおよそ0,3
m前後を測る。遺構の床面は南側の調査区壁とぶつかる部分で標高110.99m、 北側の自然流路SR10
01と切り合う部分で標高110.5mを測り、比高差約0,4mを もって南から北へ下る流水方向を示し、北

東へ傾斜する地形と直交して等高線と平行する方向に開削されている。傾斜率約0.01%で ある。遺構断

面形状は逆台形を呈する。

遺構覆土は3層に分層することができ、第 1層が黒褐色を、第 2層が暗褐色を、第 3層が褐色を呈し

上層になるほど黒みを帯びた色調を示す。いずれの層も砂質土が堆積しており、これら土質の状況から

は恒常的な水の流れや滞水状況にあったことはうかがえない。各層とも炭化物を含んでいる。

また土層の観察から溝埋没後に再掘削した状況がみられ、第 1層は再掘削後の堆積層を示すものと思

われる。再掘削された溝はやや深い船底形もしくは逆台形を呈する遺構断面形状をもつ。加えて、いず

れの観察地点でも再掘削後の遺構幅が狭くなっていた。しかし、出土遺物が非常に少ないために再掘削

前後の時期差を特定できるまでには至っていない。
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1にぶい黄掲色 10YR4/3砂質土

1にぶい責褐色 10YR4/3砂質土
2褐    色 10YR4/4砂質土

L=116 80m B
B′
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I生    ぃ116 80m F

ぼ

一

ＳＰ‐

身

L=116 80m E F'

1にぶい責褐色 10YR4/3砂賀土

第140図  4区 SD1005遺構平 。断面図
0          1m

遺物の出土は非常に少なく、わずか 2点 を図化するにとどまった。195は

黒色土器A類椀である。外面は回転ナデによる成形がなされ内面にはヨコ

方向のヘラミガキが施される。断面三角形を呈する「ハ」の字状の高台が

貼付される。196は弥生土器の壷の底部で流れ込み品である。このほかに図

化することはできなかったが、須恵器の杯や内外面に赤色塗彩を施した上

師器椀が出上している。

5号溝 (SD1005)(第 140図 )
4区の北東側に位置し北西一南東方向に主軸をもつ。検出グリッドはQ
～ S-13～ 15グ リッドである。 S P 1537、 1550に切られ S P 1558、 1581を

切るが、調査区内でおさまる。遺構規模は検出長12.6m、 最大幅は遺構中程

0                 2m

1にぶい黄掲色 10YR4/3砂資土

1にぶい責褐色 10YR4/3砂質土
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い11300m 翌上

〆

L=113,00m B

B

不明遺構 (SX)

2号不明遺構 (SX1002)(第 141図 )
3区の中央やや南西側に位置する。検出グリッドはT-24・

1274)、 SP1502に 切られる。遺構規模は長軸3.40m、

1褐
2暗
3黒
4褐

褐

褐

色 10YR4/6砂質土 炭化物含む

色 10YR3/4砂賀土

色 10YR3/2砂質土

色 10YR4/4

0                 1m

第141図  3区 SX1002遭構平・断面図

で南側にぶくらみを見せる部分で1.2m、 最小幅0.4mを測る。遺構深度はおおむね0。12mを測り、遺構の

底は北西側で標高116.19m、 南東側で標高116.lmを 測ることから、北西から南東に向けての流水方向を

示している。遺構断面形状は浅いレンズ状または逆台形を呈する。

遺構覆土は 2層に分層することができ、褐色およびにぶい黄褐色を呈する砂質上が堆積する。この溝

の南東側延長上に自然流路 SR1001が あるにもかかわらずその手前約 3mの ところで連結せずに終

息していることと、この溝遺構周辺に掘立柱建物跡が存在しないことをあわせて考えると区画溝とは考

えられず、小規模な排水を目的とした溝である可能性が高い。

遺物は小破片が数点出上したにとどまり、図化することはできなかった。

25グ リッドである。SA1009(SP
短軸0.3m、 遺構最大深度0.45mを測る。

〆
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1にぶい黄掲色 10YR4/3砂質土 炭化物少量含む
2暗  掲  色 10YR3/4砂質土 炭化物含む
3暗  褐  色 10YR3/4ンル ト質土 炭化物と小礫少し混ざる

0                 1m

003遺構平・断面図

7

第143図  3区 SX1 003出土遺物実測図

遺構平面形状は北西一南東に長軸をもち、南東側に突出するような不整形を呈する。遺構の南東側には

2段のテラス状を呈する平坦部が形成されるが、機能的なものまでは判断できない。遺構断面形状は不

整逆台形を呈する。

遺構覆土は4層に分層することができる。褐～暗・黒褐色を呈する砂質土が堆積し、B― B′ 断面で

は比較的安定した堆積が観察できた一方、A― A′ 断面ではやや乱れた堆積状況を示している。出土遺

物もほとんどみられなかったことから、当該遺構の機能的なものは不明である。

遺物は小破片が出土したにとどまり、図化することができなかった。

第142図  3区 SXl
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L=11320m

1掲    色 10YR4/4砂質上
2暗  褐  色 10YR3/4砂質土
3暗  掲  色 10YR3/3砂質土 炭化物含む
4オ リーブ掲色 25Y4/6砂賀土 炭化物少量10YR3/3-部含む
5暗  褐  色 10YR3/4砂質土 炭化物多量含む
6暗  褐  色 10YR3/3砂質土
7掲    色 10YR4/6砂質土
8にぶい責褐色 10YR4/3砂質土 炭化物含む
9掲    色 10YR4/6砂質土

第144図  3区 SX1004遺構平・断面図

癬 :炭化物

C′

0                 1m
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3号不明遺構 (SX1003)(第 142・ 143図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはQ・ R-25グ リッドである。遺構の東側を後世のカクラン

(現代)に破壊を受け、この破壊は床面にまでおよぶ。遺構規模は残存値で長軸1,72m、 短軸1.13m、 遺

構深度0。29mを 測る。遺構覆土は 2層に分層することができ、にぶい黄褐色および暗褐色を呈する砂質

土層が堆積する。遺構平面形状は方形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。また、遺構中央東寄り

と北西コーナー付近に柱穴状の落ち込みを 2基確認した。いずれも円形を呈し、遺構覆土は褐色を呈す

る砂質上が堆積する単一層である。EPlの 掘り方は浅い位置で平坦部をもちそこから逆台形上に落ち
込んでいくが、とくに柱痕跡などは確認できなかった。EP2も 同様で掘り方は単純な逆台形を呈する
が、柱痕跡などは確認できなかった。

このSX1003は 一見すると竪穴住居跡状の掘り方を呈するが、遺構規模が小さすぎることと柱穴
の配置に不足があることから居住のための施設ではなく、後述するSX1004と 同様何らかの作業を
行うための施設 (小屋 ?)と して捉えるべきものであろう。しかし、これらを特徴づける遺物の出土は

見られなかったことから上記の機能を特定するまでには至っていない。

197は土師器の皿である。口径16.2cm、 底径13.Ocm、 器高2.4cmを測る比較的大型の皿である。やや角

度をもって開く口縁部は外反し、口縁端部は丸くおさめる。底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。

出土遺物から遺構の時期は10世紀後半頃であろうと思われる。

4号不明遺構 (SX1004)(第 144～ 146図 )
3区に南側に位置する。検出グリッドはQoR-26・ 27グ リッドである。遺構の南東コーナー部分を

SA1001(SP1235)に 切られ、南西コーナー部分でSP1233を 、そして北辺でSP12
34を切る。遺構規模は一辺が2.2～ 2.35mを測る方形を呈する。

遺構覆土は 6層に分層することができる。いずれも暗褐色～オリーブ褐色を呈する砂質土が堆積して

おり、第 5層の東側には炭化物が集中して堆積している様子が確認できた。この炭化物は周辺に被熱痕

がみられないことからこの位置での火の使用があったことを示すものではなく、他の場所で火を使用し、

そこで生じた炭化物を当遺構廃棄直後に一括して投棄したものと思われる。

遺構内には 6基の柱穴状の落ち込みがみられ、そのうちEPl、 EP2、 EP5の 3基 (ないし4
基 :EP4)は 竪穴住居跡の主柱穴に類似した遺構配置がうかがえる。遺構の掘り方は比較的深くしっ
かりしているものの、遺構規模が2.2× 2.34mと 小規模で竃を設けておらず火の使用痕もみられないこと

から居住空間とは考えにくい。加えて徳島県内では当該期には竪穴住居跡は消滅している時期に当たる

ことなどから、当該遺構の性格的なものはSX10o3と 同様の簡易的な作業スペースとしてのもので
あろうと思われる。

遺物は、 2点を図化することができた。198は須恵器の杯である。回転ヘラ切りによる切り離しのの

ちに、台形状の短い高台を貼付する。199イよ須恵器の壷である。上半を久損するが、底部は平底を呈し、

ほぼ垂直に立ち上がる胴部をもつ。

遺構の時期は出土遺物から9世紀半ば頃と考えられる。
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0                 1m

第145図  3区 SX1004遺物出土状況図

198

0                10cm

第146図  3区 SX1004出 土遺物実測図
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L=114.40m_坐生

0                 1m

第149図  3区 SPl1 60遺構平・断面図

第150図  3区 SPl160出 土遺物実測図

柱穴 。小穴 (SP)

151号小穴 (SPl151)(第 147・ 148図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはS-23グ リッド

である。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断面形状は逆台形

を呈する。遺構規模は径0.38m、 遺構深度0.18mを 測る。

遺構覆土は 2層 に分層することができ、褐色および暗褐色

を呈するシルト質土が堆積する。第 1層には災化物を少量含

む。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取 りを示す痕跡な

どは検出できなかった。

遺物は須恵器片が出上している。200は須恵器壷の胴部片

である。胴部の立ち上がりは緩やかに開き、内外面を回転ナ

デで仕上げる。

160号小穴 (SPl160)(第 149・ 150図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはR-23グ リッドで

ある。遺構西側でSPl159を 切る。遺構平面形状は円形

-104-
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2掲    色 10YR4/4シル ト質土

0                 1m

第147図  3区 SPl151遺構平・断面図

200

0                 10cm
|

第148図  3区 SPl151出 土遺物実測図
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1褐    色 10YR4/4ンル ト質土
2にぶい黄掲色 10YR4/3シル ト質土
3暗  褐  色 10YR3/3ンル ト質土

0                 1m

第151図  3区 SPl1 67遺構平 。断面図

1暗  褐  色 10YR3/3シル ト質土



＼上℃綾止
い 11 410m A

1暗  掲  色 10YR3/4ンル ト 炭を少量含む

第152図  3区  SPl171
遺構平 。断面図

//上
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1にぶい黄掲色 10YR4/3ンルト質土

0                 1m

第154図  3区 SPl172
遺構平・断面 。遺物出土状況図

03

0                       10cm

第153図  3区 SPl1 71出 土遺物実測図

第155図  3区 SPl172出土遺物実測図
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を呈し、遺構断面形状はやや深い逆台形を呈する。遺構規模は径0.21m、 遺構深度0。19mを測る。

遺構覆土は暗褐色を呈するシルト質土層が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や

抜き取 りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は土師器片が出土している。210は土師器の杯である。直線的に大きく開く立ち上がりをもち、

口縁端部は丸くおさめる。底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。口径14.Ocm、 器高3.6cmを測る。

167号小穴 (SPl167)(第 151図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはQ-23グリッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断

面形状はやや深い逆台形を呈する。遺構規模は径0.36m、 遺構深度0.33mを測る。

遺構覆土は 3層に分層することができ、第 1層が褐色、第 2層がにぶい黄褐色、第 3層が暗褐色を呈

し、土質はいずれもシルト質上が堆積している。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡

などは検出できなかった。

遺物は小破片が出土したにとどまり、図化することはできなかった。

171号小穴 (SPl171)(第 152・ 153図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはR-24グリッドである。遺構平面形状は北東―南西方向に

主軸をもつ楕円形を呈し、遺構断面形状は深い逆台形を呈するが、底面は北側に向かって下る傾斜をも

つ。遺構規模は径0.25m、 遺構深度0.31mを測る。

遺構覆土は暗褐色を呈するシルト質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜

き取りを示す痕跡などは検出できなかった。しかし、遺構北側の底には土器片と礫がまとめられて出土

していることから、柱の抜き取り後にこれらの遺物が埋納された可能性も考えられるが断定するまでに

は至っていない。

遺物は遺構の底直上に礫とともに集中して出土している。202、 203は土師器の杯である。2021ま大き

く直線的に開く立ち上がりをもち、口縁端部は九くやや尖り気味におさめる。底部は両者とも回転ヘラ

切りによる切り離しで203にはヘラ圧痕が残る。2041ま須恵器の奏片である。内彎しながら立ち上がる胴

部片で、内面にも当て具痕が明瞭に残る。205は管状土錘である。約 1/2を 久損する。ナデ調整で、

黒斑をもつ。残存している端部には弱い縄ずれ痕があり、軽度の使用があったことがうかがえる。

172号小穴 (SPl172)(第 154・ 155図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはR-24グリッドである。遺構平面形状は北東一南西方向に

長軸をもつ楕円形を呈し、南西側にはテラス状の平坦部分をもつ。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺

構規模は長軸0.3m、 遺構最大深度0。23mを測る。

遺構覆土はにぶい黄掲色を呈するシルト質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕

跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は完形の須恵器壺を南西に15° 傾けた状態で遺構中央に安置し、その直下の遺構テラス部分から

は土師器杯片が出土している。当該遺構は掘立柱建物跡を構成する柱穴ではなく、また確認し得た掘立

柱建物跡の一部を構成するものではないが可能性としては何らかの祭祀行為に伴う埋納がされたものと

考えられる。遺構上面は削平を受けており、壼の上半部が遺構検出面よりも高いレベルで確認された。
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1責  褐 色 10YRS/6シルト質土

0                 1m

第156図  3区 SPl173遺構平 。断面図

L=114.10m A

0                 1m

第157図  3区 SPl173遺物出土状況図

L=11410m_全 二
〆

209

0                       10cm

第158図  3区 SPl173出土遺物実測図

おそらく重が完全に埋没する状態で埋納されていたと考えられ

るが、確認できない。

206は土師器の杯である。ほぼ直線的にのびる立ち上がりを

もち、口縁端部はやや尖り気味に丸くおさめる。口径は復元値

で13.2cmを 測る。2071よ須恵器の壷である。緩やかに外反しな

がら立ち上がる口縁部をもち、口縁端部は九くおさめる素口縁

である。最大径を肩部にもち、回転ヘラ切 りによる切 り離しの

後低く太い高台を貼付する。遺構の時期は出土遺物から8世紀

後半～ 9世紀頃に比定されるであろう。

173号小穴 (SPl173)(第 156～ 158図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはQ-25グ リッド

である。遺構平面形状は北東―南西に主軸をもつ楕円形を呈

する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.32m、

遺構深度0.15mを 測る。

遺構覆土は黄褐色を呈する砂質土層が堆積する単一層である。上層の観察においては、柱痕跡や抜き

取りを示す痕跡などは検出できなかった。遺物は須恵器壷と土師器杯が 1点ずつ遺構のやや南東側に寄

った状態で出土している。重は口顎部を欠損し中軸を南西に24° 傾け遺構床面より7cm浮いている。

重の肩部には底部が欠損した杯が乗せられるようにして出土しており、壷の口に蓋をしていたものがず

れ落ちたものか。当該遺構は前述したSPl172の 北西側の近いところに位置しているが、両者をあ
わせても掘立柱建物跡を構成するような配置にはならず、また確認し得た掘立柱建物跡の一部を構成す

るものではない。しかし何らかの祭祀行為に伴う埋納がされたものと考えられる可能性が大きい。遺構

の上面は削平を受けており、壺の肩部以上が検出レベルよりも高い位置で確認された。おそらく壺が完

全に埋没する状態で埋納されていたと考えられるが、確認できない。

208は土師器の杯である。わずかに外反する立ち上がりをもち、口縁端部は丸くおさめる。口径12.5cmを

測る。209は須恵器の重である。頸部以下が残存しており、プロポーションはSPl172か ら出土した
207の須恵器壷に似る。底部は回転ヘラ切りによる切り離しで、低い「ハ」の字状の高台を貼付する。
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0                 1m

第159図  3区 SPl192
遺構平 。断面図
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0                       10cm

第160図  3区 SPl192
出土遺物実測図

A

L=11350m
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0                 1m

第161図  3区 SP1200遺構平 。断面図
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出土遺物実測図
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0                 1m

第163図  3区 SP1202
遺構平・断面図

1褐    色10YR4/6砂質土

0                 1m

第164図  3区 SP1209
遺構平・断面図

A

1にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土 炭化物少量含む
2暗オリーブ褐色 25Y3/3砂質土 炭化物少畳含む
3オ リーブ掲色 25Y4/6砂質土
4暗  褐  色 10YR3/4砂質土 炭化物少量含む
5黒  褐  色 25Y3/2砂質土
6暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂買土 炭化物少量含む

0                 1m

第165図  3区  SP1 251
遺構平・断面図
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遺構の時期は出土遺物から8世紀後半～ 9世紀頃に位置づけられる。

192号小穴 (SPl192)(第 159・ 160図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドは S・ T-22グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈し、

遺構断面形状は深い船底形を呈する。遺構規模は径0,12m、 遺構深度0.24mを測る。

遺構覆土は暗褐色を呈する砂質土が堆積する単一層で、炭化物を少量含んでいた。土層の観祭におい

ては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

出土遺物は 1点を図化することができた。210は底部のみが残存している須恵器の杯である。底部は

回転切り離しによる切 り離しである。焼成はあまり良くない。

200号小穴 (SP1200)(第 161・ 162図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはS-25グ リンドである。遺構の東側でSPl199を 切る。
遺構平面形状はややいびつな円形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.35m、 遺

構深度0,18mを測る。

遺構覆土は褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 2点 を図化することができた。211は黒色土器A類椀である。内面にはやや幅広のヘラミガキ

がヨコ方向を主体として若千乱雑に施される。底部は回転ヘラ切 りによる切 り離しの後に高台が只占付さ

れていたと思われる。2121よ須恵器の杯である。直線的に開く立ち上がりをもち、口縁端部は尖り気味

におさめる。調整は内タト面ともにヨコナデである。

202号柱穴 (SP1202)(第 163図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはS-25グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構

断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0,44m、 遺構深度0.37mを測る。

遺構覆土は 2層に分層することができいずれも暗褐色を呈する砂質土が堆積する。土層の観察におい

ては、柱痕跡と思われる堆積が観察でき、第 1層がこれに相当する。

遺物は図化することはできなかったが須恵器の杯片が出土している。

209号小穴 (SP1209)(第 164図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはR-24グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構

断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.32m、 遺構深度0,08mを測る。

遺構覆土は褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は図化することはできなかったが土師器の奏や皿の小破片が出土している。

251号小穴 (SP1251)(第 165図 )
3区の中央に位置する。検出グリッドはU-25グリッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構

断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.5m、 遺構深度0,42mを 測る。
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2黒  褐  色 10YR3/2砂質土 炭化物含む
3オ リーブ掲色 25Y4/3砂質土

0                 1m

第166図  3区 SP1 271遺構平 。断面図

L=113.10m 
一

1黒  掲  色 10YR3/1砂質土
2暗 灰 黄 色 2.5Y4/2砂質土 炭化物含む
3暗オリーブ掲色 25Y3/3砂質土
4オ リーブ掲色 25Y4/3砂質土

0                 1m

第168図 3区 SP1277遺構平 。断面図

第167図  3区 SP1 271出土遺物実測図

遺構覆土は 6層 に分層することができ、色調は全体的に暗

褐色～黄褐色を呈する。土層の観察においては、柱痕跡や抜

き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は図化することはできなかったが須恵器の杯片が出土

している。

271号小穴 (SP1271)(第 166・ 167図 )
3区の中央やや南よりに位置する。検出グリッドはT-25

グリッドである。遺構平面形状は南北に長軸をもついびつな

精円形を呈し、東側の上端は括れる。遺構の掘 りかたは南側

に幅の狭いテラス部分をもつ 2段構成になっており、主部分

では逆台形を呈する。遺構規模は長軸0。55m、 遺構深度0.58m

を測る。

遺構覆土は 3層 に分層することができた。黒褐色～オリー

ブ褐色を呈する砂質土が堆積し 1・ 2層 には炭化物が含まれ

ていた。また、土層の観察においては、柱痕跡や抜き取 りを

示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は主に第 2層から出土している。2131ま土師器の杯であ

る。内彎しながら立ち上がり、口縁部は外反する。口縁端部

はやや尖り気味ながらも丸 くおさめる。底部は回転ヘラ切 り

による切 り離しで、円盤状の底部の上面端部に粘土紐を巻き

上げて成形したものと思われる。2141ま土師器椀の高台部分の

残存である。外方に開く断面三角形の高台を貼付する。内外

面ともに赤色塗彩を施す。2151ま土師質の管状土錘である。片

方の端部を欠損する。焼成はあまり良くない。
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遺構平・断面図
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第174図  3区  SP1503
出土遺物実測図

第171図  3区 SP1372
遺構平・断面図

0             5cm

第172図  3区 SP1372
出土遺物実測図

277号小穴 (SP1277)(第 168・ 169図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはS-25グ リッドである。遺

構の北側が SP1484を 切る。遺構平面形状はいびつな楕円形を呈

する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.56m、 遺構深

度0.48mを 測る。

遺構覆土は 4層 に分層することができ、黒褐色～暗オリーブ褐色を

呈する砂質上が堆積している。 2層には炭化物が含まれていた。土層

の観察において、 1～ 3層が柱の抜き取り痕のような印象を受けたが

断定するまでには至っていない。

遺物は1点を図化することができた。216は土師器の椀である。外方に

開き、断面は薄い方形を呈する高台を貼付する。底面はやや丸みをもつ。

284号小穴 (SP1284)(第 170図 )
3区の中央やや南よりに位置する。検出グリッドはT-25グ リッド

である。遺構平面形状は円形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈す

る。遺構規模は径0.3m、 遺構深度0.34mを測る。

遺構覆土は3層に分層することができ、いずれも褐色系の色調を呈

する砂質土が堆積する。 1・ 2層中には炭化物が含まれていた。また、

土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出でき

なかった。

出土遺物は小破片のみであり、図化することはできなかった。

372号柱穴 (SP1372)(第 171・ 172図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはQ-28グ リッドである。遺

構平面形状はわずかにいびつな円形を呈する。遺構断面形状はやや丸

みをもった逆台形を呈する。遺構規模は径0.25m、 遺構深度0.2mを測る。
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第176図  6区 SP1619
遺構平・断面図
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0                 1m

第177図  6区  SP1735
遺構平 。断面図
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遺構覆土は2層に分層することができ、いずれも褐色系を呈する砂質土が堆積する。また、第 1層が

土層の堆積状況から柱の抜き取り痕を示すものと思われる。当該遺構はSA1001の 南東側に位置し
ているが、柱穴の配置から建物との関連性は求められない。調査区外へ延びる建物の一部を構成するも

のであろうか。

217は土師質の管状土錘である。上端を欠損する。ユビオサエを顕著に残す捏ね成形である。

503号柱穴 (SP1503)(第 173・ 174図 )
3区の南西側に位置する。検出グリッドはS-23グ リッドである。遺構平面形状は北東―南西方向に

長軸をもつ卵形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は長軸0.51m、 遺構深度0.44mを

測る。

遺構覆土は 3層に分層することができ、褐色～オリーブ褐色を呈する砂質上が堆積する。また、第 1

層は柱痕跡である状況が観察できた。当該遺構はSA1003の 西側に位置しているが、柱穴の配置か

ら建物との直接の関連性は求められない。または柵列の一部を構成するものの可能性も考えられる。

遺物は 1点を図化することができた。2181ま土師器の椀である。還元炎焼成されており胎土は灰黄色

の色調を呈し須恵器に近いが、プロポーションや調整は土師器椀のものである。断面が方形を呈する低

い高台を貼付する。

616号打ヽ穴 (SP1616)(第 175図 )
6区の南側に位置する。検出グリッドは J-71グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構

断面形状はやや丸みをもった逆台形を呈する。遺構規模は径0.24m、 遺構深度0.25mを 測る。

遺構覆土は暗オリーブ掲色を呈する粘質上が堆積する単一層である。また、層上位には若干の地山礫

が混じっていたほか炭化物を含んでいた。なお、土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡

などは検出できなかった。

遺物は図化することはできなかったが、土師器の奏と思われる小破片が出土している。
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619号小穴 (SP1619)(第 176図 )
6区の南側に位置する。検出グリッドは」-71グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円形を

呈する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.55m、 遺構深度0.13mを測る。

遺構覆土はオリーブ褐色を呈する砂質土が堆積する単一層で、地山礫をやや多く含んでいた。また、

土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は図化することはできなかったが格子タタキをもつ土師器の奏片が出土している。

735号小穴 (SP1735)(第 177図 )
6区の南西側に位置する。検出グリッドは I-68グ リッドである。遺構平面形状はいびつな円形を呈

する。遺構断面形状はやや丸みをもった逆台形を呈する。遺構規模は径0.37m、 遺構深度0.llmを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。また、土層の観察においては、柱

痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は図化することはできなかったが土師器の奏片が出土している。

745号可ヽ穴 (SP1745)(第 178・ 179図 )
6区の西側に位置する。検出グリッドはK-67・ 68グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円

形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0,4m、 遺構深度0.13mを測る。

遺構覆土は黒褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。また、土層の観察においては、柱痕跡や

抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

出土遺物は 1点 を図化することができた。221は土師器の椀である。日径は復元値で16.3cmを 測 り、

/上くこ)上
L‐11480m ^ A′

0                 1m

第178図  6区 SP1745遺構平・断面図

0                10cm

第179図  6区 SP1745出上遺物実測図

A′

1暗オリーブ掲色 25Y3/3砂質土

0                 1m

第180図  6区 SP1 754遺構平・断面図

雲220

10cm

第181図  6区  SP1754出 土遺物実測図

1黒  掲  色 25Y3rr2粘質土
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わずかに内彎する立ち上がりをもち、口縁端部は丸みをもっておさめる。わずかではあるが底部外面に

高台を只占付した痕跡を戎す。

754号小穴 (SP1754)(第 180。 181図 )
6区の西側に位置する。検出グリッドはK-69グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構

断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.22m、 遺構深度0.14mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。また、土層の観察においては、

柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

出土遺物は 1点 を図化することができた。2221ま和泉系の瓦器椀である。外面下半部の調整にはユビ

オサエによる指頭圧痕が顕著に残り、内面はハケを施したのちに主にヨコ方向のヘラミガキを施す。貼

り付け高台は「ハ」の字状に開き、断面がU字状を呈する。

遺構の年代は出土遺物から12世紀後半頃と考えられる。

包含層出土遺物 (第182～189図 )

包含層から出上した遺物は当該期のものが多 く、さらに 3区に集中している傾向にある (第 183～

185図 )。 それも前項でふれた弥生時代の包含層出土遺物に対して調査区の北西側に位置する自然流路よ

りも南東側に多く出土している。つまり調査区の南東側には掘立柱建物跡群をはじめとして該期の遺構

が 3区に集中しており、屋敷地を形成していることと符合する。くわえて土師器、須恵器にかかわらず

供膳具が圧倒的に多いことは屋敷地における生活状況を反映しているものと思われる。

以下調査区ごとの主だった遺物についてふれていくことにする。それによりそれぞれの調査区におい

て遺物の疎密が反映され、当時の生活範囲がある程度推定できる一助になると考えられる。

1区においては図化できるような当該期の遺物は出上していない。

2区は 1点の遺物を図化することができた。221は須恵器の椀である。わずかに内彎する立ち上がり

をもち、口縁端部は丸みをもっておさめる。

3区は68点の遺物を図化することができた。222、 223は土師器の奏である。両者とも口縁部のみの残

存であるが、大型の222と小型の223が出土している。224～231は土師器の杯である。完形に復元できる

ものは 2点にとどまった。232～ 236、 244～ 250は 土師器の椀である。237～ 242は 土師器の皿である。

251～258は須恵器の壺である。259～261は須恵器の蓋である。262～265は須恵器の椀である。266、 267

は須恵器の皿である。268は須恵器の鉢である。269～ 2851ま須恵器の杯である。286～ 2881ま管状土錘で

ある。289は石製巡方である。

4区は 4点の遺物を図化することができた。2901よ須恵器の杯である。291は須恵器の椀である。292

は須恵器の皿である。298は鉄刀である。

5区は 3点の遺物を図化することができた。2941ま須恵器の壷である。295、 296は須恵器の椀である。

6区は30点の遺物を図化することができた。297～299は土師器の奏である。300～304は黒色土器A類

椀である。305～307は須恵器の壷である。308～ 3111ま須恵器の蓋である。312～ 319、 323～ 3261よ須恵器

の椀である。320～322は須恵器の杯である。
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(3)中世 (第 18～20図 )

中世の遺構および遺物は 3区 と6区を中心に検出されており、その中でも包含層出土遺物を含めて 6

区に集中する傾向があるという状況が確認できた。

1区～ 7区の調査地全体での検出遺構数は掘立柱建物跡 9棟、土坑16基、溝 1条、柱穴 。小穴26基の

合計52基にのぼる。

掘立柱建物跡 (SA)

当該期の掘立柱建物跡は全て 6区に集中して検出された。さらに6区の中でも比較的遺構が密集して

いる中央部やや北寄りに位置している。この 6区北側の建物が集中している範囲を屋敷地 3と する。こ

れらの建物の中では主軸を約60° ～70° 前後東へ傾けるものが比較的多くみられるが、配列を意識した

ような遺構配置は見られない。また、柱穴の掘り方も平面形が円形を呈するものが主体で、さほど規模

も大きくない。

ところが、元々掘立柱建物跡に直接伴う遺物は少ないが、今回確認された建物のほとんどは柱穴内に

遺物を伴っていない。よって遺構の時期を特定できる要素が無いものについては、遺構が確認された周

辺の包含層出土遺物において出土量の多い時期が建物のおおよその時期を示すものとして推測した。

14号掘立桂建物跡 (SA1014)(第 190図 )
6区の南西側、屋敷地3の南西隅に位置する。検出グリッドはE・ F-67～ 69グリッドである。遺構

の規模は桁行 3間 ×梁間 2間を測る側柱式である。主軸はN-87° ―Eを向き、SA1017と ほぼ同
じ方向を示す。当該建物1棟のみがほかの建物群から離れた位置にあり、もっとも近いSA1015ま
で26mの距離にある。柱間距離は桁行側で326.7cmを測り、床面積は45,08m2を測る。

各柱穴の平面形状はややいびつなものもあるがおおむね円形もしくは楕円形を呈し、いずれも規模が

比較的小さい。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈する。また、土層観察の結果、柱痕跡や抜き取りを

示す痕跡などは確認できなかった。

遺構に伴う遺物の出土はなかった。

15号掘立柱建物跡 。1号柵列 (SA1015esG1001)(第 191～ 195図 )

6区の中央、屋敷地 3のやや南西寄りに位置する。検出グリッドはK～M-69～71グ リッドである。

遺構の規模は桁行 3間 ×梁間 1間を測り、遺構の形状は側柱式である。主軸はN-67° 一Eを向き、 S

A1016、 1018、 1019、 1020、 1021、 1022と ほぼ同方向を示す。柱間距離は桁
行側では平均値で266.7cmを測り、床面積は32.48m2を測る。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈する。また土

層観察の結果、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡は確認できなかった。

建物の北側には直線的にのびる柵列が伴う。主軸は東西方向にもち、 4間の柱間距離は一定していな

い。また、柵列の一部を構成するSP1817が SA1018の 南東角の柱穴 (SP1818)を 切る。
この切り合い関係からみてSA1015が SA1018よ り新しい。
遺物はSP1763よ り2点、SP1807よ り11点の計13点 を図化することができた。327～ 329、
331～337は土師器の皿である。いずれも回転台を用いた回転ナデ成形で、底部の切り離しは回転ヘラ切
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333

334

335

りによる切り離しである。立ち上がりは直線的に大きく開くものが主体となるが、内彎させる327な ど

もある。また口縁端部は327、 331、 332、 334、 335、 386の ようにやや厚みをもたせ丸みをもっておさめ

るものと328、 333、 337の ように薄く尖り気味におさめるものがある。329は底部のみの残存であるが、

土師器の杯である。底部は回転糸切りによる切り離しである。3301ま黒色土器のA類椀である。内外面

ともにヨコ方向のヘラミガキで仕上げる。3381ま瓦器椀である。外面はヨコナデを施し、内面は主にヨ

コ方向のヘラミガキで仕上げる。また内彎する立ち上がりをもち、口縁端部はやや尖り気味におさめる

ものの若干厚みをもたせる。339は瀬戸焼の陶器椀である。口縁部は外方に折り曲げる。

16号掘立桂建物跡 (SA1016)(第 196図 )
6区の中央やや東より、屋敷地 3のやや北東寄りに位置する。検出グリッドはM・ N-71・ 72グ リッ

ドである。遺構の規模は桁行 2間 ×梁間 2間を測り、遺構の形状は側柱式である。主軸はN-60° 一E

を向き、SA1015、 1018、 1019、 1020、  1021、 1022と ほぼ同方向を示す。柱
間距離は桁行側では平均値で212.5cmを測り、床面積は17mワを測る。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈する。また土

層観察の結果、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡は確認できなかった。
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遺物はいずれの柱穴からも出土しなかった。

17号掘立柱建物跡 (SA1017)(第 197図 )
6区の西側、屋敷地 3の西端に位置する。検出グリッドはM・ N-67～ 69グ リッドである。建物の北

西角にあたる部分が調査区外に位置する。遺構規模は桁行 3間 ×梁間 1間を測り、建物の形状は側柱式

である。主軸はN-82° ―Eを向き、 SA1014と ほぼ同じ方向を示す。柱間距離は桁行側の平均値
で253.3cm、 床面積は33.44m2を測る。

各柱穴の平面形状は円形を呈する。柱穴内の上層観察を行った結果、柱痕跡や抜き取 りを示す痕跡な

どは確認できなかった。

遺物はいずれの柱穴からも出土しなかった。

18号掘立桂建物跡 (SA1018)(第 198図 )
6区の西側、屋敷地 3の西側に位置する。検出グリッドはLoM-67～ 69グ リッドである。遺構の規
模は桁行 3間 ×梁間 1間を測り、遺構の形状は側柱式である。主軸はN-63° 一Eを向き、 SA101
5、 1016、 1019、 1020、 1021、 1022と ほぼ同方向を示す。柱間距離は桁行側では

平均値で276.7cmを測 り、床面積は32.37m2を測る。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈する。また土

層観察の結果、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡は確認できなかった。建物の南東隅にあたるSP1818
が、 SA1015に 伴う柵列 SG1001の SP1817に 切られる。この切 り合い関係からみてSA
1015が SA1018よ り新しい。

遺物はいずれの柱穴からも出上しなかった。

19号掘立桂建物跡 (SA1019)(第 199図 )
6区の中央やや北東より、屋敷地 3のやや北東寄りに位置する。検出グリッドは0・ P-70～72グ リッ

ドである。建物の北西側がSA1020と 重複する。遺構規模は桁行 2間 ×梁間 1間 を測り、建物の形状
は側柱式である。主軸はN-63° 一Eを向き、SA1015、  1016、 1018、 1020と ほぼ同じ

方向を示し、大まかにはSA1021、  1022と も主軸方向が一致する。柱間距離は桁行側では平均値
で237cmを測り、床面積は15。41m2を測る。SA1021、  1016に 次いで小型の掘立柱建物跡である。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。柱穴の断面観察を行った結果、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは確認できなかった。

遺物はいずれの柱穴からも出上しなかった。

20号掘立桂建物跡 (SA1020)(第 200図 )
6区の中央、屋敷地 3の中央北よりに位置する。検出グリッドはN～ P-68～ 71グ リッドである。建

物の南東側がSA1019と 重複する。遺構の規模は桁行 3間 ×梁間 2間 を測り、遺構の形状は側柱式
である。主軸はN-67° 一Eを向き、 SA1015、  1016、  1018、 1019、 1021、  10
22と ほぼ同方向を示す。柱間距離は桁行側では平均値で256.7cmを測 り、梁間側では平均値で240cm

を測る。床面積は36.96m2を測る。
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各柱穴の平面形状は円形もしくは精円形を呈し、建物の北東隅にあたる柱穴のみ遺構規模が飛び抜け

て大きい。遺構断面形状はいずれも逆台形を呈する。また土層観察の結果、柱痕跡や抜き取りを示す痕

跡は確認できなかった。

遺物はいずれの柱穴からも出土しなかった。

21号掘立柱建物跡・ 2号柵列 (SA1021・ SG1002)(第 201図 )
6区の東側、屋敷地 3の北東端に位置する。検出グリッドはP・ Q-72・ 73グリッドである。遺構の

規模は桁行 2間 ×梁間 1間を測り、建物の形状は側柱式である。主軸はN-71° 一Wを向き、SA10
22と ほぼ同方向を示し、大まかにはSA1015、 1016、 1018、 1019、 1020と も主

軸方向が一致する。柱間距離は桁行側では平均値で215cmを 測り、床面積は10。84m2を測る比較的小型の

掘立柱建物跡である。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。柱穴の断面観察を行った結果、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは確認できなかった。

またこの建物の北・西辺には、「 L」 字型に延びる柵列が構築される。柱間距離は一定しておらず、

柱穴の規模にも若千のばらつきがある。南北に延びる柵列がSK1055、 1056と 重複しており、

柱間距離を考慮すると当該遺構はSK1055、 1056に 切られる可能性が考えられる。
SA1021に 伴うと考えられるSG1002が SA1022の 南東角の柱穴SPl1017を 切る
ことから、SA1022よ りもSA1021の 方が時期的に新しいと考えられる。
遺物はいずれの柱穴からも出土しなかった。
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22号掘立桂建物跡 (SA1022)(第 202図 )
6区の東側、屋敷地 3の北東端に位置する。検出グリッドはP・ Q-71・ 72グ リッドである。遺構規

模は桁行 1間 ×梁間 1間を浪jり 、建物の形状は側柱式である。主軸はN-74° ―Eを向き、 SA102
1と ほぼ同方向を示し、大まかにはSA1015、  1016、  1018、 1019、 1020と も主軸
方向が一致する。床面積は10.84m2を 測る比較的小型の掘立柱建物跡である。

各柱穴の平面形状は円形もしくは楕円形を呈する。柱穴の断面観祭を行った結果、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは確認できなかった。

当該遺構の南東角の柱穴 SPl1017が SA1021に 伴うと考えられるSG1002に より切ら
れることから、 SA1022よ りもSA1021の 方が時期的に新しいと考えられる。
遺物はいずれの柱穴からも出土しなかった。

上坑 (SK)

1号土坑 (SK1001)(第 203図 )
1区の北西側に位置する。検出グリッドはAA-7で ある。遺構北西側でSP1025を 切る。遺構
平面形状は南北に長軸をもつ精円形を呈する。遺構の掘り方は検出面が削平を受けており、北側約 3分

の 2が浅く残存している一方で南側は船底形の遺構断面形状を呈しなおかつ深い。また北側でもさらに

西側の方が若干深くなる。遺構規模は長軸1.40m、 短軸0.60m、 遺構深度は深い部分で0.44mを 測る。

遺構覆土は 2層に分層することができ、色調は第 1層がにぶい黄褐色、第 2層が褐色を呈し、いずれも砂

質土が堆積している。また、第 1層には炭化物が少量含まれ、第 2層には地山の岩盤礫がやや多く含まれる。

遺物の出土量は少なくすべて小破片であり、図化できるものはなかった。

4号土坑 (SK1004)(第 204図 )
1区の北西側に位置する。検出グリッドはAB・ AC-9で ある。遺構の東側は大きく削平を受け残
存していない。また、遺構の北側をSK1005に 切られる。遺構平面形状は残存している範囲で南北
に主軸をもつ精円形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は残存部分で長軸2.90m、 短

軸0,70m、 遺構深度0.40mを 測る。

遺構覆土はにぶい黄褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。

遺物はすべて小破片であり、図化できるものはなかった。

5号土坑 (SK1005)(第 205。 206図 )
1区の北側に位置する。検出グリッドはAC-9で ある。遺構の南東側でSK1004を 切る。遺構
平面形状は東西に長軸をもつ不整楕円形を呈する。遺構の掘り方は東側が浅く、西側に柱穴状の落ち込

みをもつ。遺構断面形状は柱穴状の落ち込み部分で逆台形を呈する。遺構規模は長軸0.88m、 短軸0.64

m、 遺構深度は深い部分で0.54mを 測る。

遺構覆土はにぶい黄褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。遺物は 1点を図化することができ

た。340は底部のみの残存であるが、土師器の小皿である。底部は回転ヘラ切 りによる切 り離しののち

にナデを施して仕上げる。
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第207図  2区 SK4009遺構平 。断面図

9号土坑 (SK1009)(第 207図 )
2区の南東側に位置する。検出グリッドはX-17である。

遺構平面形状は東西に主軸をもつ精円形を呈し、南側の上

端はわずかに括れる。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺

構規模は長軸1.40m、 短軸0.68m、 遺構深度0.22mを測る。

遺構覆土は暗褐色を呈する砂質土が堆積する単一層であ

る。炭化物をわずかに含んでいる。

遺物はすべて小破片であるため図化することができなかった。

34号土坑 (SK1034)(第 208・ 209図 )
5区の中央やや南西側に位置する。検出グリッドはM-19グ リッドである。遺構平面形状は東西方向

に主軸をもつ瓢形を呈する。遺構断面形状は逆台形を呈し、東側は浅く廷びる。遺構規模は長軸2.20m、

短軸0.90m、 遺構最大深度0.36mを 測る。

遺構覆土は 3層に分層することができ、第 1、 第 3層が褐色を呈し、第 2層が暗褐色を呈するいずれ

も砂質土が堆積している。第 2層には炭化物をわずかに含んでいる。

また東側立ち上がりの浅く、緩やかに傾斜している部分では結晶片岩の人頭大の板石が 2点、主軸と

直交させ、さらにはその南西側に主軸と平行に面をあわせ立てた状態で置かれている。この 2点の板石

の意図するものや機能的なものまでは判断するための材料が少なく、詳細は不引である。

遺物は 2点を図化することができた。341、 342は土師器の杯である。341は緩やかに大きく開く立ち

上がりをもち、口縁端部は肥厚し丸くおさめる。底面にはヘラ圧痕が残る。3421まややきつい立ち上が

りをもち、口縁端部は丸くおさめるものの薄く仕上げる。

Ａ
一
〇ｍ止

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土

0                 1m

第205図  1区 SK4005遺構平・断面図

0

0                       10cm

第206図  1区 SK4005出土遺物実測図
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2号土坑 (SK2002)(第 210。 211図 )
5区の南西側に位置する。検出グリッドは

LoM-17グ リッドである。遺構平面形状は

円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。

遺構規模は長軸0.94m、 短軸0.88m、 遺構深

度0,15mを測る。

遺構覆土はオリーブ褐色を呈する砂質土が

堆積する単一層で、炭化物を含む。

遺物は 1点を図化することができた。343は土師器の杯である。底部のみの残存であるが、やや緩や

かに立ち上がる胴部がわずかに残存しており、底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。

36号土坑 (SK1036)(第 212・ 213図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドは J-74・ 75グリッドである。遺構平面形状は不整形を呈し、

北側 2ヶ所と南狽1lヶ所で括れる形状をもつ。遺構断面形状はややいびつな逆台形を呈し、東端はやや

浅いテラス状のような階段状を呈する。遺構規模は長軸2.08m、 短軸0.50m、 遺構深度0.30mを測る。

遺構覆土はオリーブ褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。

遺物は 1点を図化することができた。344は土師器の羽金である。口縁部は内傾し、口縁端部は丸み

をもっておさめる。貼り付けられた鍔は低く丸みをもっておさめられ、外面には脚部の剥離痕をとどめ
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0                 1m

第210図  5区 SK2002遺構平 。断面図

ヒ 型 ― 影343
0                       10cm

第211図  5区 SK2002出土遺物実測図

る。鍔部以下の内外面にはユビオサエによる指頭圧痕が顕

著に残る。

38号土坑 (SK1038)(第 214。 215図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドはJoK-73グリ

ッドである。遺構の北西側でSK1037を 切る。遺構平

面形状は円形を呈し、遺構断面形状は北東部がやや緩やか

に立ち上がる逆台形を呈する。遺構規模は長軸0.85m、 短

軸0。77m、 遺構深度0.26mを 測る。遺構覆土は 3層 に分層

することができ、色調は第 1層がオリーブ褐色、第 2層が

暗オリーブ褐色、第 3層が黒褐色を呈する。各層の上質は

第 1・ 2層では砂質土が堆積し、第 3層には粘質土が堆積

する。また第 1層には褐色を呈する砂粒を含み、第 2・ 3

層には炭化物が含まれており、炭化物は第 3層にとくに多

く含まれていた。

遺物は遺構中央部の底から若干浮いた状態で礫とともに

出土した。これら出土遺物のほとんどは第 2層に含まれる

ことから、遺構の埋没過程において廃棄されたものと考え

られる。345は土師器の羽釜または鋼である。胴部のみの

残存で、内外面とも板ナデとユビオサエにより仕上げられ

ている。346は羽金の脚部である。ユビナデにより仕上げ

られており、土器本体部分の器壁とともに欠損しているた

〆

A′A
L=118.40m

め、羽釜の内面は板ナデによる調整が施されていたことが観察できる。

51号土坑 (SK1051)(第 216・ 217図 )
6区の中央に位置する。検出グリッドは0-70グリッドである。遺構平面形状は北西―南東方向に主

軸をもつ楕円形を呈し、南西側がわずかに括れる。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は長軸

1.36m、 短軸0。71m、 遺構深度0.38mを 測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。

遺物は 1点を図化することができた。3471ま土師器の杯である。回転ヘラ切 りによる切 り離しをもつ

底部から立ち上がり、胴部中位から大きく開く口縁部をもつ。

52号土坑 (SK1052)(第 218図 )
6区の中央に位置する。検出グリッドは0-70グリッドである。遺構平面形状は不整円形を呈し、断

面形状は西側が緩やかに立ち上がる逆台形を呈する。遺構規模は長軸1.02m、 短軸0.83m、 高さ0,33mを

測る。

遺構覆土は、黒褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。

遺物はすべて小破片であり、図化できるものはなかった。

I オリーブ掲色 2.5Y4/4 砂質土 炭化物含む
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第212図  6区 SK1036遺構平・断面図

0                 10cm

第213図  6区 SK1036出土遺物実測図

53号土坑 (SK1053)(第 219図 )
6区の中央やや東よりに位置する。検出グリッドはP-71グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈

し、断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は長軸1.00m、 短軸0.96m、 高さ0.42mを測る。

遺構覆上は、黒褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。遺構覆土内には、西側を中心に岩盤小

礫を含んでいる様子が確認できた。

遺物は図化できるものはなかった。

54号土坑 (SK1054)(第 220図 )
6区の中央やや東よりに位置する。検出グリッドはP-71グ リッドである。遺構の東側でSK105
5、 1057を 切る。遺構平面形状は不整方形を呈し、断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は長軸
1.04m、 短軸0。92m、 高さ0.38mを 測る。

遺構覆土は、岩盤礫を含み、黒褐色を呈する砂質上が推積する単一層である。

遺物はすべて小破片であり、図化できるものはなかった。

1 オリーブ掲色 25Y4/3砂質土

1 オリーブ褐色 25Y4/4砂質土
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第216図  6区 SK1051遺構平・断面図

第214図 SK1038遺構平・断面図

第215図  6区 SK1038出土遺物実測図

1 オリーブ褐色 25Y4/3砂質± 10YR4/6掲色の砂粒含む
2 暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂賀土 炭化物含む
3 黒 褐 色 2.5Y3/2粘貰土 炭化物多く含む
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1 黒 褐 色 2.5Y3/2砂質土
0                 1m

第218図  6区 SK1052遺構平・断面図

〆

1 黒 掲 色 2.5Y3/2砂質土
0                 1m

第219図  6区 SK1053遺構平・断面図

L=11460m ^

55号土坑 (SK1055)(第 220。 221図 )
6区の中央やや東よりに位置する。検出グリッドはP-71・ 72グ リッドである。遺構の東側でSKl
056、 南側でSK1057を 切り、遺構の西側をSK1054に 切られる。 SA1021に 伴うSG
1002と 重複しており、 SG1002の 柱聞距離を考慮すると婆該遺構が切っている可能性が考えら
れる。遺構平面形状は不整円形を呈し、断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は、残存値で長軸0,94m、

短軸0.74m、 高さ0.45mを測る。

遺構覆土は、岩盤礫を含み、暗オリーブ褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。

遺物は 3点 を図化することができた。3481よ土師器の杯である。349、 3501よ土師器の小皿である。い

ずれも残存状況は良くないが、底部は回転ヘラ切 りによる切 り離しである。

56号土坑 (SK1056)(第 220図 )
6区の中央やや東よりに位置する。検出グリッドはP-72グ リッドである。遺構の北側でSPl100
5を切り、遺構の西側をSK1055に 切られる。SA1021に 伴うSG1002と 重複しており、 S
G1002の 柱聞距離を考慮すると当該遺構が切っている可能性が考えられる。遺構平面形状は不整円形
を呈し、断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は、残存値で長軸0.銘m、 短軸0。75m、 高さ0.41mを測る。

遺構覆土は、層上位に岩盤礫を含み、暗オリーブ褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。

遺物はすべて小破片であり、図化できるものはなかった。

57号土坑 (SK1057)(第 220図 )
6区の中央やや東よりに位置する。検出グリッドはP-71・ 72グ リッドである。遺構の北側をSKl
054、 1055に 切られる。遺構平面形状は北東一南西に長軸をもつ楕円形を呈し、断面形状は逆台
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SK1054               SK1055
掲 色 2.5Y3/2砂質±  1暗オリーブ掲色 2.SY3/3砂質土

B′

SK1056
1暗オリーブ褐色 25Y3/3砂質土

1 暗オリーブ褐色 2.5Y373砂質土

第220図 6区 SK1054・ 1055。 1056・ 1057遺構平・断面図
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第221図  6区 SK1055出土遺物実測図
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1 黒  掲  色 25Y3/4砂質土

0 lm

第222図  6区 SK1060遺構平・断面図

形を呈する。遺構規模は、残存値で長

軸1.17m、 短軸0湿m、 高さ0罰mを測る。

遺構覆土は、暗オリーブ褐色を呈す

る砂質土が堆積する単一層である。

遺物はすべて小破片であり、図化で

きるものはなかった。

60号土坑(SK1060)(第222・ 223図 )
6区の東側に位置する。選出グリッ

ドはPoQ-72・ 73グ リッドである。

遺構の北側でSA1021に 伴うSG

1002の 東端にあたるSPl101

8を切る。遺構平面形状は東西に長軸

をもつ不整楕円形を呈し、断面形状は

逆台形を呈する。遺構規模は長軸1.37

m、 短軸0.85m、 高さ0.44mを測る。

遺構覆土は、層上位に岩盤礫を含み、

黒褐色を呈する砂質土が堆積する単一

層である。

遺物は 1点を図化することができた。

351は土師器の奏である。

L=11450m A 〆

“　　　‐

秒

351   浮専(SD)
0                      10cm

第223図  6区 SK1060出土遺物実測図 4号溝 (SD1004)(第 賜4。 225図 )
3区の南西側でSA1007の 西側

に位置し、南北方向に主軸をもつ。遺構の南側はL字型に折れ、東を向いた直後に終息する。検出グリ

ッドはS～ U-22・ 23グ リッドである。遺構規模は全長7.15m、 最大幅は遺構中程のややふくらんだ部

分で0,7m、 最小幅は遺構北端で0.25mを測る。遺構深度はおおむね0.1～ 0.2m前後を測り、遺構の底は北

側で標高H3.18m、 東に折れた終息部分で標高l13.48mを測る。遺構は北側に下る緩傾斜地に位置して

おり、遺構の底部も南から北へ比高差0.3mを もって下っていることから溝の流水方向もこれに一致する。

遺構覆土は第 1層に暗褐色、第 2層に褐色、第 3層にオリーブ褐色を呈するいずれも砂質土が堆積す

る。堆積上の土質はとくに流水や滞水状況を示すものではないことから、常時流水があった溝ではなく、

一時的に流水があったものであるう。遺構断面形状は浅い逆台形を呈し、遺構中央部分が船底形を呈する。

なお、本遺構はSA1007の 雨だれ溝または建物に伴う排水溝である可能性を十分に含んでいるが、
これを断定するまでには至っていないために単独の溝として取り扱った。

遺物は 1点を図化することができた。3521ま須恵器の杯である。底部は回転ヘラ切りによる切り離し

である。またこのほかにも図化することはできなかったが、黒色土器A類椀片が出上している。
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〆

1暗

L=11400m

1 暗  褐  色 lllYR3/4砂質土 炭化物含む
2 掲    色 10YR4/4砂買土

じ 11■00m C

1 暗  褐  色 10YR3/4砂質土 炭化物含む
2 オリーブ褐色 25Y4/4砂質土

0                   2m      0                       2m

第224図  3区 SD1004遺構平・断面図

A
L=114.00m  ―――一 涎_斗オ塁2

0                 10cm

第225図  3区 SD1004出土遺物実測図

可ヽ穴・桂穴 (SP)

14号小穴 (SP1014)(第 226図 )
1区の中央に位置する。検出グリッド

はZ-8グ リッドである。遺構平面形状

は東西に長軸をもつ楕円形を呈し、遺構

断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は

径0.36m、 遺構深度0.17mを測る。

遺構覆土は、褐色を呈する砂質上が堆

積する単一層である。土層の観察におい

ては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡など

は検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化する

ことはできなかった。

15号小穴 (SP1015)(第 227・ 228図 )
1区の中央に位置する。検出グリッド

はZ-9グ リッドである。遺構平面形状は南北に長軸をもつ楕円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈

する。遺構規模は径0.44m、 遺構深度0.34mを測る。

遺構覆土は、暗褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。また、覆土層中には、炭化物をわずか

に含んでいた。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 1点を図化することができた。3531ま土師器の杯である。

16号小穴 (SP1 016)(第 229図 )

1区の中央に位置する。検出グリッドはZ-9グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断

面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.27m、 遺構深度0.22mを測る。

遺構覆土は、にぶい責褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

86号小穴 (SP1086)(第 230図 )
2区の南側に位置する。検出グリッドはY-14グリッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断

面形状は、逆台形を呈する。遺構規模は径0.42m、 遺構深度0.28mを測る。
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1 
上

1褐 色 10YR4/4砂質土

第226図  1区  SP1014
遺構平・断面図

A′

A
L=112.50m___

〆

1 暗 掲 色 10YR3/3砂質土 炭化物少量含む

0                 1m

第227図  1区  SP10呵 5
遺構平 。断面図

〆
上

③

工

0                 1m

第229図  1区  SP1016
遺構平・断面図

ー

〆

4

第233図  2区 SP1095
出土遺物実測図

1上 ⊆:≫ 上
A

L=11220m

〆

A′

L〓113.40m A

1 にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土 炭化物多く含む (中心部 )
2 褐    色 10YR4/4砂質土

0                 1m

第230図  2区 SP1 086
遺構平・断面図

い113.00m=上 〆

1 にぶい黄掲色 10YR4/4砂質土
0                 1m

第231図  2区 SP1087
遺構平 。断面図

3

第228図  1区  SP1 015
出土遺物実測図

1上 《)上
A

L=11240m

上

②

上

L=112 60m  A_

1 にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土

第232図  2区 SP1095遺構平 。断面図

〆

1 にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土
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A

L=11240m

1 褐    色lllYR4/4砂質土

0                 1m

第234図  3区 SP1212
遺構平・断面図

だ

1暗 褐 色10YR3/4ンルト

0                 1m

第 235図  3区  SP1432
遺構平・断面図

1 にぶい貢褐色 10YR4/3砂質土

0                 1m

第236図  4区 SP1527
遺構平 。断面図

A

L=11650m

A′

A

L=11680m

にぶい責褐色 10YR4/3砂質土

上

⑪

止

〆

第238図  4区 SP1532出土遺物実測図

1 褐    色 10YR4/4砂質主

0                 1m

第237図  4区 SP1532遺構平・断面図

遺構覆土は 2層に分層することができ、第 1層はにぶい責褐色を呈し、第 2層は褐色を呈するいずれ

も砂質土が堆積する。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

87号小穴 (SP1087)(第 231図 )
2区の中央やや西よりに位置する。検出グリッドはZ-14グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈

し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.25m、 遺構深度0.16mを 測る。

遺構覆土は、にぶい黄褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。
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95号小穴 (SP1095)(第 232・ 233図 )
2区の中央やや北西よりに位置する。検出グリッドはAB-14グ リッドである。遺構平面形状は円形

を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.30m、 遺構深度0.22mを測る。

遺構覆土は、にぶい黄褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 1点を図化することができた。354は土師器の小皿である。

212号小穴 (SP1212)(第 234図 )
3区の南側に位置する。検出グリッドはR・ S-24。 25グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈し、

遺構内の南側はさらに一段深く掘り窪められる。遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.35m、

遺構深度0.10mを測る。

遺構覆土は、褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。上層の観察においては、柱痕跡や抜き取

りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

482号小穴 (SP1482)(第 235図 )

3区の南側に位置する。検出グリッドはR-23グ リッドである。遺構の東側でSPl155を 切る。

遺構平面形状は北西―南東に主軸をもつ不整楕円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模

は径0,41m、 遺構深度0.18mを 測る。

遺構覆土は暗褐色を呈するシルトが堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取

りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

527号小穴 (SP1527)(第 236図 )
4区の北東側に位置する。検出グリッドはR-14グリッドである。遺構平面形状はややいびつな円形

を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.30m、 遺構深度0。14mを測る。

遺構覆土は、にぶい黄褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取 りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

532号可ヽ穴 (SP1532)(第 237・ 238図 )
4区の北東側に位置する。検出グリッドはR-14グリッドである。遺構平面形状はややいびつな円形

を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.Ъ m、 遺構深度0.22mを測る。

遺構覆土は、褐色を呈する砂質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取

りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 1点を図化することができた。3551ま土師器の羽釜である。貼付された鍔の下側や鍔部以下の

外面位はユビオサエが顕著に施され、内面はヨコ方向の板ナデが施される。
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L=116.80m

IAく ②

〆

1上 《砂上 1上 ②上

1 晴  褐  色 10YR3/3ンル ト質土

lm

4区 SP1552遣構平・断面 。遺物出土状況図

第240図  4区 SP1552出 土遺物実測図

552号小穴 (SP1552)(第 239。 240図 )
4区の北東側、 SPが集中する部分に位置する。検出グリッドは

Q-15グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈する。遺構断面形状

は逆台形を呈する。遺構規模は径0.27m、 遺構深度0.24mを測る。

遺構覆土は暗褐色を呈するシルト質土が堆積する単一層である。ま

た、土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出

できなかった。

遺物は床面よりも若干浮いたレベルからややまとまって出土した。

まず破砕され底部を欠損した土師器羽金とその脚部 1点 と土師器の杯

片を重複部分がないように敷き並べている。そしてさらに人頭大の結

晶片岩の板石で蓋をするように水平を意識しつつ安置している。この

翻
第239図

５７

土

土

質

質

砂

砂

褐

褐

上⊆)上
A                A'
L=117,30m

0                 1m

第241図  4区 SP1580
遺構平・断面図

遺物出上の状況がすなわち地鎮などの祭祀のための埋納行為につながるにはいくつかの要素が不足して

いるため断定できないが、かなりの意図を持って埋納されていたであろうことが考えられる。

356は土師器の杯である。わずかに内彎する立ち上がりをもち、口縁端部は丸くおさめる。底部は回

転ヘラ切 りによる切 り離しである。日径は復元値で12.Ocmを 測る。3571ま土師器の羽釜と脚部である。

口縁端部の形状は方形状におさめるもののわずかに内側へ拡張する。また口縁部直下の外面には断面方

形を呈する水平の鍔を貼 り付けた後にハケ状の工具をなでつけて整えている。調整は外面にはタテ方向

の板ナデを施し、内面にはユビオサエによる指頭圧痕が顕著に残る。脚部はユビナデによる成形、調整
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〆

い116.50m」二 〆

い11650m坐ニ 〆

1 掲    色 10YR4/6砂質土

|

第242図  5区  SP2009
遺構平・断面図

8

第243図  5区 SP2009
出土遺物実測図

1 暗オリーブ褐色 2.5Y3/3粘賀土 炭化物含む
2 オリーブ掲色 25Y4/4砂質土

0                 1m

第244図  6区 SP1 591
遺構平 。断面図

1 オリーブ褐色 25Y4/3粘質土 炭化物含む

0                 1m

第245図  6区  SP1598
遺構平・断面図

0                       10cm

A′

〈

＼生0上
い 11680m上

1 暗オリ…ブ褐色 2.5Y3/3粘質土 炭化物含む

0                 1m

第246図  6区  SP1600
遺構平・断面図

6区 SP1600出土遺物実測図

-144-

第 247図



で先端を短く折り曲げる。両者は胎上の観祭などから同一個体と思われる。

遺構の時期は出土遺物から13世紀初頭頃と思われる。

580号小穴 (SP1580)(第 241図 )
4区の東側に位置する。検出グリッドはP-15グ リッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断

面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.24m、 遺構深度0,12mを測る。

遺構覆土は 2層に分層することができ、いずれも褐色を呈する砂質上が堆積していた。しかし第 1層

において粘性があり、柱痕跡の可能性が考えられるが断定するまでには至らなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

9号小穴 (SP2009)(第 242・ 243図 )
5区の中央やや南東よりに位置する。検出グリッドはM-21グ リッドである。遺構平面形状は円形を

呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0,32m、 遺構深度0。15mを測る。

遺構覆土は褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取り

を示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 1点 を図化することができた。358は土師器の杯である。底部は回転ヘラ切 りによる切 り離し

である。

591号小穴 (SP1591)(第 244図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドはK-73グ リッドである。遺構の北側でSP1590を 切る。

遺構平面形状は円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径 0。33m、 遺構深度0.86mを

測る。

遺構覆土は 2層に分層することができ、第 1層 には暗オリーブ褐色の粘質上が堆積し、第 2層にはオ

リーブ褐色を呈する砂質土が堆積する。また、第 1層 には炭化物が含まれていた。土層の観察において

は、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

598号小穴 (SP1598)(第 245図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドは」-72グ リッドである。遺構の北東側でSP1599を 切

る。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.48m、 遺構深度0,38

mを測る。

遺構覆土はオリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。覆土内にはえ化物が含まれていた。

土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図イとすることはできなかった。

600号小穴 (SP1600)(第 246・ 247図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドは J-72グ リッドである。遺構平面形状は東西に主軸をとる

楕円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.48m、 遺構深度0.36mを測る。
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士上《E》止
L=11700m上

601号小穴 (SP1601)(第 248図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドは」-72グ リッドである。遺構平面形状は北西一南東に主軸

をとる楕円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.28m、 遺構深度0.32mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する。覆土内には庚化物が含まれていた。上層の観

察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

A

L=11650m

A

L=116.90m

〆

た 定動止 IA⑧

止

暗オリーブ掲色 25Y3/3粘質土 炭化物含む

0                 1m

第248図  6区  SP1601
遺構平・断面図

1 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3粘質土 炭化物含む

0                 1m

第249図  6区 SP1605
遺構平・断面図

第250図  6区  SP1605
出上遺物実測図

遺構覆土は暗オリーブ褐色を

呈する粘質上が堆積する単一層

である。覆土内には災化物が含

まれており、層上位には岩盤の

角礫が含まれていた。土層の観

察においては、柱痕跡や抜き取

りを示す痕跡などは検出できな

かった。

遺物は4点を図化することが

できた。359～361は土師器の杯

である。いずれも底部は回転ヘ

ラ切りによる切り離しで口縁部

は開きながら立ち上がり、日縁

端部は丸くおさめ360と 361はや

や肥厚する。362は須恵器の杯

である。底径は比較的大きく、

底部は回転ヘラ切りによる切り

離しである。

〆

0                 1m

第251図  6区  SP1608
遺構平・断面図

ヽ
0                10cm

第252図  6区 SP1608
出上遺物実測図

1 黒  褐  色 25Y3/2粘質土 炭化物含む
2 オリーブ褐色 25Y4/3粘質土

0                 1m

第253図  6区 SP1613
遺構平・断面図

1 暗オリーブ掲色25Y3/3粘質土
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1上⑨止
A

L=11700m

1 暗オリーブ褐色 25Y3/3粘質土

0                 1m

第254図  6区 SP1614遺構平・断面図

い 114 20m A L=114.40m  A

1 暗オリーブ褐色 25Y3/3粘質土
0                 1m

第256図  6区 SP1744遺構平・断面図

605号小穴 (SP1605)(第 249・ 250図 )

6区の南東側に位置する。検出グリッドは J-72グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円形

を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.40m、 遺構深度0.38mを 測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。覆土内には災化物が含まれてい

た。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 1点を図化することができた。3631ま土師器の杯である。器高は非常に低 く、緩やかに開く立

ち上がりは皿に近いプロポーションをもつ。

608号小穴 (SP1608)(第 251・ 252図 )
6区の南東側に位置する。検出グリッドは J-72グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円形

を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.27m、 遺構深度0.27mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

(

止ヽ⊆)工 IA◇ N

1 暗オリーブ褐色 25Y3/3粘質土
0                 1m

第257図  6区 SP1761遺構平・断面図
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遺物は 1点 を図化することができた。364は須恵器の椀である。底部を回転ヘラ切 りにより切 り離し

たのちに断面が台形を呈する高台を貼付する。

613号可ヽ穴 (SP1613)(第 253図 )
6区の南側に位置する。検出グリッドは I・ 」-71グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円

形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.38m、 遺構深度0.44mを 測る。

遺構覆土は 2層に分層することができ第 1層 には黒褐色を呈する粘質土が堆積し、第 2層にはオリー

ブ褐色を呈する粘質上が堆積する。また、第 1層の覆土内には炭化物が含まれていた。上層の観察にお

いては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

614号小穴 (SP1614)(第 254・ 255図 )
6区の南側に位置する。検出グリッドは J-71グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円形を

呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.40m、 遺構深度0.40mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取 りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は遺構の底から若干浮いた位置で、かつ遺構の北西側から出土している。

遺物は 1点 を図化することができた。365は土師器の羽釜である。鍔は低 く、断面は三角形を呈した

ものを貼付し、内外面とも板ナデののちにユビオサエが口縁部付近まで顕著に施される。胴部外面には

脚部が剥離した痕跡が lヶ所認められた。

744号小穴 (SP1744)(第 256図 )
6区の東側に位置する。検出グリッドはK・ L-67グ リッドである。遺構平面形状はややいびつな円

形を呈し、遺構断面形状は船底形を呈する。遺構規模は径0.30m、 遺構深度0。21mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ掲色を呈する粘質土が堆積する単一層である。土層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

761号小穴 (SP1761)(第 257図 )
6区の東側に位置する。検出グリッドはL-68グ リッドである。遺構平面形状は北東―南西に主軸を

もつ楕円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.34m、 遺構深度0.21mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する粘質上が堆積する単一層である。土層の観祭においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物はすべて小破片であり、図化することはできなかった。

980号小穴 (SP1980)(第 258・ 259図 )
6区の中央に位置する。検出グリッドは0-71グリッドである。遺構平面形状は東西に主軸をもつ精

円形を呈し、遺構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.43m、 遺構深度0.36mを 測る。
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遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する砂質上が堆積

する単一層である。覆土内には戊化物が含まれてい

た。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取 りを示

す痕跡などは検出できなかった。

遺物は 3点を図化することができた。366イま土師器

の杯である。367、 3681ま土師器の小皿である。いず

れも底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。

1001号小穴 (SPl1001)(第 260。 261図 )

6区の東側に位置する。検出グリッドはP-73グ

リッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺構断

面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.60m、 遺構

深度0.18mを測る。

遺構覆土は暗オリーブ褐色を呈する砂質上が堆積

する単一層である。上層の観察においては、柱痕跡

や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物 1点を図化することができた。369は土師器の

杯である。底部は回転ヘラ切 りによる切 り離しのの

ちにヘラ圧痕をとどめる。

0                 1m

第260図  6区 SPl1 001遺構平・断面図

SPl1 001出 土遺物実測図

上
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止

い 114,80m A

1 暗オリーブ褐色 25Y3/3砂質土 炭化物含む

0                 1m

第258図  6区 SP1 980遺構平 。断面図
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第259図  6区 SP1980出土遺物実測図

L=113.40m  A

0                 1m

第262図  6区 SPl1050遺構平 。断面図

374

0                 10Cm
|

第263図  6区 SPl1 050出 土遺物実測図

1 暗オリーブ掲色 25Y3/3砂質上

第261図  6区
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1050号小穴 (SPl1050)(第 262・ 263図 )
6区の中央に位置する。検出グリッドはN-69・ 70グリッドである。遺構平面形状は円形を呈し、遺

構断面形状は逆台形を呈する。遺構規模は径0.28m、 遺構深度0.16mを測る。

遺構覆土は黒褐色を呈する砂質土が堆積する単一層である。覆土内には、多くの岩盤礫とともに炭化

物が含まれていた。土層の観察においては、柱痕跡や抜き取りを示す痕跡などは検出できなかった。

遺物は2点を図化することができた。370、 371は土師器の皿が出上している。いずれも底部は回転ヘ

ラ切りによる切り離しである。

包含層出土遺物 (第264～273図 )

当該期の包含層出土遺物はこれまでの弥生時代や古代のものと異なり1区と6区に多く見られた。 6

区においては比較的多くの当該期遺構がみられたものの、その分布には偏重があり遺構密度には大きく

疎密がみられた。したがって包含層出土遺物も当該期の遺構が多く分布する範囲から多く出土している。

372～397は 1区から出上した遺物である。372～381は土師器の杯である。口縁部の立ち上がりは大き

く2つのタイプが見られ、内彎する374、 376、 379、 380と 直線的に立ち上がる373、 375、 377、 378、

381がある。382、 383は土師器の小皿である。いずれも底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。384、

385は土師器の羽釜である。3841まやや内傾する口縁部をもち、口縁端部は断面が方形を呈する。鍔は貼

付してあるが、低くあまり明瞭なではない。外面の調整は、口縁部以下全面にユビオサエが施される。

385は胴部上端の壁を外反させ鍔とし、その上に粘土を積み上げ口縁部としている。よって口縁部はほ

ぼ垂直となり、鍔は明瞭につく。外面の調整はユビオサエが顕著に施されるが、鍔部以下に限られる。

386～ 389イよ土師器の羽釜の脚部である。390、 391は土師器の茶釜である。いずれも口縁部は垂直に立ち

上がり、口縁端部はまるくおさめる。3901ま口縁部直下に焼成前の透かし孔をもつ。392～ 3941ま土師器

の鍋である。いずれも口縁部は外傾し、さらに肥厚させる。外面にはユビオサエが顕著に施され、内面

にはヨコ方向の板ナデが施される。口縁部径は45,2～37.6cmを測る大型のものである。

395は備前の大奏である。底径は復元値で46.6cmを 測り、底部の器壁は薄い。外面にはタテ方向のハ

ケが短いストロークで密に施され、内面はヨコ方向に板ナデが施される。

396は陶器の碗である。

397は壁上である。胎土中に混和剤として藁のような植物を長さ0.5～ lcm前後に刻んだものを混ぜ込

んでおり、その圧痕が表面においても多数確認できる。

398～407は 2区から出上した遺物である。398～400は土師器の小皿である。いずれも底部は回転ヘラ

切りによる切り離しである。401～403は土師器の杯である。いずれも口縁部は直線的に立ち上がり、口

縁端部は薄く仕上げる。口径も12cm前後に揃う。404は土師器の鍋である。口縁部は外傾しながらも内

彎して立ち上がる。口径21.7cm、 残存高9.8cmを測る小型品である。外面にはユビオサエによる指頭圧

痕が顕著に残り、内面は口縁部以下胴部中位までヨコ方向の板ナデが施される。405は土師器の羽釜の

脚部である。406は瓦器椀である。外面にはユビオサエによる指頭圧痕が顕著に残る。内面にはヨコ方

向のヘラミガキが施される。底部には断面が三角形を呈する低い輪高台が只占付される。407は龍泉窯産

の青磁碗である。外面に蓮弁文をもつ。見込みには4花弁が陰刻される。

408は 3区から出上した輔の羽口である。遺構に伴うものではなく、鍛冶関連遺構も検出されていな

いことから年代の特定ができないが中世遺物として掲載した。
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第264図  1区 包含層出土遺物実測図 (1)
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第266図  1区 包含層出土遺物実測図 (3)
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第267図  2区 包含層出土遺物実測図
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409～412は 4区から出土した遺物である。409は土師器の杯である。

直線的に大きく開く口縁部をもち、日縁端部はまるくおさめる。底部は

回転ヘラ切りによる切り離しである。410、 4111ま土師器の羽釜の脚部で

ある。412は瓦器椀である。外面の下半にはユビオサエによる指頭圧痕

が顕著に残る。内面はナナメ方向のきめの細かいハケが施される。

413～421は 5区から出上した遺物である。413～415は土師器の杯であ

る。413は口縁部が内彎しながら立ち上がり、口縁端部は薄くおさめる。

414は 国縁部がわずかに外反しながら立ち上がり、口縁端部はまるくお

さめる。いずれも底部は回転ヘラ切 りによる切 り離しで、4131よ その後

ナデが施される。4161よ土師器の羽釜である。口縁部は内傾 し、日縁端

部はまるくおさめる。外面に貼付される鍔は断面が三角形を呈するもの

の低い。外面にはユビオサエによる指頭圧痕が残る。内面はヨコ方向の

板ナデが施される。417は龍泉窯産の青磁皿である。口縁部は屈曲して外反し、外面には蓮弁文が施さ

れるが、退化している。418は陶器の悟り鉢である。備前産か ?4191ま管状土錘である。420、 421は北宋

銭である。かなり磨滅が進んでおり文字が判別しにくくなっているが、420が「熙寧元賓」である。421

が「皇朱通費」である。

422～444は 6区から出土した遺物である。422～428は土師器の杯である。いずれも底部は平底を呈し、

回転ヘラ切りによる切り離しである。口縁部は直線的に立ち上がり、日縁端部を丸くおさめるものが多

い。422、 423は底部外面に段を有する。成形の際粘土板の周縁に粘土紐を巻き上げて成形したことがう

かがえる。428は 口縁部を久損するが、底部の周縁が突出している。429～ 437は土師器の小皿である。

全て底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。438、 439は土師器の鍋である。いずれも胴部は球形を

呈し、屈曲する口縁部は直線的にのびる。438は外面にユビオサエによる指頭圧痕が顕著に残る。4391ま

外面にはハケによる調整が施され、胴部上半にはタテ方向、そののちに胴部下半にヨコ方向に施される。

440は東播系須恵器の捏ね鉢である。441は白磁の碗である。442、 443は輔の羽口である。残存状況は悪

く、いずれも一部のみの残存である。442は復元値で内径4.35cm、 外径9.15cmを測る。4441ま管状土錘で

ある。外面にユビオサエによる指頭圧痕を残し、全長 3cmと小型品である。

445～468は 7区から出土した遺物である。445～447は土師器の杯である。底部はいずれも回転切り離

しによる切り離しである。一部ヘラ状の圧痕をとどめるものがある。448～453は土師器の小皿である。

全て底部は回転ヘラ切りによる切り離しである。454～456は土師器の椀である。いずれも残存状況が悪

く、全容を復元できるものはないが、高台は大きく2つのタイプが見られる。半円状の低い高台をもつ

454と断面が三角形を呈する455、 456である。また455の高台は低く、456の高台はやや高さがある。457

～461は須恵器の椀である。外面はヨコ方向のヘラミガキにより仕上げられており、内面は、外面と同

様にヘラミガキにより仕上げる459、 460と ヨコ方向のハケにより仕上げる458と ナデにより仕上げる457

が見られる。高台は、457が断面台形を呈し厚みをもつ。458は半円状の厚みがある低い高台を貼付する。

459～461は断面三角形の低い高台を貼付する。462は須恵器の皿である。底部は回転ヘラ切りによる切

り離しである。口縁部は内彎しながら立ち上がり、口縁端部はまるくおさめる。463、 464は瓦器椀であ

る。465は白磁の碗である。口縁端部を外側に折り曲げ、肥厚させている。466は 白磁の壷であろうか。

日縁部直下から屈曲して肩が張るようにのびる残存部がある。467は天目茶碗である。468、 4691よ輔の

0                 5cm

第268図  3区 包含層
出土遺物実測図
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第269図  4区 包含層出土遺物実測図

0                      10cm

第270図  5区
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0                5cm

第272図  6区 包含層出土遺物実測図 (2)

羽口である。いずれも細片にまで破損しているため全体の復元までには至らないが、468は羽口の先端

部分が残る。先端から4.5cmの ところまでは溶けた不純物が全面に付着している。470は管状土錘である。

片方の端部は欠損しているが、残りの側においては縄ずれ痕が看取できることから数回の使用があった

ものと思われる。

(4)近世

近世に属する遺構は、今回の調査においていずれの調査区においても検出することはなかった。包含

層遺物も各調査区からわずかずつではあるが出土している。しかし、比較的まとまっていて図化できる

ものは 5区から出土した遺物に限られる。

包含層出土遺物 (第274～276図 )

471は 2区から出上した染め付け磁器の皿である。473～497は 5区から出土した遺物である。472は土師質

の焙烙である。大きく緩やかに内彎しながら開く口縁部をもち、日縁端部は上下にやや肥厚しながら稜をも

っておさめる。口縁部外面にススが広範囲に付着している。473～ 4821ま陶器の皿である。器壁が厚いもの

1473、 474)と 薄いもの 1475～481)があり、器壁が薄いもののなかでも口縁部が内彎するもの (475、 476、

478、 4猾)と 口縁部が直線的にのびるもの (477、 480、 481)がある。内面および外面の口縁部付近には薄い

透明釉がかかる。479は灯明皿として使用されていたようで、口縁部の広い範囲一帯にススが付着している。

いずれも底部は回転糸切りによる切り離しである。482は陶器の皿である。見込みに重ね焼きのための置き砂

力沌ケ所確認できる。高台部分は無釉である。483、 484は陶器の小壼である。内面および底部を除く外面には

薄い透明釉がかかり、底部は回転糸切りによる切り離しである。485は陶器の椀である。486は陶器の香炉で

ある。487は染め付け磁器の小瓶である。488は陶器の奏である。489は陶器の指り鉢である。口縁部は上下に

拡張し、口縁端部はまるくおさめる。端面は丸みを帯びて、口縁端部外面には 2条の沈線が施される⑤内面

には細かいカキメが緻密に施される。朝 ～05は磁器の椀である靭 は外面を丸支と圏線に呉須で染め付ける。

畳付けに置き砂が付着する。内面には五花弁と圏線が染め付けられ、見込みは蛇の目釉剥ぎで置き砂が一周

する。01、 492も 同様である。493は外面に二重網目文をもつ。494は外面によるけ縞に渦巻き状の文様を染
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0                 10cm

第274図  2区 包含層出土遺物実測図

475

包含層出土遺物実測図 (1)
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第275図  5区



マ
0                       10cm

第276図  5区 包含層出土遺物実測図 (2)

め付ける。495は外面によろけ縞を染め付ける。見込みには置き砂があり、残存部には3ケ所確認できた。

つ6、 朝 は磁器の皿である。見込みは蛇の目釉剥ぎである。畳付けには置き砂が付着する。
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3 まとめ

it石製巡方について

相知遺跡では、南北および東西に主軸をもつ掘立柱建物跡群が確認され、遺跡の立地が交通の要衝で

あることから郡衡またはこれに準ずる建物の可能性を推測させている。さらに石製巡方の出上により当

該期においてこれらの掘立柱建物跡が公的な構造物として位置し、当時の行政に関わる人物が遺跡内に

おいて存在した裏付けになっている。

そこでまず、この石製巡方を詳細に観察することにより遺物の位置づけを行うことができ、さらには

本遺跡において確認された掘立柱建物跡が当時の公的機関としたならばどのような位置を占めていたか

最低限の線引きができるものと考えられる。それではまず相知遺跡から出土した石製巡方の特徴につい

てふれていくことにする。この巡方は、あいにく遺構に伴うものではなく包含層出土資料である。出土

位置は3区 U-27グ リッドであり、SA1009に 最も近く、区画溝であるSD1002と 掘立柱建物
跡の中間位置になる。

出土した巡方の法量はタテ3.65cm、 ヨコ3.81cm、 厚さ0,71cm、 重さ22.97g、 縦・横透孔径0.22cmを

測る。石材は緑色凝灰岩製で裏面から表面に向けて長さ32.5mm、 幅 3mmを測る細長孔を穿つ。細長孔

式で外鋲方式である。コマ擦り穿子とで透し孔をあける。上面および周辺側面はていねいに研磨されてい

る。

材質および使用石材の色の問題についてみてみると、長岡京においてはサヌキ トイ ド系、頁岩、粘板

岩系の黒色を呈すものが 9割近 くを占める。一方黒以外の色調を呈するものは14%に とどまる。ところ

がこれは、平安京や全国的な出土例に照らし合わせると異質 (木村2002・ 平尾2002)であるという。そ

うすると相知遺跡出土の石製巡方は緑色凝灰岩製であることから、長岡京においては異質であるが、平

安京や全国例においてはとくに差はないと見て良い。つまり、年代的には平安京以降の時期であれば符

合するということが考えられる。

相知遺跡出上の石製巡方の年代については包含層資料のために決定づける確証に欠けるが、本編でも

触れているように包含層遺物であっても調査区内で出土の偏向が認められるため同一グリッド出上の遺

物の観察によりある程度の絞り込みはできる。くわえて石製巡方出土グリッド周辺で検出された遺構も

他時期遺構との切り合いが少なく、掘立柱建物跡群も立て替えが少なく建物の存続期間が比較的短期間

であることなどとあわせて考えると石製巡方の帰属年代はおおよそ 9世紀以降から10世紀代の年代が考

えられるであろう。ただし、あくまでも消極的な年代決定であることを断っておく。徳島県周辺の四国

内における出土例をみても9～ 10世紀に所属時期が考えられるものがほとんどであることから (池澤

2002)、 当該遺跡出土資料もこれに近いものであることも考えられるであろう。しかし、遺物の所属年

代は出土状況の問題と大きく関わり、このことについては簡単に相関関係が求められるような状況には

ないため断定することは避けることにしたい。

この石製巡方は繰り返すようだが包含層出土資料である。つまり巡方の廃棄に際しては様々な状況が

考えられるが、この場合は後世の削平がなかったということが前提になるが、包含層出土資料であるた

め遺構などに埋納したり祭祀行為を伴って廃棄したりといったことが行われなかったと考え得る。可能

性として考えられるのは裏金具を伴わず巡方単体で出土していることから、『日本後紀』弘仁元年 (810)

-161-



九月乙丑条に「動易二剥落_」 とある記述に従うと、革帯から鋲とともにはずれ遺失物として埋没した場

合を考えたほうが妥当であろう。

石製巡方の横幅がそのまま巡方を身につけていた人物の位階を示すという松村氏の基準 (松村2002)

に従えば、本遺跡出上の石製巡方は横3.81cmを測ることから、正七位以上従六位以下に相当する官職制

秩序の上に置いてはほぼ最高位の人物が身につけていたものと思われる。つまり、従六位～正七位に相

当する役職といえば地方官では「介」がこれに当てはまると考えられるであろう。

従って本遺跡で確認された建物群は「介」よりも下位にある人物たちが使用していたものと推測するこ

とができ、遺跡の性格については別にゆずることにするが、郡衡とまではいかないまでもそれに次ぐ公的

機関に近い「介」クラスの役人が出入りする建物群であったことが考えられる。以上本遺跡出上の石製巡

方から読み取ることができることを長々と書いたが、検討すべき問題は山積している。当該資料は吉野川

上 。中流域においては初の出土例であり、周辺遺跡では九輛の出土などもあることから遺跡の性格や出土

状況、そして下流の阿波国府と関連する問題と関わってさらに検討していく必要があるだろう。
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亀田博「鈴帯と石帯」『関西大学考古学研究室開設三十周年記念 考古学論叢』 1983
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出原恵三・松村信博『四国横断自動車道 (伊野～須崎間)建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

文化財団埋蔵文化財センター 2001

2.出土須恵器と埋納状況について

香川県埋蔵文化財調査セ

西鴨地遺跡』 (財)高知県

相知遺跡からは柱穴・小穴や掘立柱建物跡をはじめとする遺構のほか、包含層中より比較的多くの古

代に属する須恵器が出上したので、これについて非常に簡単ではあるがふれてみたいと思う。

出上した当該期の須恵器の器種についてみてみると、杯 A、 杯Bが圧倒的に多く次いで重、蓋、奏と

なる。これらのほとんどが破片資料であるため、個体数としては若千の誤差が生じると思われるが、そ

れでもこの傾向は変わらないであろう。包含層出土遺物を含めた単純な出土数の比較をみてみると、杯

A32点 40%、 杯B20点 25%、 重18点 22.5%、 蓋 7点 8,75%、 奏 3点3.75%、 皿 2点 2.5%、 鉢 1点 1.25%と
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なり、杯類が主要器種となっていることがわかる。その一方、甕・鉢といった器種はほとんど出土する

ことがなく、数点を数えるのみで、主力たる器種には成り得ていない。また、これらの杯類および蓋は、

一部の例外を除き、口径が10～ 15cm前後、器高 3～ 4cm前後の範囲内におさまっている。つまり、杯、

蓋、さらといった食器類は縮小傾向にある段階であるということができ、 9世紀末～10世紀初頭の平安

京 1中～新段階と同様の傾向であろう。よって当該遺跡出上の須恵器群は食器類において土師器中心に

再編するこの時期があてられるであろう。

また、SPl172と SPl173に おいて須恵器壺を埋納している状況が確認されている。出土状
況をみてみると、両者には類似点が多く興味深い。

その類似点を列挙してみると、

1 小穴 (SP)に埋納している。

2 須恵器壷は正立させた状態である。

3 須恵器壺の口縁部は破壊または欠損している。
4 土師器杯を 1点のみ共伴させている。この杯は全

体の 2分の 1も 残存してはいない。

5 埋納位置は遺構の中心からやや南に寄る。

6 方向は異なるが、重は傾いている。

7 埋納小穴は掘立柱建物跡を構成しない。

など7項目が挙げられる。

第277図 相知遺跡 出土須恵器比率

注目されるのは、両者とも類似点 4の土師器杯を共伴させている点では共通したところであるが、異な

っている点は土師器杯の扱いについてである。SPl172で は須恵器重は口縁部が破壊されているものの

完形で残存しており、土師器杯は壼の下側にあることから、壺よりも先に埋納させていることがわかる。一

方SPl173で は、壷は頸部以下の残存であり口縁部は欠損している。これについては遺跡全体が削平を

受けているため後世の破壊の影響があった可能性が全く無かったとは言いきれないが、SPl172の 須恵

器壺の口縁部も割れて出土したものを接合したものである。このことから口縁部を破壊することで日常世界

との切りはなしを意とする行為の表れであると思われる。ところが、共伴している土師器杯の出上位置は、

壺の北西側肩部に乗るように埋納されており、埋納時に重の口縁部が欠損した状態であったならば、あたか

も壺の欠損した口縁部をふさぐ役目で置かれ、それがずれてしまったかのようである。いずれも須恵器重と

土師器杯をそれぞれ1点ずつ用い、埋納の前後の差はあれども同一の埋納行為があったことは確かである。

両遺構は直線距離にして9mほ どしかはなれておらず、非常に近接地にある。これらは同時に行われた行為

かどうかを判明する根拠はないが、仮にわずかでも時期差があるのであればこの付近を地鎮の場としていた

ことも考えられる。

しかし、壺の中に堆積していた土壌の分析などは行っていないために内容物までは不明であり、状況

証拠が不十分である。よってこれ以上の埋納行為の復元は困難であるが、当該地域の地鎮祭祀を解明す

る上では貴重な例であるといえる。両出土状況のように須恵器重と土師器杯が共伴することは、当該期

が須恵器から土師器中心に再編される時期でもあり、吉野川流域においても、都城の影響を少なからず

受けていたことと理解できよう。

杯A 32点

杯 B20点  24%

□杯A□杯Blll藁□蓋日菱麗m囲鉢

皿 2点 2%鉢
 1く  1%
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3E古代の掘立柱建物跡群について

今回の発掘調査においては遺構年代が古代に帰属する掘立柱建物跡は3区で12棟、 6区で 1棟の計13

棟と推測している。しかし、建物遺構に伴って出土する遺物量は非常に少なく、加えて完形品も稀であ

ることから遺構の年代決定には大きな根拠にかけている。そのうえ、遺構の切り合いや重複以外に細か

い前後関係は不明であるため、大きな時間幅で捉えているにすぎず、建物遺構の動態などはつかめてい

ない。したがって、建物群の所属時期の問題は別にゆずるとして、それ以外の特徴をとくに古代の掘立

柱建物跡群を中心に抽出していくことにしたい。

まず、第一に注目すべき点としては、 3区の南側において屋敷地 1と した範囲の中にSA1005～ 1
009の 5棟の建物が主軸方向を揃え並立していることである。また、この地点から若千南東側にはなれる

位置になるがSA1001が 主軸方位を同じくしている。この6棟の建物の主軸 (長軸)は約80° 東にぶっ
ていることは明白であり、これに直交する軸は北から約10° 西へふる結果となる。つまりこのN-10° ―W
という方位は条里方位に合致する方位である。このことから、この 6棟の建物は条里方向を意識して建てら

れており、そのうちの 5棟はさらにそれぞれの建物が切り合いもなく、間隔が0.8～ 1,2mを保ちつつ並立し

ていることから、同時存在していた可能性が考えられる。ただし、SA1006と 1007の間が若千狭す
ぎるために5棟が同時併存していたと解釈するには、多少強引すぎるかもしれない。

また、前述した 5棟の建物との前後関係は不明であるが、これに重複してSA1002～ 1004の
3棟の建物が確認できている。この 3棟の建物は主軸方向を北にとり多少バラツキはあるものの、おお

むねN-10° ―Wと いえる方角を示している。このことから屋敷地 1に 占地している建物は前述の 5棟

とあわせて条里方位をつよく意識して建てられていたことがわかる。同様のことは屋敷地 2と した 2棟

の建物や、調査区の北西側に位置するSA1012に ついても言える。
屋敷地 1にあるこれら9棟の建物は平面形態をみてみると、そのうち総柱建物は 1棟のみで戎り8棟は

側柱式である。つまり総柱式である1棟が倉庫で、そのほか8棟が居住のためのものであろうと考えられる。

そこで、屋敷地 1に注目してみると、群をなす掘立柱建物跡は 5棟を南北に一直線に並べるのではな

く、西側に3棟、東側に2棟と並列させている。規模はいずれも同じくするが、 2間 ×3間 とさほど大

きくなく全て側柱式である。また各柱穴の掘り方も平面プランは円形を呈し、長軸は0,4m前後とさほど

大きくはない。これらのことは規格性という意味ではある程度統一はされているものの、郡行など当時

の公的な建物と断定するための必須条件を備えているとは思われない。よってこの建物群付近の包含層

中より石製巡方が出上したこととあわせて考えると、比較的公的性格を持った人物 (官人)が居住して

いたということまでは言及できないが、出入りがあった建物であることを示すといえるだろう。よって、

郡衛に準ずる様な公的な建物群であろうか。

また、調査終了時においては建物の規模・構成から荘所あるいは在地有力層の居宅跡とみられている。
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しかし、調査終了時およびその後の整理作業でも遺構内はもちろんのこと包含層中からも瓦の出土は確

認できなかったことから、これらの建物群が在地有力層の居宅跡であったとしても、板葺きもしくは茅

葺き構造であった可能性が考えられる。

一方、当該屋敷地の東側には、おおむね南北に主軸をもつ溝 SD1001～ 1003が 検出されてい

る。 SD1001は 北側の調査区外へ延び、一方この中でも最長のSD1003の 南側は調査区外へと

延び、両者とも継続方向や総延長距離は不明である。しかし、南西に隣接する 2区や 5区においては同

様の溝は全く確認できなかったため、屋敷地 1の西側や南側において同様な溝は存在していなかった可

能性も考えられる。

ところで、この溝の機能的なものについてみてみると、北に向かって約0.01%の傾斜率をもつことか

ら水を流すにしてもさほど効率よく流れていたとは考えられない。さらに土層の堆積状況をみてみると、

多少色調の差があるもののいずれも砂質土が堆積しておリシルト層や粘質土層の堆積がないことから流

水・滞水状況を示しているとは言えない。つまりこのことから、 SD1002、  1003の 両溝は常時

流水があったものとはいいきれず、一時的に水の流れがあった可能性は考えられるが、通常は水がなか

った状態であったろうと考えられる。

かさねて、SD1001～ 1003と 自然流路SR1001の 関係についてみてみると、遺構検出段
階から両者が切り合っていることが確認できている。また土層断面の観察においても溝は自然流路が埋

没したのちに開削されたことが裏付けられていることから両者は同時に存在してはおらず、要するに自

然流路からの取水や排水は行われていなかったと考えられる。

これらのことからこの 3条の溝は、取水や排水を目的とした溝ではなく、SD1003の 主軸方向は
屋敷地 1の建物群と平行になることなどから、おもにSD1003に よって屋敷地 1と屋敷地2を東西
に区画する目的で開削された区画溝であろうと考えられる。

また、この 3条の溝のうちSD1002と 1003において両者の前後関係をみてみると、切り合い

部分の土層断面の観察から開削当初は南から北に向かってやや蛇行するSD1002の みの流れをもっ
ていたが、いつの時期か断定することはできないものの、あまり時間をおかないうちにほぼ直線的に北

を向くSD1003の 流れに再掘削されていることが確認できている。またSD1003は 各地点の土
層堆積状況の観察により再掘削が行われていることが確認できている。つまり、SD1002、 100
3、 1003の 再掘削と3回にわたって比較的長い期間この溝が区画溝として機能していたことがうか
がえる。しかし、前述したように屋敷地 1の西側や南側において同様の溝は確認できていないことから、

区画を目的として開削された溝は南北方向の一条の溝のみであったことが判断できる。

そこで遺跡の立地をみてみると、遺跡からは吉野川下流域の徳島平野までは舟運を用いるとほぼ直線

的に移動することができる。また遺跡から北に向かっては、猪ノ鼻峠を経て阿讃山脈を越え西讃の平野

地に通じる。さらに吉野川を伝い南に向かうと土佐に、東流する吉野川が南に向きを変える池田町白地

から西に向かって四国山地と阿讃山地の谷あいを進むと東予平野にほぼ一直線で至ることができる。つ

まり遺跡の位置は東西南北の各方面に向かう交通の要に位置しており、遺跡は拠点的な性格を示してい

ると言える。これらの立地も関係して遺跡の背景をつくり出していたと考えられるであろう。

当該遺跡は屋敷地 1の掘立柱建物跡群よりも時期を遡る遺構・遺物については、弥生時代後期の遺構

にまで間が大きくあき、継続されてきた集落ではない。さらにはそれぞれの屋敷地における建物群は建

て替えが継続せず比較的短期に終焉を迎えてしまい、建物に限らず小規模な遺構までわずかながら場所
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を変え遺構群を形成している。このことはまさに古代の律令制を受容し、それが浸透していく中で出現

する遺跡であるということが言え、かつ屋敷地または建物構成を堅持し続けることができない例点遺跡

であるといえる。
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Ⅳ 自然科学分析





相知遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所

白石 純
(1)分析 目的
相知遺跡の弥生時代後期および中世土器 (14～ 15世紀)の理化学的な胎上分析を実施し、以下のこと

について検討した。

(1)弥生時代後期の上器で、形態・技法・肉眼観察 (資料提供者による)な どで搬入品と考えられる

土器が、胎土分析ではどうか。また、在地産と考えられる土器で遺跡ごと (相知遺跡、井出上遺跡、須

賀遺跡)に胎土の差異があるかどうか。また、吉野川南岸 (相知遺跡、井出上遺跡)と 北岸 (大柿遺跡)

の土器で胎土に違いがあるか。

(2)中世土器では、供膳具 (杯 。皿)と 煮沸具 (鍋 。羽釜)で胎土に違いがみられるか。肉眼観察

(資料提供者による)な どで、胎土中に結晶片岩を含むものを在地産、含まないものを搬入品とした場

合、胎上分析ではどうか。また、吉野川南岸 (相知・井出上遺跡)と 北岸 (大柿・土井 。円通寺遺跡)

のあいだで胎土に違いがあるか。

なお、分析方法は蛍光X線分析法により胎土中の成分 (元素)の量を測定し、実体顕微鏡観察では肉

眼観察により上器表面の砂粒 (岩石・鉱物)の同定をそれぞれ実施し、胎土の差異について検討した。

(2)分析結果
分析した土器は、第 3表に示した弥生時代後期後半の上器25点。中世土器22点の合計47点である。

【蛍光X線分析法による胎上分析I

この分析で測定した元素は、主要元素であるSi、 Ti、 Al、 Fe、 Mn、 Mg、 Ca、 Na、 K、 Pと微量元素のRb、 Sr、

Zrの 13元素である。このうち、現在までの分析で胎土に違いがみられる元素としてCa、 K、 Rb、 Srな どの

元素があげられる。ここでは、K、 Caの元素を用いてX一 Y散布図を作成し、胎土の違いについて検討し

た。その結果、第278図 K― Ca散布図では弥生時代後期の搬入品と考えられる土器がどの産地に推定さ

れるか検討した。 1・ 3の在地産土器は 1がCa量の少ないところ (吉野川下流域分布域)に分布し、逆

に3は讃岐や、吉野川下流域のCa量が非常に多く含まれるところに分布した。また、4・ 5の吉野川下流

域産は下流域のCa量が約2%～4%の付近に分布した。讃岐産 (2・ 7)イよ2が讃岐領域と吉野川下流域が

重なる分布域に、 7は讃岐領域に分布した。吉備産 (6)イよ吉備分布域にそれぞれ分布した。

第279図 K一 Ca散布図では、相知・井出上 。須賀の各遺跡で胎土に違いがあるかどうか検討した。す

ると、相知遺跡内では24(奏)が他のものと離れて単独で分布した。また、相知と井出上はそれぞれ、

遺跡ごとにまとまった。そして、吉野川南岸と北岸の遺跡のあいだで胎土に違いがあるかどうかでは、

井出上と大柿が胎土的に類似していた。須賀遺跡は、相知・井出上遺跡の両者に広く分布した。

第280図 K― Ca散布図では、中世土器の供膳具 (杯・皿)と煮沸具 (鋼・羽釜)の器種別による胎土

の比較を行った。その結果、ほとんどが器種ごとで胎土に差異はなかったが、井出上の26(杯)・ 28

(皿)が他の上器と異なっていた。

第281図 K― Ca散布図では、吉野川南岸 (相知・井出上遺跡)と北岸 (大柿・土井 。円通寺遺跡)の

土器で胎土に違いがあるか検討した。しかし、南岸・北岸の遺跡の立地に関係なく、胎上ではほぼ同じ

であった。
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【実体顕微鏡による胎土観察】

実体顕微鏡により、10倍～30倍で土器表面の砂粒観察(岩石・鉱物)を行った。

この結果、弥生時代の土器は以下のような4種類の胎上に分類できた。

1類 ・“・ 0.5mm～ 3mmの石英、長石、結晶片岩 (多い)を含み、火山ガラス(0.5mm以下)を含む。

2類 ・中●0.5mm～ 3mmの石英 (多い)、 長石を含み、火山ガラス(0,5mm以下)を含む。

3類 ・中■ 2mm以下の石英 (多い)、 長石を含み、0.5mm以下の角閑石・雲母を多量に含む。

4類 ・中● lmm前後の石英 (多い)、 長石を含み、0.5mm以下の角閃石を少量含む。

なお、 2類には試料番号 1(在地 P)。 24、 3類には7(讃岐)、 4類には6(吉備)がそれぞれ該当

し、 1類にはこれ以外の在地産土器が対応する。

次に、中世土器では、以下の 2種類に分類される。

1類 ・中● lmm以下の石英、長石、結晶片岩 (多い)

2類 ,中 ●0.5mm～ 3mmの石英 (多い)、 長石を含み、

なお、 1類には供膳具 (杯・皿)が2類には煮沸具 (鍋

を含み、火山ガラス(0.5mm以下)を含む。

lmm以下の雲母を少量含む。

羽釜)がそれぞれ対応する。

(3)ま とめ

相知・井出上遺跡出土の弥生および中世土器を複数の胎上分析法により検討したところ、以下のこと

が明らかとなった。

蛍光X線分析法および実体顕微鏡による胎土分析結果から、弥生時代後期の搬入品と考えられる土器

のうち、 2が吉野川下流域に推定され、他のものは、試料提供者の産地結果とほぼ一致した。また、相

知と井出上のあいだで分析値に違いがあったが、砂粒観察では差異はみいだせなかった。周辺遺跡 (須

賀 。大柿)と の比較では、須賀が広く散漫な分布で、大柿が井出上とほぼ同じ分布であった。

中世土器の分析では、蛍光X線分析で井出上の26(杯 )。 28(皿 )が他の上器と胎上が異なったが、

砂粒観察では違いがなかった。また、吉野川南岸と北岸の遺跡で胎土に違いがあるかどうかでは、蛍光

X線、砂粒観察とも胎土に違いはみられなかった。ただ、砂粒観察では供膳具 (杯・皿)と煮沸具

(鋼・羽金)で異なり、供膳具には結晶片岩が含まれていることから、在地で生産されたと推定される。

しかし、煮沸具には石英 (多い)、 雲母が含まれ、花筒岩の岩片を含んでいるものもあることから、吉

野川流域で生産されたものではなく、他地域からの搬入品と推定される。

この分析を実施する機会を与えていただいた田川 憲氏および徳島県埋蔵文化財センターの職員の
方々にはいろいろお世話になった。記して感謝致します。
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第 3表 相知・井出上遺跡土器胎土分析結果一覧表
判

弓

試

番 遺跡名 掲載番号 器種 出土地区 時期 AI Mn Mg Ca P Rb 備考

井出上遺跡 審 何 含 帰 6767 006
勘一飢2 上 積 EfTl 審 期 蔀 半 022 263 538

3 井出上遺跡 蕃 ]含層 1生後期 前 半 6256 284 存 IIIb
琴 005 弥 5635 下流域

5 出 ト 馨 瑞 期 後 半 5791 1066 トガi憂死
井 出上 損 跡 馨 SB1005 5700 294 吉備系

7 出 上 慣 駅 審 絡 HH絡半 47R5 2519 235
井出上這跡 822 奉 包含層 後 期 前 半 1

9 上 奪 包含層 半 6260 5 0 2
HH卜擢封 警 旬 合 層 期後 半 6666 099 223 270 135

井出上 1 奪 0
出 十 絋 半 220 0

井 出上 i 跡 鉢 包 含 層 9 273
4 審 i半 1066 5 288 373
5 ヨ知遺 跡 琴 SD1003 後期 前 半 5889 6

審 包含層 後 5333 0 0 7 0 8 342
1 相

=B今
236 警 修期前 半 5405 1909 222 0

相知 琴 包含層 後 7

ヨ雫□ 土後期前半
土後期前半

023 235
ヨ知遺 跡 5544
]積 ETI 馨 絡 期 蔀 半 1877 1856 339 087 026
ヨtB悟絲 奪 包含層 後 期 前 半 4639 227 323 111 0 1 398
則 審

ヨ4B; 馨 錦
髭
〕前半 6732 2042

IFI衛 格 LTl Ifh 旬 合 層 2106 1 275 15a 370
出 上 積 ETl 器 杯 何 含 層 14C 1928
井出上遺 跡 上 師器 杯 包 含 層 14C 1

出 上 土 師 器 皿 14C絡半 927 223 262
蜂出 卜悟 P 上 師器 皿 包 含 層 15C前半 5893

14C後半～15C 7 在地 芦 ?
出 ト 羽ЯぞS 何 合 14C 6722
井出上損 跡 14C 6730 洋 1

H上積 ETl 何 合 14C 1858 039
ヨ知遺 跡 387 土 師器 杯 包 含 層 14C前半 6618
相 知 積 ETl 14C蔀半 597 232
ヨ4□悟 71tl 土 師 包 含 層 半14Cギ 080 003 023

14C 1 7 579 007
十 師 杯 旬 合 146ゼ 095 2102 184 022 202

旧 4mttTltl 皿 14C 1902 191
知積 lTl 皿 何 合 14C 6674 207

1 ヨ知遺 跡 土 師器 皿 包 含 層 14C後半 262
相 笑口積 EfTl 14C 222
ヨ窯□悟 71Tl 上師器 羽金 包 含 層 14C後

上師器 羽金 14C後
何 合

相 4m悟鯨 355 土 師器 鍋 14C後 1 1 155 la5

笑□積 訴 土 BF器 綿 何 合 4C絡 ! 662 585
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第 4表 検出遺構一覧表 掘立柱建物跡

遺構番号 位置
構造
(間 )

遺構規模 (Cm)
面積
(浦 )

主軸方位 付属施設 出土遺物平面形態 桁

長軸 柱間寸法 長軸 柱間寸法

3区

SA1001 Q・ R―

26-28 側柱式 2× 2 1450 2530 1467 N-79° 一E 須恵 :椀

SA1002 R～ T―25-27 側柱式 2× 3 2300 2327 3211 N-13° 一W 須忘 :杯、土師 :杯

SA1003 RoS―
26・ 27

側柱式 1× 3 4660 2273 31_78 N-10° 一W 弥生 :高杯、土師 :杯・椀・皿、
須恵 :杯・甕、黒色 :椀

SA1004 U・
V―

24・ 25 総柱
式 2× 3 2020 2120 2569 N-6°  一E

SA1005 O― S―23-25 側柱式 2× 3 2300 2667 N-81° 一E 土師 :杯・椀・皿、須恵 :甕

SA1006 R―T―23-25 側柱式 2× 3 2490 2647 3954 N-31° 一E 弥生 :三、土師 :杯・枕・皿、
須忘 :杯・三、黒色 :枕

SA1007 T・ U―

23・ 24
側柱式 2× 3 750 2500 N-79° 一E 土師 :杯・皿、黒色 :杯・椀

SA1008 S・ T一

25。 26
側柱式 2× 2 3250 2925 N-80° 一E 南庇 土師 :杯・椀、須恵 :甕

SA1009 T・ U―

24-26 側柱式 2× 3 2260 3295 N-80° 一E
上師 :杯・椀・皿、須忘 :杯、
票色 :椀

SA1010 V・ W―
28・ 29

側柱式 2× 2 2400 3450 3312 N-81° 一E

SA1011 V・ おヽ′
―

29,30
側柱式 1× 2 4900 2450 2401 N-81° 一E

SA1012 X・ Y―

21-23 側柱式 1× 3 4270 2607 3339 N-73° 一E 土師:皿

6区

SA1013 L― N―
69-71 側柱式

2× 3 2460 2567 8788 N-69° 一E 土師:甕

SA1014 E・ F―

67-69 側柱式
2× 3 2300 3267 4508 N-87° 一E

SA1015 K～ M―
69～ 71

側柱式 1× 3 2667 3200 N-67° 一E SG1001 土師
:杯・小皿・皿、瓦器 :椀、

黒色 :椀、陶器 :碗

SA1016 M・ N―
71・ 72

IRl柱式 2× 2 2125 1700 N-60° 一E

SA1017 M・ N―67-69 側柱式 1× 3 2533 3344 N-82° 一E

SA1018 L・ M―

67-69 側柱式
1× 3 3900 2767 3237 N-63° 一E

SA1019 N・ O―
70,71

側柱式 1× 2 3250 2870 1541 N-63° 一E

SA1020 N― P―
69-71 側柱式

2× 3 2567 3696 N-67° 一E

SA1021 O・ P―

72・ 73
側柱式 1× 2 2520 2150 1084 N-71° 一E SG1002

SA1022 P'Q―
71・ 72

側柱式 1× 1 4820 1427 N-74° 一E

SG1001 M―

69-71 直線 4間 2225 SA1015

SG100乏
P・ Q―

72-73 L形
3× 3 530 1767 2300 SA1021
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第 5表 検出遺構一覧表 土坑 (1)
調査区 遺構番号

地区
(グリッド)

遺構規模 (m)
平面形 断面形 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深度

1区

SK1001 AA-7 044 不整
楕円形

船底形 SP1025を切る

SK1002 AA-8 不整

精 円形
逆台形

SK1003 AB-7 不整形 逆台形 休生:甕

SK1004 AB・ AC-9 290 070
不整
楕円形

レンズ状 SK10051こ切られる

SK1005 AC-9 088 不整
楕円形

船底形 土師 :皿 SK1004を 切る

2区

SK1006 X-18 080 不整形 船底形

SK1007 X-18 092 032 長方形 逆台形

SK1008 X-17 059 不整
楕円形 荏鱒

SK1009 X-17 022 隅丸
長方形

逆台形

SK1010 Z-17 053 不整
精円形

レンズ状

SK1011 X・ Y-16 不整形 不整形

SK1012 Y-15・ 16 不整
精円形

逆台形

SK1013 AB-13 370 不整
長方形

逆台形

3区

SK1014 AA-22 010 不整形 逆台形 亦生:三・高杯・甕・鉢

SK1015 Y-23 不整形 逆台形

SK1016 Ⅵ/-21 不整形 逆台形 弥生:甕

SK1017 U・ ヽV

-21・ 22
065 052 037 隅丸方形 逆台形

SK1018 S-22 042 下整形 逆台形 土師 :杯

SK1019 S-22 070 楕 円形 U宇形 土師:杯、須忘:杯、黒色:椀

SK1020 R・ S-22 066 不整
楕円形

逆台形 土師:椀

SK1021 T-23 不整形 逆台形

SK1022 T-24 不整形 逆台形

SK1023 U-25・ 26 1 17 不整形 道台形

SK1024 T-26 122 017 不整形 不整形

SK1025 S-28 不整形 逆台形

SK1026 X・ Y-30 不整形 逆台形 調査区外に延びる

4区

SK1027 S-15 028 不整形 逆台形 カクランに切られる

SK1028 R-15 028 不整形 下整形
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第 6表 検出遺構一覧表 土坑 (2)

調査区 遺構番号
地区
(グリッド)

遺構規模(m)

平画形 断面形 出土退物 時期 備考
長敏 短軸 深度

4区

SK1029 R-13・ 14 2120 072 0.54 稚脱
不整形

SK1030 R-18 0.74 0,39 不整形 逝台形 SP1579を切る

SK1031 S-12 0192 076 0.40 方 形 逆 台形

SK1032 Q-12=13 1.50 1.20 041 不整形 逆台形

SK1033 O-13・ 14 098 072 030 不整方形 逆台形

5区

SK1034 M-19 2.20 090 036 不整円形 逆台形 上師:杯 |

SK1035 M-18 l180 0.62 0112 不整形 逆台形 弥生:壷 R1001を 切る

SK2001 下明

SK2002 L・M-17 0,94 0.88 円 形 逆台形 土師:皿

6区

SK1036 J―-74・ 75
'08
050 080 不整

楕円形
逆台形 土師:釜

SK1037 J・K
-72・ 73

072 015 不動 逆台形 ,(1038に切られる

SK1038 J・K-73 0.35 077 026 円 形 逆台形 土師:鍋・脚 ,K1037つ卵る

SK1039 」-71 050 025 不整形 逆台形 土師:甕 ,P1615を切る

SK1040 E-70 1.06 不整形 逆台形

SK1041 F-69 0,74 O.58 不整
清円形

逆台形

SK1042 E・F
-67・ 68

隅丸
長方形

逆台形

SK1043 E-67 072 018 不整形 不整形 ,P17001こ 切られる

SK1044 E-67 032 不整形 逆台形

SK1045 F-67 o ao 010 不整形 逆台形

SK1046
E・ F
-66・ 67

0.96 017 不整円形 不整形

SK1047 G-68 072 隅丸方形 U字形

SK1048 N-70 018 不整
楕円形

逝台形 ;K1049に切られる

SK1049 N-70 068 不整
楕円形

逆台形 上師:甕、黒色:椀 SK1048を切る

SK1050 P-70 0,78 確
袴円形

船底形

SK1051 O-70 186 不整
精円形

逆台形 土師 :杯

SK1052 O-70 102 不整
精円形

逆台形

SK1053 P-71 不整円形 U寺守レ

SK1054 P-71 0.92 不整方形 逆台形 iK1065を 切る

SK1055 P-71・ 72 094 0,74 045 不整円形 逆台形 上師 :皿・杯
SK1056,SK1057を切り、
〕K1054に切らイ妬

SK1056 P-72 094 0,75 0,41 不整形 逆台形
SPl1005を切り、SK1055に切ら
貯jる
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第 7表 検出遺構一覧表 土坑 (3)
調査区 遺構番号

地区
(グリッド)

遺構規模(m)
平面形 断面形 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深度

6区

SK1057 P-71・ 72 1 17 082 不整
楕円形

逆台形 SK10551こ切られる

SK1058 O-72 080 086 楕 円形 逆台形 石器:剥オ

SK1059 P-72 016 不整
楕円形

不整形

SK1060
P・ Q
-72・ 73

085 044 隅丸
長方形

逆台形 土師:甕 SPl1018を切る

SK1061 Q-72 024 不整円形 逆台形

SK1062 N-69 077 014 不整
精円形

逆台形 SPH040・ SPl1041を切る

第 8表 検出遺構一覧表 溝
調査区 遺構番号

地区
(グリッド)

遺構規模(m)
断面形 出上遺物 時期 備考

検出長 最大幅 深 度

3区

SD1001 AB 1 70 078 権腕
SD1002 U～X-24～ 28 035 U字形

SD1003 Q～Z-27-29 033 船底形 か生:三、黒色:椀 SP1376に切られる

SD1004 S～U
-22・ 23

018 船底形 須忘:杯

4区 SD1005 Q～S-13～ 15 1800 040 022 不整形
SP1581を 切り、
SP1537・ SP1550・ SP1558イこ切らオιる

6区

SD1006 F・ G
-69・ 70

620 062 016 船底形

SD1007 G-67・ 68 454 066 逆台形

SD1008 H～L-66～ 72 3725 022 逆台形 応生:甕・三・鉢・高杯

SD1009 M-67 020 船底形 SP1776を切る

SD1010 O-71 016 逆台形

第 9表 検出遺構一覧表 自然流路
調査区 遺構番号

地区
(グリッド)

遺構規模 (m)
断面形 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深度

3・ 4・ 5優【 SR1001 K～Z-15～ 28 10240 不整形 弥生:壼・甕、石器 :剥片 SK1035に 切られる
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第10表 検出遺構一覧表 不明遺構

調査区 遺構番号
地区
(グリッド)

遺構規模 (m)
平面形 断面形 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深度

3区

SX1001 W―-20 020 012 不整形 逆台形 調査区外に延びる

SX1002 T-24・ 25 045 不整形 不整形 SP1274・ SP15021こ とDらオιる

SX1003 Q・ R-25 029 方形 逆台形 上師:杯 遺構の東側をカクランにより削

平される

SX1004 Q・R
-26・ 27

220 035 方形 逆台形 頁恵:杯・壷
,P1329・ 1330を切 り、
,A1001(SP1331)に 切られる

SX1005 V-25・ 26 010 029 不整形 遂台形 SP12481こ 切ら/bる

SX1006 Q・R
-28・ 29

071 017 不整形 逆台形

SX1007 Q-28 008 不整形 逆台形 調査 医外に延 びる

SX1008 X・Y-28 024 015 不整形 逆台形

SX1009 Y-28 246 066 不整形 逆台形 調査 区外に延びる

SX1010 U-29 008 035 不整形 逆台形

SX1011 R-31 093 014 030 不整形 逆台形 SP1476を切る
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第11表 検出遺構一覧表 柱穴 。小穴 (1)
調査区 遺構番号 位置

(m)
出土遺物 備考

区 SP1001 Y-9

区 SP1002 Y-8 SP1003に切られる

区 SP1003 Y-8 SP1002を切る

区 SP1004 Y-9

区 SP1005 Y-8 041

区 SP1006 026

区 SP1007 Z-8 028 023 SP1009を切る

区 SP1008 Z-8

区 SP1009 Z-8 SP10071こ切られる

区 SP1010 Z-8

区 SP1011 Z-8

区 SP1012 Z-8

区 SP1013 Z-8

区 SP1014 Z-8

区 SP1015 Z-9 旬器:皿

区 SP1016 Z-9 027

区 SP1017 Z-8

区 SP1018 Z-8 032

区 SP1019 Z-8 022 020に切られる

1区 SP1020 Z-8 024 019を切り
02Hこ切られる

区 SP1021 Z-8 032 038 020を切る

区 SP1022 Z-9

区 SP1023 Z-9 022

区 SP1024 Z-9 03] 029

区 SP1025 触 -7

'K100Hこ
切られる

区 SP1026 触 -8 033 034

区 SP1027 角 -ヽ7 017

区 SP1028 ハロヽ -7

区 SP1029 ハピヽ-8 022

区 SP1030 角生-8 065 020

区 SP1031 AB-7 026

区 SP1032 AB-7 032

区 SP1033 AB-9 037 023

区 AB-9 019

2区 耶「 -19 020

2区 X-19

2区 X-19 0 2

2区 X・ Z-19 0 7

2区 X-18 0 4

2区 X-18 0 9 弥生 :甕

2区 SP1041 X-18 029

2区 SP1042 Y・ Z-18 0 3

2区 SP1043 Y-18 0 3

2区 Y-18 0 7

2区 SP1045 0 3

2区 Z-17 0 4

2区 SP1047 Y-17

2区 SP1048 Z-17

2区 SP1049 Y・ Z-17

2区 SP1050 Y-17 017

2区 SP1051 Y-17

2区 SP1052 Y-17

2区 SP1053 Y-17

2区 SP1054 Y-17 023

2区 SP1055 X-17

2区 SP1056 X-17 022

2区 SP1057 X-16 087 SP1058を 切る

2区 SP1058 X-16 030 SP1057に切られる

2区 X-16 0 16

2区 SP1060 X-16 027

2区 Y-16 045 015

調査区 遺構番号 位置
腹 (m)

出土遺物 備考

2区 SP1062 Y-16 土師:皿

2区 SP1063 Z-16 026

2区 SP1064 Z-16

2区 SP1065 Z-16 022

2区 SP1066 Y-15 16 052

2区 SP1067 Y-15 032

2区 SP1068 Z-15

2区 SP1069 Z-15

2区 SP1070 Z-15 0 27

2区 SP1071 Y-14

2区 Y-15 043 021

2区 Z-15 027

2区 Z-15 035

2区 Z-15

2区 Z-15 056

2区 Z-15

2区 Z-15

2区 Z-15 4

2区 Z-15 0

2区 Z-14・ 15 022 4

2区 Z-14・ 15

2区 026

2区 028

2区 SP1085 Y-14 026

2区 SP1086 Y-14 042

2区 SP1087 025

2区 SP1088 030

2区 SP1089 Z-14

2区 SP1090 Z-14 020

2区 SP1091 Z-14 030

2区 SP1092
角 ・ヽAB
-14 022

2区 SP1093 AB-14

2区 SP1094 AB-14

2区 SP1095 AB-14 022 土師 :皿

2区 SP1096 AB-13

2区 SP1097
角 ・ヽAB
-13 012

2区 SP1098 AB-12

3区 SP1099 AA-22 027

3区 SPl100
触
-22・ 23

048 0 11

3区 SPl101 い望ヽ -23 調査 区外に廷びる

3区 SPl102 俎 -22 031 015

3区 SPl103 俎 -23 032

3区 SPl104 Z-21 弥生 :甕

3区 SPl105

3区 SPl106 Z・ Fuヽ-22

3区 SPl107 Z-22

3区 SPl108 Z-23 015

3区 SPl109 Z-23 024

3区 SPll10 Z-23 012

3区 Z-23 017

3区 2 Y-24 0 12

3区 3 Y-28 021

3区 SPll14 Y-23 024

3区 5 Y-23 SA1012

3区 SPll16 Y-23 SA1012

3区 X22・ 23

3区 SPll18 X-22

3区 SPll19 X-22 027 SA1012

3区 SPl120 Y-22 土師:皿 SA1012
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第12表 検出遺構一覧表 柱穴 。小穴 (2)
調査区 遺構番号 位置

(m)
出上遺物 備考

3区 SPl121 Y-22 025 0 13

3区 SPl122 Y-22 026 SA1012

3区 SPl123 Y-2 022 0 18 SA1012

3区 SPl124 Y-2 028 011

3区 SPl125 X-2 023 019

3区 X-2 022 SA1012

3区 27 み色-2 026 014 SA1012

3区 み【-2 023 013

3区 み【-2 050 032

3区 X-2 050 012 調査区外 に延びる

3区 31 X-2 052 013

3区 M′-2 030 012

3区 Aヽr-21 043 016

3区 郡〆-21 025 0 10

3区 V・ VF-37 037 032

3区 T-22 030 047

3区 37 T-22 020 024

3区 T-22 0 18 020

3区 T-22 020 021

3区 SPl140
ST
-21・ 22

055 015

3区 S-22 027 006

3区 S-22 0 19 0 6

3区 S-22 0 17 0

3区 S-22 0 18 0 2

3区 S-22 016 0 3

3区 S-22 027 0

3区 S-22 030 0 5

3区 SPl148 R'S-22 014 009

3区 SPl149 R-22 009 011

3区 S-23 062 SA1006

3区 SPl151 S-23 038 須恵 :壷

3区 SPl152 S-23 012

3区 SPl153 S-23 052 026 石器 1敲石

3区 S-23 034 006

3区 SPl155 R-23 020 0 18 SP1482に切られる

3区 R-23 048 030

3区 SPl157 R-23 025 016

3区 R-23 052 ;A1005

3区 SPl159 R-23 029 020 ,PH60に切られる

3区 R-23 019 土師:杯 ,PH 59を切る

3区 SPl161 R-23

3区 R-23 026 SA1005

3区 R-23 021

3区 R-23 015

3区 R-24 027 037 須恵〔甕 SA1005

3区 R-24

3区 Q-23 033 :A1005

3区 Q-24 038 SA1005

3区 Q-24 033

3区 SPl170 QR-24 032 ,A1005

3区 SPl171 R-24 031
察 思 :篭、

土師:杯・皿、
十製品:土錘

3区 SPl172 R-24 023 須忘:壺、
土師:杯

3区 SPl173 Q-25 032 015 須忘
:三、
土師:杯

3区 SPl174 U-23

3区 SPl175 T・ U-23 065 SA1007

3区 SPl176 U-23 043 SA1007

3区 SPl177 f-23 026

3区 SPl178 T-23 059 SA1007

調査区 遺構番号 位置
橋 (m)

出上遺物 備考

3区 SPl179 T-23 048 049 SA1007

3区 SPl180 S・T-23 063 058 須恵 :杯 SA1006

3区 SPl181 S-23 022 032

3区 SPl182 T-23 049 土師:杯、
黒色:杯

SA1007

3区 SPl183 T-23・ 24 038 SA1006

3区 SPl184 S-23 073 053

3区 SPl185 S-23 0 19 018

3区 SPl186 T-24 047 063 土師
:杯・皿、

黒色:椀
SA1007

3区 SPl187 T-24 014 0 17

3区 SPl188 T-24 046 027
SA1007
SP1483を 切る

3区 SPl189 T-24

3区 SPl190 T-24 030 土師 1杯
SA1006
SPH91に 切られる

3区 SPl191 T-24 035 028 土師:杯 SPH90を 切る

3区 S・T-24 0 12 022 須恵:杯

3区 SPl193 S-24 025 050

3区 SPl194 S-24 046

3区 S-25 ,A1006

3区 S-25 031 】A1008

3区 S-25 040 018

3区 S-24・ 25 020

3区 S-25 037 038 ,P1200に切られる

3区 SP1200 S-25 0 18
須恵:杯、
黒色:椀

,Pl199を切る

3区 SP1201 S-25 042 土師 :杯 ,A1006

3区 SP1202 S-25 044 087 須忘:甕 ,A1008

3区 SP1203 S-2425 017 0 11

3区 SP1204 S-25 033

3区 SP1205 S-24 014 ,P1206を切る

3区 SP1206 S-24 010 SP1205に切られる

3区 SP1207 S-24 053 土師:皿
SA1006
SP1208に切られる

3区 SP1208 S-24 030 土師 :杯 SP1207を切る

3区 SP1209 R-24 008

3区 SP1210 R-24 046 土師 :杯・皿・枕 SA1005

3区 SP1211 R-24 0 16

3区 SP1212
R・ S
-24 25 0 10

3区 SP1213 R・ S-25 026 SA1005

3区 SP1214 S-25 SA1008

3区 SP1215 R-25 026

3区 SP1216 R-25 034 SA1005

3区 SP1217 R-25 019

3区 SP1218 R-25 010

3区 SP1219 R-25 037 SA1005

3区 SP1220 R-25 033 030

3区 SP1221 M/-24 027

3区 SP1222 耶「-24 025 032

3区 223 耶アー24 0 15

3区 W-24 020 014

3区 225 V-24

3区 たヽ-24 046 026 ,A1004

3区 たヽ-25

3区 たヽ-25 065 026 SA1004

3区 229 たヽ-24 020 023

3区 ム′-24 020

3区 U-24 040 0 17

3区 U-24 040 042 SA1004

3区 U-24 045
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第13表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (3)
調査区 遺構番号 位 置 出上遺物 備考

3区 SP1234 U-24 025 017

3区 U-24 )A1007

3区 U-24 026

3区 U-24

3区 U-24 ,A1004

3区 U-24・ 25 ,A1009

3区 U-24

3区 T-24 040 ,A1007

3区 SP1242 T-25 075 黒色:椀、
土製品:土錘

,A1009

3区 U-25
'A1004

3区 U-25 060

3区 U-25 ,A1009

3区 U-25 049 ,A1004

3区 アヽー25 052 ,A1004

3区 「ヽ-26 055 0 15 ,X1005を切る

3区 SP1249 U-25

3区 SP1250 U-25
,A1004
,P1498を切る

3区 SP1251 U-25 042

3区 SP1252 U-25
SA1009
SP1253を切る

3区 SP1253 U-25 040 〕P1252に切られる

3区 SP1254 U-25

3区 SP1255 U-25 072 032 ,A1004

3区 SP1256 U-25・ 26

3区 SP1257 U-26 029

3区 SP1258 U-26 015

3区 SP1259 U-26

3区 SP1260 U-26 027 ∫A1009

3区 SP1261 U-26 012

3区 SP1262 U-25 ,A1009

3区 SP1263 T-26

3区 SP1264 T-26

3区 SP1265 T-26

3区 SP1266 T-26 ,P1267を切る

3区 SP1267 T-26 023 SP12661こ切られる

3区 SP1268 T-26 020 ,P1500に切られる

3区 SP1269 T-26

3区 SP1270 T-26 052 042 買恵 :杯 :A1009

3区 SP1271 T-25 土師:杯・椀、
土製品:土錘

,A1009

3区 SP1272 T-25 024 040

3区 SP1273 T-25 027 008

3区 SP1274 T-25
須恵1杯、
土師1杯・皿・

,A1009
,X1002を切る

3区 SP1275 T-24・ 25 082 須恵:三、
黒色:椀

,A1006

3区 SP1276 T-25 020 ,P1484を切る

3区 SP1277 S-25 056 土師:椀
:A1008
,P1484を切る

3区 SP1278 T-25

3区 SP1279 T-25 025

3区 SP1280 T-25

3区 SP1281 r-25 058

3区 SP1282 T-25 023

3区 SP1283 T-25 035 ,A1008

3区 SP1284 T-25

3区 SP1285 T-26

3区 SP1286 T25'26 026

3区 SP1287 T-26 023

調査区 遺構番号 位置
(m)
出土遺物 備考

B区 SP1288 T-26 070 ,A1009

'P1491を
切る

3区 SP1289 T-26 011

3区 SP1290 T-26 033 土師 :杯
'A1008

3区 SP1291 U-27 027

3区 SP1292 T-26 0 13

3区 SP1293 T-27 020

3区 SP1294 T-26 024

3区 SP1295 T-26 023 028

3区 SP1296 T-26 015

3区 SP1297 T-26 025 014

3区 SP1298 S-25・ 26 055 須恵:杯 SA1002

3区 SP1299 S-26 024 026

3区 SP1300 S-25 018

3区 SP1301 S-25・ 26 040 024 SA1008

3区 SP1302 040

3区 SP1303 S-26 043 023

3区 SP1304 S・T-26
008

499を切る

3区 SP1305 T-26 073 SA1002

3区 SP1306 T26・ 27 026 022

3区 SP1307 T-26 032

3区 SP1308 T-27

3区 SP1309 T-27

3区 SP1310 T-27 009

3区 SP1311 T-27 024

3区 SP1312 T-27 015 025

3区 SP1313 T-27 007

3区 SP1314 T-27 0 10 022

3区 SP1315 T-27

3区 SP1316 T-27 0 12

3区 SP1317 S-27 021 0 16

3区 SP1318 S-26・ 27 075 057 IA1002

3区 SP1319 S-26 SA1008

3区 SP1320 S-26

3区 SP1321 025

3区 SP1322 S-26 020 019

3区 SP1323 041 014 土師:枕・皿 SA1003

3区 SP1324 S-26 038 0 15 SA1008

3区 SP1325 RoS-27 SA1002

3区 SP1326 R-26 須恵!杯 SA1003

3区 SP1327 R-26 SA1002

3区 SP1328 R-26 SA1003

3区 SP1329 Q-26 035 SX10041こ切られる

3区 SP1330 R-26 SX1004に切られる

3区 SP1331 R-26・ 27 035 0 19 SA1001・ SX1004を

切る

3区 SP1332 Q-27

3区 SP1333 Q-27 022 023 SA1001

3区 SP1334 Q-27 033 SA1001

3区 SP1335 Q-27 033 027

3区 SP1336 R-27 須忘:椀 SA1001

3区 SP1337 R-27 SA1003

3区 SP1338 R-27 土師:杯 SA1002

3区 SP1339 R-26 0 7 SA1002

3区 SP1340 S-26 0

3区 SP1341 0 2

3区 SP1342 S-26 0 4 SA1008

3区 SP1343 027

3区 SP1344 S-26

3区 SP1345 S-27 079 025 SA1002

3区 SP1346 S-27
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第14表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (4)
調査区 遺構番号 位置

こ(m)
出土遺物 備考

3区 SP1347 S-27 028 ,A1003

3区 SP1348 S-27 023 022

3区 SP1349 R-27 015
Й 空ヽE:両 尉 、ヽ

須恵:杯、
十 師 泳

,A1003

3区 SP1350 S-27 029

3区 SP1351 S-27

3区 SP1352 S-27

3区 SP1353 S-27

3区 SP1354 S-27 023

3区 SP1355 S-27

3区 SP1356 S-27 020 017

3区 SP1357 S-27

3区 SP1358 S-27・ 28

3区 SP1359 S-28

3区 SP1360 S-28

3区 SP1361

3区 SP1362 R-28

3区 SP1363 R-27・ 28 SA1001

3区 SP1364 R-28 025

3区 SP1365 R-28

3区 SP1366 Q-27 052 須恵:甕 SA1001

3区 SP1367 Q-27 012

3区 Q-27

3区 869 Q-28 黒色 :椀 SA1001

3区 Q-28 027

3区 Q-27 025

3区 Q-28 025 土錘

3区 Q-28 SP1374を 切る

3区 SP1374 Q-28 022 SP1373に切られる

3区 Q-28 033

3区 SP1376 耶「
-27 040 SD1003を切る

3区 SP1377 Mアー28 017 022

3区 SP1378 覇アー28 025 032

3区 SP1379 X-28 022

3区 SP1380 X-28 016

3区 SP1381 】【-28 022 022

3区 SP1382 X-28

3区 SP1388 X-28 018

3区 X-28

3区 X-29 025

3区 X-29 0 19 0 5

3区 X-29 030 0 3

3区 X-29 0 19 0 6

3区 X-29 0 1

3区 X-29 013

3区 X-29

3区 X-29

3区 X-30

3区 X-30 両査 区外 に延びる

3区 0(-30 0 0 両査 区外 に延びる

3区 SP1396 づ(-29 0 5

3区 SP1397 み【-29 0 5

3区 SP1398 X 29 0 8

3区 SP1399 X-29 012 0 4

3区 SP1400 W-29 020 020

3区 SP1401 覇「
-29 0 17

3区 SP1402 M「-29

3区 SP1403 郡〆-29 0 19 025

3区 SP1404 耶「
-28 022

3区 SP1405 W「-28

3区 SP1406 W-28・ 29 035 ,A1010

3区 SP1407 W-29

調査区 遺構番号 位置
電(m)

出土遺物 備考

3区 SP1408 覇「-29

3区 SP1409 覇r-29

3区 SP1410 覇「-28 036 SA1010

3区 SP1411 覇「
-28

3区 ∇T-28 042 042 SA1010

3区 ′ヽ-28 SA1010

3区 14 ′`-28 020

3区 15 ∬/-28 022 027

3区 耶′-29 050 SA1011

3区 17 耶アー29 033 SA1010

3区 耶「
-29

3区 SP1419 耶「-29 017 022

3区 SP1420 覇「
-29 037

3区 SP1421 M「-29・ 30 027

3区 SP1422 Vヽ-30

3区 SP1423 W-30 032 022 SA10H

3区 SP1424 W-30

3区 SP1425 Vヽ-30

3区 覇アー29 012

3区 SP1427 Ⅵアー29

3区 Ⅵアー29

3区 SP1429 Ⅵ/-29

3区 W-29 057 ,A1010

3区 耶アー29 027

3区 SP1432 Ⅵ「-29 056 ,A1011

3区 M「-28

3区 M「-29 025

3区 覇「
-29

3区 M「-29,30 050

3区 V-29 035 弥生:甕

3区 V-29 039 035 ,A1010

3区 SP1439 アヽー29 013 026

3区 SP1440 V 29 020

3区 SP1441 V 29 ,A1011

3区 SP1442 V-29 040 SA1010

3区 SP1443 V-30 022

3区 SP1444 ふス/-30

3区 SP1445 覇r-30

3区 SP1446 おヽ′-30 014

3区 SP1447 ハヽ「-30 SA1011

3区 SP1448 耶「-30

3区 SP1449 覇「-30

3区 SP1450 覇「-30 030

3区 SP1451 V-30

3区 SP1452 V-30 020

3区 SP1453 V-30 032

3区 SP1454 F`-29,30 020 029 SP1455を切る

3区 SP1455 F`-29,30 SP14541こ切られる

3区 SP1456 ′ヽ-30 025

3区 SP1457 V-30

3区 SP1458 アヽー30 025 019

3区 SP1459 U-30・ 31 025

3区 SP1460 U-30

3区 SP1461 U-31

3区 SP1462 U-29 033

3区 SP1463 U-29 035 022

3区 SP1464 U-29 0 4

3区 SP1465 U・ V 29 0 3

3区 SP1466 U-27 023 0 4

3区 SP1467 T・ U-30 0 5

3区 SP1468 T-31 027 0 18

3区 SP1469 S-30 015 010
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第15表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (5)
調査区 遺構番号 位 置 出土遺物 備考

星 adI ,突膚

3区 S-30

3区 S・T-30 026

3区 R-30 023

3区 Q・ R-30 032 011

3区 R-30 022 012

3区 SP1475 R-31 025

3区 R-31 ,X101Hこ切られる

3区 SP1477 R-31 038

3区 R-32 035

3区 SP1479 R-32 012 0 17

3区 R-32 017

3区 SP1481 S-32

3区 R-23 ,Pl155を切 る

3区 T-24 Pl188に切られる

3区 SP1484 T-25 070 ,P1276・ SP12771こ

刀らオιる

3区 T-24 032 0 0

3区 M′-27 025 0 0

3区 W「-24 025 0 3 SP1488を切る

3区 V・Ⅵr 23 022 0 0 ,P1487に切られる

3区 V-24 025 0 3

3区 T-26 0 2

3区 T-26 040 0 1 ,P1288に切られる

3区 SP1492 T-26 032 0 1

3区 SP1493 T-26 035 0 0

3区 SP1494 T-26 0 8

3区 SP1495 T-26 0 0 SP1496を切る

3区 SP1496 T・ U-26
'P1495に

切られる

3区 SP1497 U-26 027

3区 SP1498 U-25 012 ,P1250に切られる

3区 SP1499 S・T-26
,A1002
,P1304に切られる

3区 SP1500 T-26 025 ,P1268を切る

3区 SP1501 S-27

3区 SP1502 T-25 032 ;X1002を切る

3区 SP1503 S-23 土師:椀

3区 SP1504 U-25 ;A1004

3区 SP1505 U-24・ 25 ,A1004

3区 SP1506 覇「-25 030

3区 SP1507 R・ S-23 063 土師:椀、
箔 苗 泳・喜

;A1006

3区 SP1508 RoS-24 055 須恵:杯 ,A1006

3区 SP1509 U・ V-25 1 02 ,A1004

4区 0 S― 6

4区 S― 6 022

4区 2 6

4区 3 S― 6

4区 4 R― 5 011

4区 5 R― 6 021

盗区 6 R― 6 012

4区 7 R― 6

4区 8 R― 5 052

4区 SP1519 R― 5

4区 SP1520 R― 5 0 8

4区 SP1521 R― 5

4区 SP1522 R― 5 0 5

4区 SP1523 R― 5

4区 SP1524 R― 5 022 016

4区 SP1525 R― 5

4区 SP1526 R― 5 023

4区 SP1527 R― 4

4区 SP1528 R― 4 020

調査区 遺構番号 位 置
:(m)

出上遺物 備考

4区 SP1529 S-15 086

4区 SP1530 S-14 015

4区 SP1531 S-14 024 0 11

4区 SP1532 R-14 土師:羽釜

4区 SP1533 R-14 022 008

4区 SP1534 Q-14

4区 SP1535 Q-14 022

4区 SP1536 Q-14

4区 SP1537 R-14・ 15 024 】D1005を切る

4区 SP1538 R-14・ 15 022

4区 SP1539 Q-15 030 SP1540に切られる

4区 SP1540 Q-15 028 SP1539を切る

4区 SP1541 Q14 030
4区 SP1542 Q-14 022

4区 SP1543 Q-14 0 1

4区 SP1544 Q-14 016

4区 SP1545 Q-14 15 0 ,P1546を切る

4区 SP1546 Q-14 15 021 019 SP15451こ切られる

4区 SP1547 Q-15 037 0

4区 SP1548 Q-15 024

4区 SP1549 Q-15 016

4区 SP1550 Q-15 022 SD1005を 切る

4区 SP1551 Q-15 026

4区 SP1552 Q-15 027 024 土師 :羽釜・杯

4区 SP1553 Q-15 022

4区 SP1554 Q-15 020

4区 SP1555 Q-15

4区 SP1556 Q-15

4区 SP1557 Q-15 028

4区 SP1558 Q15 ,D1005を 切る

4区 SP1559 Q-15 020 010

4区 SP1560 P-15 019 調査 区外 に延 びる

4区 SP1561 Q-16 調査 区外 に延 びる

4区 SP1562 P・ Q-15 031 012

4区 SP1563 P-15 026 013

4区 SP1564 P・ Q-14 028 013 SP1565を切る

4区 SP1565 P・ Q-14 SP1564に切られる

4区 SP1566 Q-14 028 006

4区 SP1567 P-14 023

4区 SP1568 Q-13 013

4区 SP1569 Q12 021
4区 SP1570 Q12
4区 SP1571 P-10 11 072 0 12

4区 SP1572 P-13

4区 SP1573 P-13 022

4区 SP1574 P-13 006

4区 SP1575 P-14

4区 SP1576 P-14 023

4区 SP1577 O-14 022

4区 SP1578 N・○-12

4区 SP1579 Q・R13 051 iK10301こ切られる

4区 SP1580 P-15

4区 SP1581 P-14

4区 SP1582 P'Q-14 012 SD1005に 切られる

4区 P-14 021 006

4区 SP1534 P-14 023 010

4区 585 P-13

5区 SP1586 卜I-18

5区 Iヽ-19 023

5区 SP1588 1ヽ-19

5区 SP2001 Iヽ-23 028

5区 SP2002 卜I-23 012
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第16表 検出遺構一覧表 柱穴 。小穴 (6)
調査屋 遺構番号 位置

(m)
出土遺物 備考

5区 欠番

5区 SP2004 1ヽ-22

5区 SP2005 N-22

5区 N-22

5区 SP2007 1ヽ-21

5区 A/1-21

5区 SP2009 Iヽ-21 032 0 15 土師 1杯

5区 SP2010 N-22

5区 SP2011 N-20

5区 SP2012 O-21

5区 SP2013 N-19・ 20 018

5区 SP2014 N-19 030 024

5区 SP2015 K-17 020

5区 SP2016 P-19

5区 SP2017 L-19 0 13

5区 SP2018 L-19 SP2019に切られる

5区 SP2019 L-19 017 SP2018を切る

5区 SP2020 L-19 020

5区 SP2021 し-19 022

5区 SP2022 し-19 028 022

5区 SP2023 し-19 0 0

5区 M-19 0

5区 SP2025 卜И-19 023 0

5区 SP2026 M-19 0 6

5区 SP2027 K-18 024 0 6

5区 SP2028 K-18 020 0 2

5区 K-18

5区 SP2030 K-18 031 0

5区 SP2031 022

5区 SP2032 K-17・ 18 026

5区 SP2033 K-18 022

5区 K-17 0 13

5区 SP2035 K-17 036 020

6区 SP1589 K-73 032 011

6区 SP1590 K-73 025 SP1591に切られる

6区 SP1591 K-73 033 SP1590を切る

6区 SP1592 」-72

6区 SP1593 」-72 035 012

6区 SP1594 J-72 033 SP1595を切る

6区 SP1595 」-72
SP1596を切り、
SP1594に切られる

6区 SP1596 」-72 016 SP1595に切られる

6区 SP1597 」-72 045

6区 SP1598 J-72 038 SP1599を切る

6区 SP1599 SP1598に切られる

6区 SP1600 J-72
土師:杯、
須忘:杯

6区 032

6区 J-72

6区 603 J-72

6区 J-72 040

6区 J-72 土師:杯

6区 」72

6区 」-72 034 040

6区 」-72 027 須恵:椀

6区 J-72 012

6区 J-71 72

6区 」-71

6区 SP1612 J-71 035

6区 SP1613 I・」-71 038

6区 SP1614 土師 :釜

調査区 遺構番号 位置
(m)
出土遺物 備考

6区 J-71 )K10391こ切られる

6区 SP1616 」-71 024

6区 0

6区 SP1618 」-71 0

6区 J71 055 0

6区 SP1620 020 0

6区 SP1621 033 0

6区 SP1622 」-70 0

6区 SP1623 0

6区 SP1624 I-69

6区

6区 SP1626 035

6区 SP1627 [-68 023

6区 SP1623

6区 SP1629 G-70 042

6区 SP1630 F-71

6区 SP1631 F-71 028 018

6区 SP1632 F-71

6区 SP1633 E-71

6区 SP1634 E-71

6区 SP1635 E-70 028

6区 SP1636 F-70 022 007 ,P1637に切られる

6区 SP1637 F-70 013 ,P1636を切る

6区 SP1638 F-70

6区 SP1639 G-69 036

6区 SP1640 E-70

6区 SP1641 E-69 025 017

6区 SP1642 E-69

6区 SP1648 E-69 SA1014

6区 SP1644 E-69 048 028

6区 SP1645 E-69 017

6区 SP1646 E-69 025

6区 SP1647 E-69 017 ,A1014

6区 SP1648 E・ F-69 027

6区 SP1649 F-69 0 15 0 2

6区 SP1650 F-69 0 5 SA1014

6区 SP1651 E-68 022 0 10 SA1014

6区 E-68 0 0

6区 SP1653 E-68

6区 E-68 012

6区 655 E-68 014

6区 E・ F-68

6区 F-68 025

6区 F-68 022

6区 F-68 0 15 010

6区 F-68 0 4

6区 F-68

6区 F-68 0 0

6区 F-68 0 5

6区 F-68

6区 F-68

6区 F-68 014 SA1014

6区 F-68 057

6区 F-68 045

6区 F-68

6区 F-68

6区 E-68 SA1014

6区 SP1672 E-67 035 0 17

6区 SP1673 E-67 026 022

6区 SP1674 E-67

6区 SP1675 E-67 022
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第17表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (7)
調査 区 遺構番号 位置

(m)
出土遺物 備考

6区 SP1676 E-67 020

6区 SP1677 E-67

6区 SP1678 F-68

6区 SP1679 F-68 008 SA1014

6区 SP1680 F-68 030 017

6区 SP1681 F-67 008

6区 SP1682 F-67

6区 SP1683 F-67 030 022

6区 SP1684 F-67 014

6区 SP1685 F-67 044 SP1686に切られる

6区 SP1686 F-67
SA1014
SP1685を 切る

6区 F-67

6区 F-67 038 020

6区 F-67 025 008

6区 F-67 020

6区 F-67

6区 F-67 014

6区 F-67

6区 E・ F-67 009

6区 695 E-67

6区 E-67 012

6区 E-67 023 012

6区 SP1698 E-67 SA1014

6区 SP1699 E-67 052

6区 SP1700 E-67 025 SK1043を 切る

6区 SP1701 E-67 ヴP17021こ切られる

6区 SP1702 E-67 SP1701を切る

6区 SP1703 E-67 030 032 SA01014

6区 SP1704 E-67 050

6区 SP1705 E-67 020 013 SP1706を切る

6区 SP1706 E-67 SP1705に切られる

6区 SP1707 E-67 021 018

6区 SP1708 E-67 033

6区 SP1709 E-67 029 020

6区 SP1710 F-66・ 67 032

6区 SP1711 E-67

6区 SP1712 E-67 026 0

6区 SP1713 E-67 020 0

6区 SP1714 E-67

6区 SP1715 E-67 0

6区 SP1716 E-67

6区 SP1717 F-66 020 022

6区 SP1718 G-66

6区 F・ G-67

6区 G-67 020

6区 G-67

6区 G-67 022 0 12

6区 G-67 017

6区 G-67

6区 H-66

6区 SP1726 H-66 032

6区 H-67 025

6区 H-68 023

6区 SP1729 H-68 033

6区 H-68 007

6区 SP1731 H-68 024 007

6区 SP1732 G-68

6区 020

6区

6区 037

調査区 遺構番号 位 置 出土遺物 備考
辱 gth 深F_F

6区 I-69 030

6区 J-66

6区 080 023

6区 」-66 67 017

6区 J-67

6区 」-67 032

6区 K-67

6区 K-68 030

6区 K・ L-67 030

6区 K-67・ 68 013 土師:椀

6区 KL-68 2

6区 K-68 014 SP1748に 切られる

6区 K-68 033 017 SP1747を切る

6区 J・ K-68 050 0 19

6区 J-69 023

6区 SP1751 」-69 035 021

6区 SP1752 K-69 011

6区 SP1753 K-69 020 016

6区 SP1754 K-69 022 014 瓦器 :枕

6区 SP1755 K-69 042 SA1015

6区 SP1756 K-69 033

6区 SP1757 K・ L-69 0 17

6区 SP1758 L-69

6区 SP1759 L-68 022 ;A1018

6区 SP1760 L-68 023 012

6区 SP1761 L-68 034 021

6区 SP1762 L-69 025

6区 SP1763 L-69 土師 :皿 SA1015

6区 SP1764 し-68・ 69 017 SC1001

6区 SP1765 L-68'69 SA1018

6区 SP1766 L-67 020

6区 SP1767 L-67 028

6区 SP1768 し-67 030

6区 SP1769 L-67 4

'A1018
6区 SP1770 L-67 017

6区 SP1771 し・A/1-67 030 012

6区 SP1772
L・M
-67・ 68

021
'A1018

6区 773 L・ 1ヽ-68 035 P1774を切る

6区 L・ M68 011 ,P1773に切られる

6区 775 M-67 035 0 13

6区 1ヽ-67 011 D1009に切られる

6区 SP1777 M-67 ,P1779に切られる

6区 卜

`-67

6区 SP1779 M-67 012
'P1777・
SP1780を

刀る

6区 SP1780 M-67 022
,P1781を 切り、
,P1779に切られる

6区 A/1-67 ,P17801こ 切られる

6区 1ヽ-68 011

6区 L・ M-68

6区 LヽI-68 060

6区 L・ A/1-68

6区 L-63 015

6区 M-68 十A1018

6区 Iヽ-68 021

6区 K/1-68 :A1017

6区 SP1790
L・ M
-68・ 69

032

6 EXI SP1791 L-6869 026

6区 SP1792 L-69
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第18表 検出遺構一覧表 桂穴・小穴 (8)
調査区 遺構番号 位置

盾ス 模 (m)
出土遺物 備考

6区 SP1793 L-69 020 009

6区 SP1794 L-69 017

6区 SP1795 L-69

6区 SP1796 L-69 016

6区 SP1797 K-70 020 ,A1015

6区 SP1798 L-70 035 024

6区 SP1799 L-70

6区 SP1800 L-70 041 021 ,A1015

6区 SP1801 L-71 012 ,A1015

6区 SP1802 L-71 014 ,A1013

6区 SP1803 L-70

6区 SP1804 L・ M-70 )A1015

6区 SP1805 4ヽ-70 028 ,A1013

6区 SP1806 M-70 )G1001

6区 SP1807 L-70

上師:杯・皿 `

卜皿、陶器 :

宛、瓦器:椀、
黒色:椀

,A1015

6区 SP1808 L・ 1ヽ-70 026

6区 SP1809
LM
-69・ 70

028 )G1001

6区 SP18 0 L-70 032

6区 SP18 L-70

6区 8 2 L-69 023

6区 8 3 L-69 ,A1015

6区 8 L-69 025

6区 8 5 L-69 023 ,G1001

6区 8 L-69

6区 SP1817 L-69
∫G1001
,P1818を 切る

6区 SP1818 L-69 012
,A1018

や1817に切られる

6区 SP1319 L-69 017

6区 SP1820 M-69 018

6区 SP1821 4ヽ-69 022

6区 SP1822 1ヽ-69'70 030
,A1013
,P1823に切られる

6区 1ヽ-69'70 ,P1822を 切る

6区 M-70 032 022 ,A1013

6区 SP1825 Iヽ-69 IA1013

6区 M-69

6区 1ヽ-69 015

6区 SP1828 1ヽ-69 023 020

6区 SP1829 卜I-69 032 0 10

6区 SP1830 Iヽ-69 SA1018

6区 SP1831 卜1-68 025 012

6区 SP1832 1ヽ-68・ 69 040 020 SP1833を切る

6区 SP1833 K/1-68・ 69
SP1832・ SP1834イこ

切られる

6区 SP1834 卜1-68・ 69 060 SP1833を切る

6区 SP1835 M-69 029 016 SA1017

6区 SP1886 卜征-69

6区 SP1837
IヽN
-68・ 69

6区 SP1838 M・ N-68 043

6区 SP1839 どv生-68 018 008

6区 SP1840 どvI-68 ;A1017

6区 SP1841 どvI-68

6区 SP1842 M・ N-68 055

6区 SP1843 N-68

6区 SP1844 M・N-68 030 SP1845に切られる

6区 SP1845 N-68 SP1844を切る

調査区 遺構番号 位 置 出上遺物 備考
深 鷹

6区 N-68

6区 N-68

6区 N-68

6区 N-68 036

6区 N-68 0 12 IA1017

6区 N-68 025

6区 852 O-68 035

6区 O-68

6区 O-68 030

6区 355 ○-68 024

6区 ○-68 022

6区 857 O-68・ 69 035 016

6区 N-68

6区 N-68 018

6区 SP1860 N-68 69 SA1017

6区 N-68・ 69 028

6区 SP1862 N-69 SA1017

6区 SP1863 N-69

6区 SP1864 N-69

6区 SP1865 N-69

6区 SP1866 N-69 土師:甕 SA1013

6 EXI SP1867 N-69 025

6区 SP1868 N-68・ 69

6区 SP1869 N-68・ 69

6区 SP1870 N-68・ 69

6区 SP1871 N-68・ 69

6区 SP1872 N-68 024 012

6区 SP1873
L・ A/1

-71・ 72
020 010

6区 SP1874 1ヽ-71 0 28

6区 SP1875 M-71 ,A1016

6区 SP1876 卜I-71 015 〕A1016

6区 SP1877 Iヽ-71 023 013

6区 SP1878 A/1-71・ 72 〕A1016

6区 SP1879 Iヽ-72 0 16 )A1016

6区 SP1880 M-72 ,P1881を切る

6区 SP1881 1ヽ-72 018 SP1880に切られる

6区 SP1882 M-72 006

6区 SP1888 N-73

6区 SP1884 N-73・ 74 012

6区 SP1885 N-73

6区 SP1886 N-73 016

6区 SP1887 N-73 025

6区 SP1888 N-73

6区 SP1889 N-73 022

6区 N-72 032

6区 SP1891 N-72

6区 SP1892 N-72 040

6区 M・ N-72 0 10

6区 SP1894 M・ N-72 028

6区 Iヽ N-72

6区 SP1896 N-71

6区 SP1897 N-72 014 0 10

6区 N-71 022 016

6区 SP1899 M・ N-71 ,A1016

6区 1ヽ-71 020

6区 SP1901 M-71

6区 SP1902 1ヽ-71 014

6区 SP1903 A/1-71 010 ]A1016

6区 SP1904 卜I-71

6区 SP1905 M-71 SP1906を 切る
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第19表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (9)
調査区 遺構番号 位置 出上遺物 備考

岳 ath 渓 庸

6区 SP1906 M-71 032
SA1013
SP1907を切り、
,P1905に切られる

6区

6区

SP1907

SP1908

卜I-71

M-70

012

022

010

008

,P1906に切られる

6区 SP1909 卜I-70 026
'A1013

6区 SP1910 卜r-707J 020 020

6区 N-70 030

6区 SP1912 N-70 SA1013

6区 SP19 3 N-70 040 を切る

6区 SP1914 N-70 020 0 12 ,P19131こ 切られる

6区 SP1915 N-70 022 026 ,A1013
,P1916に切られる

6区 SP1916 N-70 024 SP1915を切る

6区 SP1917 N-70 040 ,A1020

6区 SP1918
N・ O
-69,70 042 020

6区 SP1919 O-69 030

6区 SP1920 O-69 035
'A1020

6区 SP1921 O-69 030 010

6区 SP1922 O-70

6区 SP1923 O-69,70 035

6区 O-69 086 022

6区 SP1925 O-69 ,A1020

6区 O-69 030

6区 SP1927 O-69 030 010

6区 SP1928 O-69 028

6区 929 P-69 045

6区 SP1930 OP-70 小生:甕

6区 O-70 030 )A1020

6区 SP1932 P-70 018

6区 SP1933 P-70 052

6区 P-70 026 012

6区 SP1935 P-70 045

6区 SP1986 P・ Q-70 030 ,P1987を切る

6区 PQ-70 025 ,P1936に切られる

6区 SP1938 Q-70 024

6区 Q-70 025

6区 SP1940 Q-71 030

6区 Q-71 035 020

6区 Q-70 028

6区 SP1943 PQ-71 025

6区 Q-71 020 014

6区 P-71 030 022

6区 SP1946 P-71 080 012

6区 P-71 022 080

6区 SP1948 P-70 030 016 ,A1020

6区 OP-70 045 032

6区 O-70 022

6区 O-70 060 033

6区 O-7] 034

6区 P-71 045 030

6区 O-71

6区 O-71 050 040
'A1020

6区 ○-70,71 060 P1957に 切られる

6区 O-70'71 060 042 P1956を切る

6区 O-71 055 028

6区 SP1959 O-70 050 033
十A1019
P1960を切る

6区 SP1960 O-70 0 15 032
十P1959'SP1961に
刀ら″Lる

調査区 遺構番号 位置
(m)
出土遺物 備考

6区 SP1961 O-70 015 0 13
IP1960を 切り、

'P1962に
切られる

6区 SP1962 O-70 050 032 ,P1961を 切る

6区 SP1963 070・ 71 040 ,A1020

6区 SP1964 O-71 020 0 10

6区 SP1965
N・ O
-70 71 040

6区 O-71 045

6区 N-70。 71 040 ,P1968を 切る

6区 N-70・ 71 024 P1967に 切られる

6区 N― 035 024
'A1019

6区 SP1970 N-7 018

6区 N― 025 016

6区 N― 035 032

6区 N-7 035 052 IA1019

6区 ○ ― 050 042 ,A1020

6区 ○-7 032

6区 O-7 038 026

6区 SP1977
N・ O
-70・ 71

020 006 SA1019

6区 SP1978 NoO-72 030 030

6区 SP1979 O-71 72 012

6区 SP1980 O-71 043 土師:杯・皿・

小皿

6区 SP1981 O-71 035 014

6区 SP1982 O-71,72 055 067

6区 SP1983 O-71 030 017

6区 SP1984 O-71 040 027 SA1019

6区 SP1985 O・ P-71 040

6区 SP1986 O-72 040 030 SG1002
SP1987を切る

6区 SP1987 OP-72 050 0 17 SP1986に切られる

6区 SP1988 O-72 023 050

6区 SP1989 O・ P-72 042 030

6区 SP1990 O-72 045 044 SG1002

6区 SP1991 O-72 028 0 18

6区 SP1992 O-72 028 0 19

6区 SP1998 P-72 045 019

6区 SP1994 P-72 042 034 SP1995を切る

6区 SP1995 P-72 040 SA1021
SP1994に切られる

6区 SP1996
O,P
-72,73 0 12

6区 SP1997 O-73 026 032 石核

6区 SP1998 P-72,73 043 032

6区 SP1999 P-73 039 013 SA1021

6区 SPl1000 P-73 008

6区 SPl1001 P-73 060 0 18 土師 :杯

6区 SPl1002 P-72 73 ,A1021

6区 SPl1003 P-72 030

6区 SPl1004 P-72 050 032 SA1021

6区 SPl1005 P-72 022 019 SK1056に 切られる

6区 SPl1006 P-71・ 72 030 006 ,G1002

6区 SPl1007 P-72 025 006

6区 SPl1008 P-71 035
'Pl1009を

切る

6区 SPl1009 P-71 025
】G1002
,Pl1003に切られて

6区 SPl1010
P・ Q
-71・ 72

038 013 ,A1022

6区 SPl1011 Q-72 025 011

6区 SPl1012 P・ Q-72 035
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第20表 検出遺構一覧表 柱穴・小穴 (10)
調査区 遺構番号 位置 出上遺物 備考

6区 SPl1013 P・ Q-72 040 012 ,G1002

6区 SPl1014 Q-72 032 010

6区 SPl1015 P・ Q-72 040 020 ,G1002

6区 SPl1016 Q-72 028 018

6区 SPl1017 Q-72 ,Pl10018に 切られ
■

6区 SPl1018 Q-72
,G1002
,Pl1017を切り、
,K1060に切られる

6区 SPl1019 Q-73 024

6区 SPl1020 Q-73 035 022

6区 SPl1021 Q-73 016

6区 SPl1022 Q-72 028 SA1022

6区 SPl1023 Q-72 033 010

6区 SPl1024 Q-72 036 012

6区 SPl1025 Q-72 030 0 12

6区 SPl1026 Q-72 0 13

6区 SPl1027 Q-72 035 011

6区 SPl1028 Q-71・ 72 035 0 10

6区 SPl1029 Q-71 043 022

6区 SPl1030 Q-71 040 0 14 ,A1022

6区 SPl1031 L-69 040 012

6区 SPl1032 R-69

6区 SPl1033 R-69 016

6区 SPl1034 R-69 0 18 016

6区 SPl1035 T-68 029 029

6区 SPl1036 T-68 026

6区 SPl1037 U-69

6区 SPl1038 U-69 063 032

6区 SPl1039 O・ P-70 A1020

6区 SPl1040 N69・ 70 023 030
十K1062・ SPl1041
こ切られる

6区 SPl1041 N-69・ 70 010
Pl1040を 切り、
K1062に切られる

6区 SPl1042 006

6区 SPl1043
O・ P
-68・ 69

0 10

6区 1044 O-68 0 18

6区 1045 O-68・ 69 013

6区 SPl1046 O-69 021

6区 O-69 008

6区 048 O-69 010

6区 SPl1049 N-69 010

6区 N-69・ 70 028 016 土師:小皿・杯

6区 SPl1051 N-70 019 十A1013

6区 」-72 025 012

6区 J-72 065 024

6区 SPl1054 」-72 030

6区 」-72 025 016

6区 」-72

6区 SPl1057 P-71 096 024 IA1020

6区 P-72 0 75 024 IA1021
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遺 物 観 察 表 凡 例

土器・陶器・磁器

。遺物香号 :本文中の掲載番号を指す。

・法  量 :( )内の数値は口径～底径が復元値、器高は残存値を示す。
・残 存 率 :残存率は図示した部分を100%と して、その中での残存値を示す。

・色  調 :小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』1996・ 1997年度版と太田昭雄・川崎秀昭『標準
色彩図表A』 日本色研事業株式会社1981に製った。

・胎  土 :肉眼観祭で判別した胎土中に含まれる鉱物を以下の略号で示した。
石 =石英、片=結晶片岩、雲=雲母、赤 =赤色斑粒、長=長石、角 =角閑石、花尚=花聞

岩、安山=安山岩、泥=泥岩、ほか
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第21表 出土遺物観察表 土器 (1)

物
号
遣
番
遺構
番号

器 種

法 (Cm)

成 形 ・ 調 整 色  訓 胎 土 備 考
日径 頸部径脚隷

底径 器 高
残存
ョとr%ゝ

1
1区

SK1003
弥生土器

甕
(64) (25)

ユビオサエのちナデ、底部ナデ
ナデ

外:橙 7 5YR6/6
社橙7 5YR6/6

石・雲・赤 焼成 良

2
3区
SK1014

弥生土器

壺
(146) (17)

外:口縁部ヨヨナデ、頸部ハケ5～ 6条/cmのち
ナデ
内ッヽケ5～ 6条/clllのちヨコナデ

牛:オ登5YR6/6
勺:4登 2 5YR6/8

石・片 暁成やや良

3
3区
SK1014

弥生土器
(128) (60)

/1・胡同下部、底部ナデ

勺胡同下部、底部ヘラケズリのちナデ

明赤褐色 5YR5/6
明赤褐色 2 5YR5/8

石 雲 片 焼成ややもろい

4
3区
SK1014

弥生土器
抹
(154) (150) (196) (39)

朴:日 縁部磨耗のため調整不明、胴上部ハケ(
条/cn
均:日 縁部磨耗のため調整不明、胴上部ユビ
オサエのちユビナデ

明赤褐色5YR5/8
明赤褐色5YR5/8

石・雲・片・赤
焼成 良
外面黒斑有り

5
3区
SK1014

弥生土器

甕
(143) (130) (59) 15

や日縁都ヨコナデ、胴上部ハケ7条 /clll
勺:日縁部ヨコナデ、ユビオサエのちハケ7条 /
111、胴上部ヘラケズリ

小:にぶい褐色
'5YR5/4
勺:にぶい褐色
'5YR5/4

石・雲・砂・片・

赤
焼成やや良

6
3区
SK1014

弥生土器

甕
(148) (127) (162) ①5)

外:日縁部ヨヨナデのち凹線1条、頸部ヨコす
デ、胴部ハケ6条 /cm
内:日縁部ヨヨナデ、頸部ヨヨナデ、胴部ヘラク
ズリ

外:にぶい責褐色
10YR5/3
内:にぶい褐色
7 5YR5/4

石・雲・砂・片・

赤
焼成やや良

7
3区
SK1014

弥生土器
甕
(158) (132) (43)

外:口縁部ヨコナデのち凹線、頸部ヨヨナデ、月「
上部ハケ6条/cln
内:日縁部ヨコナデ、頸部ユビオサエのちヨヨ

ナデ、胴上部ヘラケズリ

朴:にぶい赤褐色
,YR5/4
句:にぶい赤褐色
,YR5/4

石・片・赤 焼成や銘 ろい

8
3区
SK1014

弥生土器

甕
(53) (29)

外:ナデ、底部ナデ
内:ヘラケズリ、底部ヘラクズリのちナデ

外:明赤褐色2 5YR5/8

内:明赤褐色2 5YR5/8
・雲・片・赤

焼成ややもろい

外面～底部黒班有り

9
3区
SK1014

弥生土器

甕
(49) (40)

外:底部ハケ6条/cmの ちヨコナデ
内:底都板ナデ

朴:にぶい橙 7 5YR6/4
勺:にぶい褐色
7 5YR5/3

石・雲・赤 焼成 良

10
3区
SK1014

弥生土器

甕
(34) (70)

外胡同下部板ナデ、底部ナデ
内胡同下部ヘラケズリ、底部ユビオサエ

壮明赤褐色2 5YR5/6
札橙2 5YR6/8

石・雲・砂・片 焼成もろい

11
3区
SK1014

弥生土器

鉢
(363) (47) 8

外:日縁部ヨヨナデ、胴部ハケ6条/cm
内:日縁部ヨヨナデ、胴部ハケ6条/cm

外 :褐灰色7 5YR4/1
内 :にぶい赤褐色
5YR4/4

石・雲・片
焼成 良
外面黒斑有り

12
3区
SK1014

弥生土器
鉢
(300) (53) 8

外:日 縁部ヨコナデ、胴上部ハケ4条/cn
内:日 縁部ヨヨナデ、胴上部ハケ4条 /cll

外 :明赤褐色 5YR5/6
内 1明赤褐色 5YR5/6

石・雲・片・赤 暁成 良

3区
SK1014

弥生土器

高杯
(220)

外:日 縁部ヨコナデのち凹線2条、体部ハケ6条
/cllのちヘラミガキ
内:日 縁部ヨヨナデ、体部ヘラミガキ

4・ :にぶい橙7 5YR6/4
勺:オ登2 5YR6/6

石 雲・長・赤
良

削

成

面

暁

外

3区
SK1014

弥生土器
高杯

(220) (58) 15

外:日 縁部ヨコナデのち凹線2条、胴都上位ヨ
コナデ、下位ハケ6条/cm
内:日 縁都ヘラミガキのちヨヨナデ、胴部ヘラミ
ガキ

壮明赤褐色5YR5/6
勺:明赤褐色2 5YR5/6

石・雲・砂・片・

赤
完成やや良

16
5区
SK1035

弥生土器
(158) (123) (49)

外:日 縁都ヨヨナデのち凹線3条、頸都ヨヨナ
デ、ハケ4条/cl lのちヨヨナデ
内:日縁部ヨヨナデ、頸部ハケ4条/clllのちヨコ

ナデ

外:明赤褐色5YR5/6
内:にぶい赤褐色
5YR5/4

石・雲・秒・片

赤

尭成 良
勺外面黒斑有り

17
6区
SD1008

弥生上器

重

外:日 縁部ヨコナデのち凹線2条、頸部ハケ7奔
/cⅡ

内:日縁都ヨコナデ、頸部板ナデのちナデ

外:橙 5YR6/6
内:橙 5YR6/6

石・砂・赤 尭成 良

6区
SD1008

弥生土器

重
(173)

外1日縁部磨滅著しい凹線2条、頸部ナデ磨繊
著しい
内:磨滅不明ナデ ?

外:暗灰黄色25Y5/2
内:暗灰黄色25Y5/2

石・雲・長・砂・

赤
尭成もろい

6区
SD1008

弥生土器

壷
(181) (23)

外:口縁部ヨヨナデのち凹線2条、頸部ヨヨナ

内クヽケ4条/clllのちヨヨナデ、頸部ナデ

Ｙ

Ｙ

色

色

褐

褐

赤

赤

明

明

外

内 石・雲・砂・赤 完成 良

6区
SD1008

弥生土器

壼
(120)

外1日縁部ヨヨナデ、頸体部ナデ
内:日縁部ヨコナデ、頸部ナデ、胴上部ヘラク
ズリ

外:橙 5YR6/6
内:橙 5YR6/6

石・片・赤 売成 良

6区
SD 1008

弥生土器
(132) (66)

外:日縁部ヨコナデ、頸部ハケ5条 /cmのちヨコ

ナデ
内:口縁部ヨコナデ、頸部板ナデのちユビオサ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・片・赤 売成 良

6区
SD 1008

弥生土器

壷
1)(14 (47)

外:口縁部ヨヨナデ、頃部ナデ
内1日縁部板すデのちナデ、頸部板ナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・片・赤 売成 良

6区
SD1008

弥生土器

壷
(154) (52)

外:頸部ヨヨナデ、体部ナデ
内:頸部ヨコナデ、体部ヘラケズリのちナデ

外 :明赤褐色5YR5/6
内:橙5YR6/6

石・雲・片・赤 完成もろい
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第22表  出土遺物観察表 土器 (2)
物
号
遺
番

構
号
遺
番 器 種

法 里皇 (cm)

成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考
口径 頸部宿

部
一 底径 器高

存

ｍ

残

≧

6区
SD 1008

器牡

士鉦

弥
(147) (60)

外 :頸部ハケ6条 /clllの ち凹線 2条・胴上部板サ

内:ヘラケズヅ

外:にぶい責橙
10YR7/4
内:にぶい責橙
10YR6/3

石・長・赤
売成やや良
勺面黒斑有り

6区
SD1003

弥生土器
(198) (48)

外:ナデのち2段の櫛描夕1点文
内:ヘラケズリ

外:橙5YR6/6
内:橙 7 5YR6/6

石・雲・砂・片・

赤

尭成 良
■面炭化物付着

6区

SD1008
弥生土器

(54) (28)
外 :ナデ

内:ヘラケズリのちナデ

外 :橙 5YR6/6
内 :にぶい褐色
7 5YR5/3

石・片・長・赤
焼成 良
内面黒斑有り

6区
SD 1008

弥生土器

壷
(62) (22)

71・ :板ナデ
勺:板ナデ

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内上にボい責橙
10YR6/4

石・雲・片・赤

6区
SD1008

弥生土器
(40) (43) 13

外 :板ナデのちナデ
内 :ケズリ

タトイ登7 5YR7/6
内:にがい黄橙
10YR6/3

石 雲・長・赤 焼成ややもろい

6区

SD1008
弥生土器

(76) (24)
外:板ナデのちナデ、底部ナデ
内:板すデのちナデ

壮1こぶい橙7 5YR6/4
勺:米登5YR6/6

石・雲・砂・赤
焼成やや良
外面黒斑有り

6区
SD1008

弥生土器
(39)

ナデ、底部ナデ
ヘラケズリのちナデ

小
"瞳

7 5YR6/6
勺:にぶい黄褐色
生5YR5/3

石・雲・片・赤
死成 良
勺外面に黒斑有り

31
6区
SD1008

弥生土器

甕
(125) (105) (19) 8

朴:日縁部ヨヨナデのち凹線2条、頸部ヨコナ

為:ヨコナデ

外 :橙5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

石・雲・片 尭成やや良

6区

SD1008
弥生上器
甕
(182) (157) (22)

日縁部凹線3条、頸部ヨヨナデ
日縁部ナデ、頸都ハケ8条 /cllのちすデ

外:にぶい橙7 5YR6/3
内:橙 5YR6/6

石・雲・長・赤 尭成やや良

6区
SD 1008

弥生土器

甕
(162) (142) (61)

外:日 縁部ヨヨナデのち凹線2条、頸部ヨコナ
デ、胴上部ハケ5条 /cmの ちナデ
内:日縁部ヨコすデ、胴上部ヘラケズリのちナ
デ

外

内
黒褐色 10YR3/1

黒褐色 10YR3/1
石・片 莞成 良

軽
Ｄ‐００

弥生土器

甕
(156) (118) (34)

外
デ

内

日縁部ヨコナデのち凹線3条、頸部ヨコナ

日縁部ヨヨナデ、顕部ハケ6条/clllのちナデ

外:橙 5YR6/6
内:橙 5YR6/6 長 雲・片・赤 暁成 良

6区
SD1008

弥生土器
甕
(207) (172) (29) 13

外:口縁部、頸部ヨヨナデ
内:日 縁部ヨヨナデ、頸部ハケ6条/cm

外 :明赤褐色5YR5/6
内 :明赤褐色5YR5/6

雲・砂・片。長 焼成やや劣

6区
SD1008

弥生土器
甕

1) (138) (43) 15
外:日縁部、頸部ヨコナデ、胴上部ナデ
内:日縁部ヨヨナデ、顕部ユビオサエのちヨコ
ナデ、胴上部ヘラケズリ

外:にぶい褐色
7 5YR5/3
内:にぶい橙7 5YR6/4

石・長・片・赤 焼成 良

6区
SD1008

弥生土器

甕
(135) (113) (131) (65)

外:日 縁部ヨコナデ、胴上部ハケ6条 /cmのちヨ
コナデ、ハケ6条/cm
内:日 縁部磨滅気味板ナデのちヨヨナデ、胴
上部ユビオサエ ヘラケズリ

外 :明赤褐色5YR5/6
内:明赤褐色5YR5/6

石・雲・砂・片 .

赤
焼成もろい
外面黒斑有り

6区
SD1008

弥生土器
甕
(130) (123) (50) 13

外:日縁部ヨコナデのち凹線1条、体部ヨヨナ
デ・ナデ
内:日縁部板ナデ・ナデ、体部ヘラケズリ

外:橙5YR6/6
内:橙 5YR6/6

百・雲・砂・片・
ボ

焼成やや良
内面炭化物付着

6区
SD1008

弥生土器
甕
(156) (138) (73)

生日縁部ヨヨナデ、胴上部板ナデのちナデ
勺:日縁部ナデのちユビオサニ、胴上部ユビオ
ナエのちナデ

外 :橙 5YR6/8
内 :橙 7 5YR6/6

・雲・片・赤
焼成ややもろい
接合痕有り

6区
SD 1008

弥生土器
甕
(136) (113) (57) 8

外:日縁部ヨコすデ、頸部ハク7条 /8Hulのちヨコ
ナデ、胴上部ハケ7条/8BIl
内:口縁部ヨコナデ・板ナデ、体部ヘラケズリ

外:にぶい褐色
7 5YR5/4
内iにぶい橙7 5YR6/4

石・雲・片
死成 良
71‐面黒斑有り

6区

SD1008
弥生土器
甕
(169) (135) (55)

外1日縁部ユビオサエのちヨヨナデ、胴上部タ
タキ8条/claのちハケ4条 /clll、板すデ磨滅著し
い
内:日 縁部板ナデ、胴上部ユビオサエ、ヘラケ
ラぐリ

外:にぶい橙7 5YR6/4
内:にぶい黄褐色
10YR5/4

石 雲・砂・片・

赤

焼成ややもろい
内面黒斑有り
外面炭化物付着

6区
SD 1008

弥生土器
甕

(142)
外:頸部ヨヨナデ、胴上部ハケ6～ 7条 /cllの ち
ナデのちミガキ
内:頸部ナデ、胴上部ユビオサエ ヘラケズリ

外:橙7 5YR6/6
内:にぶい黄褐色
10YR6/3

石・雲・片。長・

赤

院成 良
*内面当て具痕有り

6区
SD1008

弥生土器
甕

(56)
デ

いア

ナ

ナ

外

内
外 :明赤褐色 5YR5/6
内 :橙 2 5YR6/8

石・雲・片・赤 売成 良

6区
SD1008

弥生土器

甕
(71) (23)

外:板ナデのちすデ、底部ナデ
内:ヘラケズリ

外 :灰黄褐色 10YR4/2
内:黒褐色 10YR3/1

石・雲・砂・片・

赤 有良瓢
成
面

尭

勺

6区
SD1008

弥生土器

甕
(70)

外:ナデ、底部ナデ
内!ヘラケズリ、底部ユビオサエのちナデ

外:灰黄褐色10YR6/2
内:にぶい黄褐色
10YR5/3

石・雲・砂・片・

赤
暁成 良
外面黒斑有り

6区
SD1008

弥生土器
甕

(58) (39)
外 :ナデ、底部ナデ
内 i板ナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・片・赤 焼成 良
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第23表 出土遺物観察表 土器 (3)

遺物
番号

構
号
遺
番 器 種

法   量  (cm)
成 形 ・ 調 整 色  調 胎 土 備 考

口径
胴部
辱★宿 底径 器高

存

翰

残

率

6区
SD 1008

弥生土器

甕
(27)

外:板ナデのちナデ、底部ナデ
内:ヘラケズリ

外:灰褐色7 5YR4/2
内:にぶい黄褐色
10YR5/3

石・雲・長 砂・

赤

暁成 良
外面黒斑有り

6区
SD1003

弥生土器

甕
(53) (24)

外

内

ハケ6条/cmの ちナデ、底都ナデ
ヘラケズリ

外:にぶい褐色
7 5YR5/4

内:にぶい橙7 5YR6/4
石・雲・片・赤 尭成 良

6区
SD 1008

弥生土器

甕
(64) (35)

外ツヽケ6条/clllのちナデ、底部ナデ
内:ヘラケズツ

外:にぶい褐色
7 5YR6/3
内:にぶい褐色
7 5YR6/3

石・雲・長 片・

赤

6区
SD1008

弥生土器

甕
(48)

外 :板ナデ、底部ナデ

内 :ケズリ

外:にぶい橙2 5YR6/3
内:にぶい褐色
7 5YR6/3

石・雲・赤

51
6区
SD1008

弥生土器

甕
(48) (41)

外ツ ケヽのちナデ、底部ナデ

内ッヽ ケ6条 /cm、底部ユビオサエ
外:明赤褐色5YR5/6
内:明赤褐色5YR5/6

百・雲・長・砂・

叶・赤
焼成 良

6EXI

SD 1008
弥生土器
甕

外 :板ナデ、底部ナデ

内:ヘラケズリのちナデ

外:明赤褐色5YR5/6
内:橙 5YR6/6

石・雲 片・赤
焼成 良
底面黒斑有り

6区
SD1008

弥生土器

甕
(61)

外ン`ケ4条/cm、底部ナデ
内:ヘラケズリ、底部ユビオサエのちナデ

外:にぶい黄橙
10YR6/4
内:橙7 5YR6/6

石。長・砂・片・

赤
売成やや良

6区
SD1008

弥生土器
甕

(61) (18)
板ナデのちナデ、底部ナデ
ヘラケズリのちナデ

外:にぶい赤褐色
5YR4/4
内,にぶい褐色
7 5YR5/4

石。長・砂・赤 売成 良

6区
SD1008

弥生土器
甕

(70) (30) 13
朴:ナデ、底部ナデ
勺:ユビオサエのちナデ

本:明赤褐色2 5YR5/6
勺:にぶい赤褐色
」5YR5/4

石 雲・長・片・

赤
焼成やや良

6区
SD1008

弥生土器

鉢
5
外:日縁部ヨヨナデ、胴上部ハケ5条 /cI I
内:口縁都ヨコすデ、胴上部板ナデ

壮暗灰責色25Y4/2
社橙7 5YR6/6

石・雲・長・砂・

片・赤
焼成 良

6区
SD1008

弥生土器

鉢
(306) (36)

外:日縁部ヨヨナデ、頸部ナデ
内:日縁部ヨコナデ、頸部ヨコナデのちヘラミガ
キ

外 :明赤褐色 5YR5/6
内 :にぶい橙 7 5YR6/4

石・雲・片・赤 尭成 良

6区
SD1008

弥生土器
鉢
(120) (49)

外 :日 縁部ヨヨナデ、体部ハケ5条/cn
内 :日 縁部ヨコナデ、体部ミガキ 磨滅している

部分有り

外:明赤褐色2 5YR5/6
内:明赤褐色2 5YR5/6

石・雲・赤
尭成 良
朴面炭化物付着

6区
SD 1008

弥生土器
高杯

(33) (77)
外ツヽケ6条/clllのちナデ
内:杯部,すデ、脚部 ;しわ痕・板ナデのちすデ

外 :褐色7 5YR4/6
内 :赤褐色 5YR4/6

石・雲・砂・片・

赤
尭成 良

3区
SR1001

弥生土器
(197) (118)

外:日縁部ヨヨナデ凹線3条、頸上部ハケ7条/
cl l・下部ハケエ具による亥」み目
内:日縁部ヨヨナデ、頸上部ハケ7条/cll下部
板ナデ

外:橙5YR6/3
内:明赤褐色5YR5/8

石・雲。長・片・

赤
完成 劣

3区
SR1001

弥生土器

壷
(36)

外ツヽケ6条/c llのちナデ、底部ナデ
内:ヘラケズリ

外 :にぶい褐色
7 5YR5/4
内 :明褐色 7 5YR5/6

・雲・片・赤
焼成 良
外面、底面黒斑有り

3区
SR1001

弥生土器
甕
(150) (135)

外:日縁部ヨコナデのち凹線2条、頸部ヨコす
デ、胴上部ハケ7条 /cl l
内:日縁部ヨヨナデ磨滅気味、胴上部板すデ
のスュドオサェ

外:橙2 5YR6/6
内:明赤褐色2 5YR5/℃

石・雲・片・赤 焼成やや良

3区
SR1001

弥生土器
甕

(59) (33)
外:板ナデ・ユビオサエ、底部ナデ
内:ヘラケズリのちナデ・ユビオサエ

外 :にぶい褐色
7 5YR6/3
内 :にぶい橙 7 5YR6/4

石・雲・砂・赤
焼成 良
外面黒斑あり

4区
SR1001

器料せ霊
弥 (66) (35)

外 :ミガキ、底部ナデ

内:ヘラケズリ

外:にぶい責橙
10YR6/4
内|にぶい黄褐色
10YR5/3

石・雲・砂・赤 有
良

触

紺

成

面
岐

暁

外
讃

3区
SPl104

弥生土器

甕
(226) (189) (61)

外:日縁部ヨコすデ、胴上部ハケ6条 /clll
角:日縁部ヨコナデ、胴上部ハケ6条/clllのちナ
デ・ユビオサエ・ユビナデ

外:橙5YR6/6
内:橙 5YR6/6

石・雲・砂・片・

赤

尭成 良
勺面炭化物付着

3区
SPl104

弥生土器

甕
(210) (182) (30) 5

日縁部、頸部ハケ8条 /cl lのちヨコナデ
日縁部、頸部ナデ

外 :橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・片・赤 魔成ややもろい

3区
SPl104

弥生土器

甕
(176) (153) (50)

小ッヽケ6条/cmの ちナデ
勺:日縁部、頸部ハケ6条/clllのちすデ、胴上部
ユビナデ

牛:オ登5YR6/6
勺:オ登5YR6/6

石・雲・片・赤 焼成ややもろい

3区
SPl104

弥生土器
甕

(192) 15
粘頸部ヨヨナデ、胴上部ハケ6条 /cll
Å:頸部ハケ4条 /6alul、胴上部ナデ

壮橙5YR6/6
勺1登7 5YR6/6

石・雲・片・赤
焼成 長
内外面黒斑有り
下流域搬入土器

71
6区
SP1930

弥生土器
甕

(68) (19) 15
外 :ナデ

内:板ナデ

本:褐色 7 5YR4/3
勺:褐色 7 5YR4/3

石・雲・片・赤 暁成 良
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第24表 出土遺物観察表 土器 (4)
物
号
遺
番

土
置
出
位 器 種

法 里里
成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 頸部雀
胴部
最大宿 底径 器高 跡鞠

2区
AB-12

弥生土器
(36)

外胡同下部板ナデのちナデ・ヨヨナデ、底部へ

ラクズリのちナデ
内:ヘラケズリ

外:にぶい赤褐色
5YR5/4
内:にぶい赤褐色
5YR5/4

石・雲・砂・片・

長
尭成 長

2区
絋 -13

弥生土器
(80) (43)

外:板ナデのちナデ
内:ヘラケズリ

壮 1こぶい4登5YR6/4
勺:灰黄褐色10YR5/2

石・雲・片・赤 焼成やや良

77
2区

Y-17
弥生土器
甕 (6④ (42)

外胡同下部ハケ6条 /clll磨滅部分多し、底部ナ

内:板ナデ、底部ユビオサエ

外:にぶい黄橙
10YR7/3
内:赤褐色5YR4/6

石・雲・砂・片・

赤
焼成 良
外面黒斑あり

2区
AA-17

弥生土器
甕

(54) (63)
外胡同下部ハケ6条 /clllの ちユビナデ底部ナデ
内胡同下部ヘラケズリ、底部ユビオサエ

外:褐色7 5YR4/4
内:にぶい赤褐色
5YR5/4

石・雲・砂・片・

長・赤
兜成 良

2区
AA-17

弥生土器
蓋

(38) (41)
外:磨滅のため調整不明
内:磨滅のため調整不明

外

内
褐色7 5YR4/3
赤褐色尉R4/6

石・雲・砂・片・

長
発成ややもろい

2区

Y-18
弥生土器

器 台
(97) (178) (157)

外:頸部、胴部ハケ(6～ 7条 /cm)の ちナデ、スカ
シ孔有り4ヶ所、底部ナデ
内:頸部、胴上部ケズリのちナデ、下部ケズリ、
底部ナデ

外:にぶい赤褐色
5YR5/4
内:赤褐色5YR5/6

石・雲・片・赤
売成 良
均面黒斑あり

3区

耕作土
弥生土器
重
(192) (138) (67)

外:口 縁部ヨコナデ凹線1条、頸部ハケのちナ
デ・ハケエ具による刻み目(6条 /clll)
内:日 縁部ヨヨナデ、頸都ハケのちナデ

外:橙5YR6/8
内:明赤褐色5YR5/8

石・雲・片・長・

赤
暁成 劣

3区
Y-24

弥生土器
(147) (72) 15

外:日 縁部ヨコナデ凹線2条、頚部ハケH条 /
clllのちナデ
内:日 縁部ヨヨナデ、頸部板ナデ・ハケ8条 /cl l
のちナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/3
内:にぶい黄橙
10YR6/3

石・雲・砂・片・

赤

焼成 良
外面黒斑有り
内面炭化物付着

3区
器畳
士笠
弥

(152) (52)
外:磨滅のため調整不明、頸部沈線2条
内:磨滅のため調整不明

外:明赤褐色5YR5/6
内:にボい赤褐色
5YR4/4

石・雲・片・赤 焼成ややもろい

3区
V-20

弥生土器
重
(146) (112) (100)

外:日 縁部ヨコナデのち凹線2条、頸部ヨヨナ
デ、胴上部ハケ4条 /cl l磨滅している部分多し
内:口 縁部、頸都ヨヨナデ、胴上部ユビオサエ・
ヘラケズリ

外:橙2 5YR6/8
内:赤褐色5YR4/6

石・雲・砂・片 焼成もろい

3区
Z-23

弥生土器
三

(90) (80)
本:ナデ、底部ナデ
勺:ヘラケズリのちナデ、底部ユビオサエ

外:にぶい橙7 5YR6/4
内:にぶい黄橙
10YR6/4

石・雲 片。長・

赤
暁成やや良
斬面接合痕有り

3区

Y-24
弥生土器
壷 (126)

外:ナデ
内:ヘラケズノ

外:橙5YR6/6
内:黒褐色10YR3/1

石・雲・砂・片・

赤
院成 良
外面炭化物付着

駆
Ｓ・２０

叫

士笙

弥
(80) (89)

外:板ナデのちナデ、底部ナデ
内:ヘラケズリのちナデ、底部ヘラケズリのちユ
ビオサエ

外

内
橙5YR6/6
褐灰色10YR5/1

・雲 砂・赤
焼成 良
外面炭化物付着

3区
覇「
-22

X-22

弥生土器
甕
(133) (105) (55)

日

(139)
底(59〕

日20
底18

外:口 縁部ヨコナデ、頸部ハクのちヨコナデ、月F
上部ハケ6条 /1 lHLlの ちナデ、下部ハケ6条
/Haull剥離しているため不明、底部ナデ
内:日 縁部ヨヨナデ、胴底部ヘラケズリのちナ
デ

外:羽赤褐色5YR5/6
内:橙5YR6/6

石・雲・片・赤
尭成ややもろい
勺外面黒斑有り

3区

Z-21
弥生土器
甕
(132) (21)

外

内
日縁部ヨコナデ、頸部ハクのちナデ
ヨコナデ

21・ :明赤褐色5YR5/6
勺:明赤褐色5YR5/6

石・片・赤
暁成 良
陵合痕有り

3区

T-21、 23
弥生土器
甕
(144) (126) (32)

外:日縁部ヨヨナデ、頸部ヨヨナデ
内:日 縁部ヨヨナデ、頸部板ナデ磨成気味

朴:権差5YR6/6
杜 1こぶい1窒7 5YR6/4

石・片・赤 焼成ややもろい

3区
X-22

弥生土器
甕
(160) (131) (51)

外:口 縁部ヨヨナデ、胴上部ハケ6条 /cl l
内:日縁部ヨヨナデ、胴上部ユビオサエ・ハケ6
条/cl l・ ヘラケズリ

外:にぶい赤褐色
5YR5/4
内:赤褐色5YR4/6

石・雲・砂・片・

赤
焼成 良
外面炭化物付着

3区
Y-27

弥生土器
甕
(186) (160)

外:口 縁部、頸部ヨヨナデ凹線2条、月日上部ナ
ア
内:口 縁部、頸都ナデ、胴上部ユビナデのちユ
ビオサエ

外:褐色7 5YR4/6
内:にぶい橙7 5YR6/4

石・雲・片・長・

赤

焼成やや良
外面接合痕有り
内面工具によると思
われる1条の線有り

3区
X-22
弥生土器
甕
(107) (89) (45)

外:日縁部、頸部ヨヨナデ、胴上部ハケ6条 /clll
のちナデ
内:日 縁部、頸部ヨコナデ、胴上部ヘラケズリ

外:橙5YR6/6
内:暗灰黄色25Y5/2

石・雲・片・長・

赤 尭成やや劣

3区
V 20

弥生土器
甕
(148) (104) (42)

外:日 縁部ナデ、頸部ハケ6～7条 /cI Iの ちナ
デ、胴上部ハク7条 /clll
内:日縁部ヨコナデ、頸部ハケ6条 /cn、胴上部
ナデ

外:明褐色7 5YR5/6
内:褐色7 5YR4/4

石・雲・赤
焼成もろい

外面黒斑あり

3区
X-22

弥生土器
甕

127 (60)

外:口 縁部ヨコナデ、胴部ハケ5条 /cl l、 底部ナ

内:日 縁部ハケのちナデ、胴都ヘラケズリのち
ナデ、底部ユビナデ

外:明褐色7 5YR5/6
内:にぶい黄褐色
10YR6/3

石・雲・砂・片 `

長・赤
焼成 良
内外面黒斑有り
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第25表 出土遺物観察表 土器 (5)
物
号
遺
番
出土
位置

器 種

法 量 (am)

成 形・調 1整 色  調 胎 土 備 考

口径 頸部得肺脚
底径 器高 斯
軸

8区

L-1.5

弥生土器
甕

(1713) (142) い7) 20

外:口縁部ヨコナデツヽケ1条/cnのちヨコナデ、
1日上部ハケ6条 /c14のちミガキ
内:日 縁部ヨコナデウヽケ6条/鯉、胴上部ヘラ
労メリ

牛:栓5YRo/c
h胡赤褐色2 5YR5/6 石

・雲!秒・赤
焼成 長
内外面炭化物付着

躯
Ｕ・２ 幹甕

15.2) (481
外ブヽケ4～ 5条/cnOちチデ、底都ナデ
内:ヘラケズ

'

雅明赤褐色2.5YR5/6
勺韓 .5YR6/6

石・雲。片・長 !

赤
斃成やや良
内外面黒斑あり

駆
ロ

弥生土器
甕

(70) 1261
外ン`ケ9条 /134ulのちナデ、底部ナデ
内:ヘラケズリのちナデ

外:にぶい赤褐色
5VR4/4
内:暗褐色10YR3/3

石・雲・片・赤
尭成 良
黄面暴斑あり

3区
W 23
弥生土器
甕

(8め 健 め 終縛銘甲訂明、底部
ナデ 外i橙7.5YR6/6

内:明赤褐色5YR5/6
石・雲・片・赤 完成 良

3区
併 20
弥生土器
甕

(4,り

外ツヽケ5条 /clllのちヘラミガキ、底部ナデのち
ヘラミガキ
内:ヘラ,め、底部ユビナデ

外:灰黄褐与10YR4/2
内:褐灰色10YR4/1

百・雲・片。長・
無

走誠 良

3区
W 22

弥生土器
鉢
00.0 142)

舛:日縁部ヨコナデ、体都磨滅のため調整不明
内:口縁部ヨヨナデ、体都磨滅のため調整不明

外明赤禍色5YR5/6
内:明赤褐色乱電 /ョ

争片。赤 発)碗もろヤヽ

103 駆
Ｓ・２０

弥生上器
鉢

∞.D
牛:ハケ6条 /culのちナデ(底部ナデ
勺:ケ翔 のちナデ

外:橙5YR6/8
内:にぶヒ逢 7 5YR6/4

百・雲・片・赤
焼成 良
外面黒斑あり

104
8区
U-22

弥生土器
鉢

(991

壮口紳 コすデ、体部ハケ4夕yclllほとんど
審滅、底都ナデ
勺:日縁都ヨヨナデ、体部磨滅不明ナデ?

タト:ね豊EYR6/6
内:橙sYRc/6

石・雲・砂・片・
赤
簗警灰花物付着
下流域搬八品

3区
Z23
弥生土器
鉢

准口縁都ナデ、体都ユビオサエのちハケ8条
′
all、 底部ナデ
勺アヽ犠 /clnのちユビオサエのちナデ

外:明赤褐色5YR5/81
内:明赤禍色5YR5/8

石・雲|オ・長・
赤

焼成 長

躯
嘲

器
杯
生
高
弥

(23.2〉 に41
外:ナデ
内1日縁部ヨコナデ、体都ハケ5～6条 /c llの ち
ナデ,ナデ

小:にぶい橙7.5YR6/4
社にぶい橙7.5YR6/4

石・片・赤 焼成 良

駆．韓
弥生土器
高杯

14521 013)
外:日縁都ヨヨナデ、体部ハケ?
内:口縁部ヨヨナデ、体部ナデ

外:橙 7おYR6/6
内胡赤褐色5YR5/o

石・雲:片 i赤
焼成 長
外面黒斑有り

108
3区
W-22

器土
杯推高

6.0)
外:上部ヘラミガキ、下部ヘラミガキのちナデ
内:板ナデのちナデ、杯部の底ヘラミかキ

外:穫5YR6/6
内錦部YR6/6

石・片・赤 暁成 良

3区
W23
弥生と器
高杯

(4.8) (6.1)

外ッヽケ64/cmNスカシ孔有り
内rヽラケズヅ
杯内:ナデ

外:橙5YR7/6
内:45YR6/6

石・雲・片・赤
発成 良―

安合痕有り

3区
V22
弥生土器
高杯

(12.0) (5つ
外:ミガキ、スカシ孔有り2ヶ所、底部ヨヨナデ
内:ヘラケズリ、底都ヨヨナデ

外

内
にぶい橙7.5YR6/4
種5YR6/6

石・雲,片・赤 尭成 良

4区
S■ 17

弥生土器
壷

(22_61 (2.31

外:日縁都凹線3条、円形浮文、顕部剥離のた
め調整不明
内:日縁部ヨコナデ、頚部ナデ

外燈5YR6/8
内錦おYR6/6

百・雲1片・赤 勇成
や銘 ろい
為面黒鶏有り

4区
Q-16
R-15

弥生土器
甕

(62) (491
朴ン`ケ5条/cn
芍胡同下都ユビナデ、底部ユビオサエ

外:橙7 5YR6/6
内:橙7 5YR6/0

百・片・赤 斃成 良

5区
O-19

弥生土器
霊

(32)
職板ナデ、底都ヘラケズ,のちナデ
社板ナ|デのちナデ

牛:にぶV・鵜色

'5YR5/4
為1にぶマ鴻 色
I.5YR5/4

石・片。長・赤
燒成 良
外画黒斑有り

5優ζ
O-19
弥生土器
| こ3と

(1010) (3.7)
肝剥離のため調整不明、底部ナデ
有:磨滅のため調整不明

小:笹5YR6/6
勺:橙7 5YR6/6

百・雲・片・赤
焼成ややあまい
外虜面黒斑有り

5区
M-17
弥生土器
甕
(103) (16.5)

外:日縁部ヨコナデ、胴上部ハケ6条 /clll
内:日縁部ヨコナデ・磨滅不明、頸部ユビオサ
ユ、胴上部
^ラ
ケズヅ

壮明赤褐色5YR5/8
社り]赤褐雀15ゝ硝 /8

石。雲・砂・片・

赤
知映ややもろい
勺外面炭化物付着

5区

N-16
弥生と器
甕

165) 15.0
外:萩ナデのちナデ・ユビオサエ、底部ナデ
内:ヘラケハ

外:にぶV｀鵜色
7.5YR6/8

内iにぶい黄橙
10YR6/3

石・雲・片・赤
薙成 良
小底面黒斑有り

5区
L-20
弥生土器
高杯

12&① ∞ a)
外:日縁都ヨヨナデ、体都ナデ
内:日縁部ヨコナデのち凹繰2条、体都ヨコナ
デ、ナデ

外

内
にぶヤヽ笹7.5YR6/4
にぶい橙7 5YR6/4

巨・片・赤 尭成 良

躯
酌

弥生土器
壼

(14.61 6.1)
トロ劇辮 辱芦

サ六螂期
内:口縁部ヨコナデ、頸部ユビオチエのちナデ

外:赤橙10R6/8
内裁解 5YR7/6

百・雲!片。長・
ホ

焼成や鶴 ろい
日縁部内外面に黒
躯有り
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第26表 出土遺物観察表 土器 (6)
物
号
遺
番

土
置
出
位 器 種

法 日夏 (Cm)

成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考
口径 頸部径

胴部
最大宿 底径 器高 蹄勁

蝠
‐・６７

撃

士重

弥
(55) (48)

外

勺
ナデ
ヘラケズリ

壮にぶい橙7 5YR7/4
勺:にぶい橙7 5YR6/4

石・雲・片・赤
焼成やや良
外底面黒斑有り

醒
‐・６８

弥生土器
甕
(200) (164) (60)

壮日縁部ヨコナデ、胴上部ハケ8条 /cl l
勺:日 縁部ナデ、頸部ユビオサエ、胴上部ユビ
ナデ

牛:にぶい橙7 5YR6/4
社にぶいI登7 5YR6/4

石・片・赤 焼成 良

6区

Q-72
弥生土器
甕
(242) (219) 05)

外:日縁部ヨヨナデ、胴上部磨耗しているため
不明
内:ヨヨナデ、胴上部板ナデのちナデ

外:橙2 5YR6/8
内:橙5YR6/8

石・雲・片・赤 兜成ややもろい

醒
Ｏ・６９

弥生土器
甕 (71)

外:ナデ
内:板ナデのちナデ・ユビオサェ

外:にぶい黄橙
10YR6/3
内:にぶい橙7 5YR7/4

石'雲・片・赤 発成やや良

125 に
‐・６７

弥生土器
鉢

(48) (61)

外胡同下部ナデ、底部ナデ・しわ痕有り、体部に
2ヶ所ひび害1れ有り
内胡同下部ヘラケズリのちナデ、底部ユビオサ

外

内
橙5YR6/8
褐灰色10YR5/1

石・雲・片・赤 尭成 良

126
6区
E-67
弥生土器
高杯

(66)
外:板ナデのちナデ
内:杯部ユビオサエ・板ナデのちナデ、脚部板
ナデのちナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・砂・片・

赤
完成やや良
勺外面炭化物付着

6区

」-69
弥生土器
高杯 (76)

外

内

明

ハケ9条 /clllの ちナデ、底部ヨコナデ
ナデ・ユビオサェ、底部磨滅剥離、調整不

外:にぶい褐色
7 5YR5/4
内:にぶい褐色
7 5YR5/4

石・雲・片・赤

焼厩
内外面炭化物付着
透し孔5ヶ所、全周す
るとすれば推定8ヶ

所

32トレンチ
弥生土器
壺

(97) (67)
外:頸部ナデ・沈線あり・タテ方向のハケ6条/
cmのちヨコ方向のハケ3条 /clll、 胴上部ナデ
内:ヘラケズ,(工具痕有り)

外:橙5YR6/6
内:にぶい赤褐色
5YR5/4

石・雲・片・赤 焼成 良

38トレンチ
3層
弥生土器
甕 (22)

外胡同下部ハケ6条 /clllの ちナデ・ナデ、底部ナ

内:ヘラケズヅ

外:橙5YR6/6
内:明赤褐色5YR5/6

石・雲・砂・赤 焼成 良

33トレンテ
弥生土器

高杯
(62)

生ヘラミガキ、スカシ孔2ヶ所有り
勺:杯部の底部ナデ、上部しわ痕、下部ヘラケ
ズリ

外:橙5YR6/8
内:橙5VR6/8

石・雲・片・赤
焼成 良
透し孔焼成前穿孔
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第27表 出土遺物観察表 土器 (7)

遺物
番号
遺構
番号

器 種

法 皇

成 形  調 整 色  調 胎 上 備 考
口径 顕部雀 脚鶏

底径 器高 鉾
鞠

3区
SP1336

須恵器
椀

(23)
准回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ?

常付高台
勺:回転ナデ、底部 ,回転ナデのちナデ

外:灰白色N7/
内:灰白色N7/

石・綾密
暁成良好
高台高0 5cll

3区
SP1366

須恵器
篭

(140)
生タタキ3条 /clnのちハケ6条 /clll
為:青海波文のち一部ナデ

外 :灰色 5Y6/1
内 :灰色 5Y7/1

石・片・赤 発成 良

3区
SP1369

黒色土器
椀

(20)
小:ヨコナデのちヘラミガキ、底部 ;回転ヘラ切
,

ハ:板ナデのちヘラミガキ

外:橙5YR6/6
内:暗灰色N3/

石・長

焼成 良
外面赤色塗彩
高台高0 6clll

3区
SP1298

須恵器
杯
(160) (17)

卜回転ナデ
勺:回転ナデ

外:黄灰色25Y6/1
内:灰白色N7/

石・雲・長・砂
焼成やや不良
外面炭化物付着
焼きが甘い

3優至

SP1338
土師器
杯

(91) (22)
士ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
勺:ヨコナデ

外:灰オリーブ色5Y6た
内:灰オリーブ色5Y6た

石・長・赤 焼成やや不良

3区
SP1323

土師器

皿
(15)

粘ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
勺:ヨコナデ

外:橙5YR7/6
内:橙5YR7/6

石・雲・片・

白色粒子
焼成やや不良
内外面マンガン付着

3区
SP1328

土師器
椀

(67) (28)
外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコすデ

外:橙5YR7/6
内:にぶい桂7 5YR7/4

石・雲・片・赤
焼成良好
外面赤色塗彩
高台高1 0clll

3区
SP1326

須恵器
杯

71
外:回転ナデ・ナデた部分も有り、底部 ,回転ヘ

ラ切りのちナデ
内:回転ナデ、中央部に一方向のナデ

外:灰色N6/
内:灰 白色N7/

石・長・砂 焼成良好

8区
SP1349

土師器
杯
(145) (30)

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

外:橙2 5YR6/6
内:赤褐色2 5YR4/6

石・雲・砂・片・

赤

焼成やや良
内外面炭化物付着
内外面共赤色塗彩

3区
SP1349

土師器
甕
(276)

外:日 縁部、頸部ヨコナデ
内:日 縁部ヨコナデ、頸部ハケ4条 /clllの ちナジ

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内:にぶい黄褐色
10YR5/4

石・雲。長・片・

赤
焼成 良

3区
SP1349

須恵器
杯

(71)
外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切り
内:回転ナデ

外:灰白色75Y7/1
内:灰白色75Y7/1

雲・長・黒 焼成やや不良

3区
SPl165

須意器
甕

(105)
外:タタキ
内:青海波文のちタタキ

外:灰色N6/
内:灰色N6/

石・砂・片 焼成 良

148
3区
SP1210

土師器
杯

(72) (35)
外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ・工
具痕有り
内:ヨコナデ

外:明赤褐色5YR5/8
内:明赤褐色5YR5/8

石・雲・片・赤
白色粒子

焼成やや不良

149
3区
SP1210

土師器
杯

(60) (22)
外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:浅黄色25Y7/3
内:灰黄色25Y6/2

石・雲・片・赤
焼成良好
外面炭化物付着

3区
SP1210

土師器
杯

(69) (23)
外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:明赤掲色5YR5/8
内:橙5YR6/8

石・雲・砂・片 焼成やや不良

3区
SP1210

土師器

皿
(131) (93) (14)

外

内

ヨコナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外

内
1こぶい橙7 5YR7/4
1こぶい橙7 5YR7/4

石・雲・赤 暁成 良

3区
SP1210

土師器
杯

(60) (11)
外:ヨヨナデ 貼付高台
内:ヨヨナデ

外:浅黄橙751R8/3
内:浅黄桂7 5YR8/3

石・雲・赤・

白色粒子

尭成良好
勺外面、高台内、畳
守に赤彩
葛台高0 5clll

3区
SP1210

土師器
椀

(87) (21) 8
外:ナデ 貼付高台
内ミガキのちナデ

外

内
1こぶい橙5YR6/6

赤色10YR5/8
石・雲・片

完成 良
勺面赤色塗彩
喜台高11蝕

3区
SPl180

須恵器
杯

(76) (13)
外:回転ナデ、底都 ;回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

外:灰白色5Y7/1

灰白色25Y7/1
石・雲・長 尭成やや不良

3区
SPl190

土師器
杯
(192) (39)

外:ヨコナデ
内:ナデ(ヘラミガキ?)

外:橙2 5YR6/8
内:橙2 5YR6/8

石・雲・片

暁成 良
内外面共に赤色塗
彩

3区
SP1207

土師器

皿
(66) (10 外 :ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切り

内:ヨコナデ
外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・片・長 尭成やや不良

3区
SP1201

土師器
杯

(28)
外:ヨコナデ
内:ヨコナデ

外

内
浅黄色25Y73
灰白色25Y8/2

石・雲・片・長・

赤
完成やや不良

3区
SP1201

土師器
杯
(113) (30)

外:ヨコナデ
内:ヨコナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
内:浅黄橙10YR8/4

石
。
長 先成やや不良
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第28表 出土遺物観察表 土器 (8)
」
Ｖ

口
巧

遺
番

構
号
遺
番 器 種

法 量

成 形 ・調 整 色  調 胎 土 備 考
口径 頌部僣 嘲一

底径 器高 辣
袖

3区
SP1201

土師器
杯
(1141 125)

4・ :ヨヨナデ
勺:ヨコナデ

外:浅責橙7.5YR8/3
内:浅黄橙7 5YR3/3

石・片・赤・

白色粒子
斃成やや不良

3区
SP1275

熟色齢
椀

(881 (3,7)
壮ヨヨナデ 貼付高台
勺:ヘラミガキ

タト:に壌ドヤ`おま5YR6/4
内:黒色7.5YRl,7/1

百・雲・長
擁成 良
高台高0.5clll

3区
SP1275

鶴
重

(25)
壮回転ナデ
勺:回転ナデ

外1青灰色5PB5/1
内:灰白色N7/

争長・黒 嘘成やや良

8E登

SP1507 船携
(152) (31)

壮磨耗しているため調整不明、ヨコナデ?
勺:磨耗しているため調整不明

外:橙5YR7/6
内:種5YR7/6

石・雲・片・赤 錐成ややもろい

3区
SP1507

土師器
甕

(2o_ol (2.8)
准ヨコナデ
Å:ヨコナデ

外 :イこぶVヽ 1登7.5YR6/4
内:橙5YR6/6

石・片・長・赤
焼成 良
高台高0 3clll

3区
SP1507

須恵器
杯

ω.41 (210)
雅回転ナデ、底部 :回転ヘラ切りのちナデ
Å:回転ナデ

外:灰白色5Y7/1
内:灰白色5Y7/1

石・雲 嘘成やや良

3区
SP1507

須締
壼

(110) 律 0
生回転ナデ9古付高台)、底部,回転ヘラ切り
つちナデ
角:回転ナデのちナデ

外:青灰色5PB6/1
内:明青灰色5PB7/1

百・黒
開戎 良
高台高0.3all

166
3区
SP1508 癬杯

(7か 128)
雅回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
勺:回転チデ

外:灰白色5Y7/1
内:灰白色5Y7/1

石・長・砂 斃成やや良

3区
SPl182

黒色土器
杯

0.7) ⑩ 9)
囁ヨコナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
浩付高台
社ヘラミガキ

外:種5YR6/6
内1黒褐色7 5YR3/1

石・雲・片
焼成やや不良
接合痕有り
高台高0.5clll

3区
SPl182

黒色土器
杯

(6.0 (1.6) 物見著等1蕗尋磐
揮ヨナデ・回転へ翔

為:ヘラミガキ

外:灰黄褐色loYR4/2
内:灰黄褐色10YR4/2

石・雲・長
随成良好
高台高0 6clll

3区
SPl186

上師器
杯

(12.3) (2.め
雅ヨコナデ
Å:ヨコナデ

外:にぶい責橙
lllYR7/3

内!浅黄色25Y7/3
石・長・赤 斃成良好

3区
SPl186

土師器

皿
(14.の (11.0) 17

壮ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
勺:ヨヨナデ(底部ヨコナデのちナデ

外:橙5YR7/6
内:橙5YR6/6

石1片・赤 的戎ややもろい

8区
SPl186

黒色土器
椀

(37)
壮ヨコナデのちミガキ
再:ミガキのちナデ

外i橙2 5YR6/8
内:黒色lCIYR1 7/1

百・雲・片 時成やや良

8区
SP1202

須恵器
甕

1621
牛:タタキ3条 /cll(2方 向)
角:すデ

外:灰色N6/
内:灰色N5/

石・片 暁成 良

3区
SP1290

土師器
杯

(12,71 (7.2)
牛ヨヨナデ、底部i回転ヘラ切り
勺:ヨコナデのちナデ

外:橙7 5YR7/6
内:橙7 5YR7/6

石・雲・長・赤・

白色粒子

焼成不良
内、外、底面共に赤
色塗彩

3区
SP1242

黒色土器
椀

S3) 0.0) 生ヨコナデ、底部;ヨヨナデ 貼付高台
勺:ヘラミガキ、磨滅部分多し

外:灰褐色7 5YR6/2
内:黒褐色10YR3/1

石・雲。砂・長

焼成やや良
外面赤色塗彩痕残
存
高台高0 95cn

3区
SP1242

黒色土器
椀
(1601 (72) 70

小|ヨヨナデのちヘラミガキ、底部 ;ヨヨナデ
ll付高台
村口縁部ヨコナデ、体部板ナデのちヘラミガ
子

外:浅黄橙10YR8/3
内:黒色itlYR2/1

百,雲・片・赤
焼成 良
外苗黒班2ヶ所有り
高台高0.7cln

3医

SP1270 鶴杯
(7.21 ll.61

生回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
勺:回転ナデ、底面中央に一方向のサデ

外:灰黄色2.5Y7/2
内:灰黄色2.5Y7/2

石・雲。長 暁成やや不良

3区
SP1274

土師器
杯

0つ (1.2)
壮ヨヨナデ、底都;回転ヘラ切りのちナデ
狂 ヨヨナデ

外:浅黄橙7 6YR8/4
内:浅黄橙7.5YR8/4

百・雲・砂・片・
ホ・白色粒子 窮成

不康

3区
SP1274 珊廓

00 (14) 20
牛:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
勺:ヨコナデ

外:橙7 5YR7/6
内業V5VR7/6

百・雲・長。片・
ホ。白色粒子

斃成不良

3区
SP1274

土師器
擁
(14,9 18,9 153) 45

牛:ヨヨナデ Я占付高台
杜ナデのちヘラミガキ?磨滅著しい

タト:にぶい性5YR6/4
内:にぶい橙5YR6/4

仔雲。片・赤

饒成やや良
高台内以外の内外
面共赤色塗彩
高台高1 0cn

3区
SP1274

土師器

皿
(14.1) ¢Ol

牛:ヨコナデ
勺:口縁舶 ヨナデ、体部ヘラミガキ

外:程

“

強 7/6
内:橙5YR7/6

百・雲・砂・片
発成やや良
角外面共に赤色塗
骸痕残存

3区
SP1274 籍杯

(121) (79) 薙目騒李祭、
底部:回転ヘラ切りのちナデ 外:灰白色2.5Y8/1

内:灰白色25Y8/2
百・雲。長 斃成泉好
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第29表 出土遺物観察表 土器 (9)
物
号
遺
番

構
号
遺
番 器 種

法 量  (cm)
成 形 ・ 調 整 色  訓 胎 土 備 考

口径 頸部纏
胴部
我大ぞ
底径 器高

存

∽

残

率

3区
SPl120

上師器

皿
(90) (66) 17

外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:にぶい橙5YR7/3
内:にぶい褐色
7 5YR6/3

石・雲・片・赤
完成良好
朴底部に黒斑有り

6区
SP1863

土師器
甕
(322) (289) (39) 6

外

内
日縁部ヨヨナデ、頸部ハケ10条 /12BIll
日縁部ヨヨナデ・ハケ10条 /clll、 頸部ナデ

外:橙5YR6/6
内:4&2 5YR6/8

石・雲・片・赤 完成やや良

3区
SK1019

土師器
杯
(124) (62)

外:ヨコナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ、す
デ1条
内:ヨヨナデ

外

内
1こぶい責25Y6/4
にぶい黄25Y6/4

石・雲・片・

白色粒子

尭成やや不良
盛部内外面に黒斑
言り

3区
SK1019

黒色上器
椀
(160) (35)

外:ヨヨナデ・黒色ミガキ
内:板ナデのちミガキ

外:明赤褐色2 5YR5/8
内:黒色25Y2/1

「

雲・片 完成やや良

3区

SK1019
須恵器
杯

12
外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

外:灰色5Y6/1
内:灰色5Y6/1

}秒・片・赤 尭成良好

3区
SK1020

土師器
椀

(30)
外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのち板ナデ
内:ナデ

外:浅黄橙10YR3/3
内:橙7 5YR6/6

石・雲・片・長
院成やや劣
外面赤色塗彩
高台高0 9clll

6区
SK1039

上師器
甕
(298) (61) 8

壮日縁部ヨコナデ、頸部ナデ、胴上部ハケ5条
′
clllのちナデ
勺:日 縁部ヨコナデ、頸部・胴上部板ナデ

外:褐色7 5YR4/3
内:褐色7 5YR4/3

石・片・長・赤 先成もろい

6区
SK1049

土師器
甕

(244) (88)
朴胡同上部ハケ4条 /clll
勺胡同上部ハケ4条 /clll

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内:にぶい黄褐色
10YR5/8

石・雲・片・赤
焼成 良
内外面黒斑有り

6区
SK1049

土師器
甕
(288) (240) (261) (220) 12

外:日 縁部ヨコナデ、胴上部ハケ3条/銀、下部
5～ 8条 /clll
内:回 縁部ヨコナデ・ハケ4条 /clll、 月Π上部板ナ
デ、下都ユビオサエ・板ナデのちナデ

外:にぶい責橙
10YR6/8
内:褐灰色10YR5/1

石・雲・砂・赤
焼成 良
内外面炭化物付着

6区
SK1049

黒色土器
椀

(79) (87)
外:ヨコナデ
内:板ナデのちヘラミガキ

外:にぶい黄橙
10YR7/2
内:黒色10YR1 7/1

石・雲・赤
焼成 良
赤色塗彩?

高台高0 6clll

3区
SD1003

黒色土器
椀

(76) (15)
外:ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ、貼
付高台
内:板ナデのちヘラミガキ

外:にぶい橙7評留 /4
内:黒色10YR1 7/1

石・雲・赤
焼成 良
高台高0 7clll

3優至

SD1003
弥生土器
三

(54) (22)
外

内
板ナデのちヨコナデ
板ナデ

外:褐灰色10YR4/1
内:褐灰色10YR4/1

石・赤 焼成 良

3区
SX1003

土師器
杯
(162) (130)

外

内

ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:浅黄色25Y7/3
内:浅黄色25Y7/3

石・雲・長 焼成良好

3区
SX1004

須恵器
杯

(96) (14)
外:回転ナデ、底部 ;回転ナデ・回転ヘラ切り¢

ちナデ 貝占付高台
内:回転ナデのちナデ

外:灰色N6/
内:灰色N6/

石 ・ 砂

焼成 良
高台高0 4cll

3区
SX1004

須恵器
三

(105)
外

内
回転ナデのちナデ、底部 ,ナデ
回転ナデのちナデ、底部板ナデ

外:青灰色5PB5/1
内:青灰色5PB5/1

石・雲・砂・片
焼成 良
外面一部に自然和

3区
SPl151

須恵器 外

内
回転ナデ・自然釉
回転ナデ

外:灰色N4/
内:灰色N6/

石。長・赤 焼成 良

3区
SPl160

土師器
杯
(140) (72)

外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:浅黄橙7 5YR3/6
内:浅黄橙7 5YR3/4

石・雲・片・赤 焼成やや不良

3区

SPl171
土師器
杯
(127) (70) (37)

外

内

ヨヨナデ、底都 ,回転ヘラ切りのちナデ?
ヨコナデ ?全体に摩滅している

外 :橙
FJYR6/8

内 :橙5YR6/8
石・雲・砂・片・

赤・白色粒子
尭成不良

203
3区
SPl171

土師器

皿
(64) (10)

外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちヘラケズ
リ
内:ヨコナデ

外:橙7 5YR6/8
内:黄橙7 5YR7/8

雲・長・赤・

白色粒子
完成やや不良

3区
SPl171

須恵器
甕

(115)
外:タタキ
内:青海波文のちタタキのち一部ナデ

外:灰色5Y6/1
内:灰色5Y5/1

石・片
尭成 良
勺面に自然釉

3区
SPl172

土師器
杯
(132) (32)

外:ヨコナデ
内:ヨコナデ

外:にかい貢橙
10YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・赤 完成不良

3区
SPl172

須恵器
壷

外:回転ナデ、回転ヘラケズリ、底部 ,回転ヘラ
切りのちナデ、高台貼付
内:回転ナデ、頸部から日縁にかけて螺旋状
の工具痕有り

外

内
青灰色5B5/1
紫灰色5P6/1

石。長
尭成 良
苛台高0 5clll
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第30表 出土遺物観察表 土器 (10)
這物
番号

構
号
遣
番 器 種

法 旦
里

成 形 ・ 調 整 色  調 胎 土 備 考
口径 顕部雀

胴部
最大径
底径 器高 賄
柳

3区
SPl173

土師器
杯
(125) (29)

外:ヨヨナデ
内:ヨヨナデ

外

内
貢灰色25Y4/1
黄灰色25Y4/1

石・長・赤 尭成良好

3区
SPl173

須恵器
壷

(138)

外:回転ナデのちナデ、径の1/8程度ユビオサ
エの部分有り、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ、
貼付高台
内:回転ナデ

外:灰色N6/
内:灰色N6/

石・雲・砂・長

焼成 良
外面炭化物付着
自然和
高台高0 8cll

3区
SPl192

須恵器
杯 (68) (13) 12

外:回転ナデのちナデ、底部:回転ヘラ切りの
ちナデ
内:回転ナデ

外:黄灰色25Y6/1
内:灰黄色25Y7/2

石・雲・砂
焼成やや不良
内外面炭化物付着

3区
SP1200

黒色土器
椀

(30) 10
外:ヨコナデ磨滅気味、底都;回転ヘラ切りの
ちナデ
内:ミガキ

外:橙7 5YR6/6
内:暗灰色N3/

石・赤 焼成ややもろい

3DE
SP1200

須恵器
杯 (117) 10

外

内
回転ナデ
回転ナデ

外:明オリーブ灰色
25C.Y7/1
内:灰色5Y6/1

石・長 黒 焼成 良

3区
SP1271

土師器
杯
(149) (96)

外

内

ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ 端部うすい

外:浅黄橙7 5YR8/4
内:橙5YR7/6

石・雲・長・赤・

白色粒子
焼成不良

3区
SP1271

土師器
枕

(72) (16)
外:ヨコナデ 貼付高台
内:ヨコナデ

肝橙5YR6/6
村橙5YR7/6

石・雲・赤

焼成 良
内外面共赤色塗彩
高台高0 9clll

3区
SP1277

上師器
椀

(21)
外:ヨコナデ・底部 ;回転ヘラ切りのちナデ 貝占
付高台
内:ヨコナデ

外:にぶい橙7 5YR7/3
内:にぶt鳩5YR74 石

・雲・赤

焼成やや良
高台内以外の内外
面共赤色塗彩
高台高09伽

3区
SP1503

土師器
椀

183)
外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

外:灰黄色25Y7/2
内:灰黄色25Y72 雲

・長
焼成ややもろい
高台高1 0cm

6区
SP1745

土師器
椀
(163) (35)

外

内

ヨヨナデ 貼付高台
ヨコナデ

小:橙 7 5YR7/6
殉:浅黄橙7 5YR3/4

雲。長・片・赤・

白色粒子
焼成やや不良

220
6区
SP1754 畔椀

(61) (40)

外:ヨコナデ、ヨヨナデのちユビオサエ、底部回
転ヘラ切りのちナデ 貼付高台
内:ヨコナデのちミガキ凹線2条有り、ヨコナデ
のちハケ5条/cmのちミガキ

外:灰白色5Y7/1
内:灰白色5Y7/2

石 ・ IB歩・

白色粒子
焼成 良
高台高0 7clll
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第31表 出土遺物観察表 土器 (11)

物
号
遺
番

土
置
出
位 器 種

法   量  (cm)
成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 頸部宿
月同詈[
路± 7rI 底径 器高

存

鉛

残

率

2区
AB-11

須恵器

椀
(165) (52)

外:回転ナデ
内:回転ナデ

外:青灰色5PB5/1
内:灰色N6/

石・雲 尭成 良

3区
T-27

土師器
甕
(272) (236) (83)

外 :日 縁部ヨコナデ、胴上部ハケ5～ 7条/cm
内 :日 縁端部ヨヨナデ、日縁部ハケ5条 /cm、胴
上部ユビオサエのち板ナデ

外:にぶい黄橙
10YR6/3
内:にぶい黄橙
10YR6/3

石・雲 砂・片・

赤

売成やや艮
勺面炭化物付着

223
3区
′ヽ-22

上師器
甕
(142) (113) (43)

外

内
日縁部・頸部ヨコナデ、胴上部ハケ6条 /clll
日縁部・頸部ナデ、胴上部ヘラケズリ

外 :褐色7 5YR4/6
内 :明赤褐色 5YR5/6

石・雲・砂・片・

長・赤
完成やや劣

3区

Q-22
土師器
杯
(138) 35

外

内
ヨコナデ、底部,回転ナデ
ヨヨナデ

外:にぶい黄色
25Y6/4
内:にぶい黄色
25Y6/4

石・片・長・赤 売成やや良

3区
S-27

土師器

杯
131 外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り

内:ヨヨナデのちナデ
外 :灰 自色 7 5YR8/2
内 :灰 白色 10YR7/1

雲・長・赤・

白色粒子
暁成やや劣
外面底部工具痕有し

駆
Ｒ・２３

土師器

杯
(84) (10)

外

内

ヨコナデ、回転ヘラ切り
ヨヨナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・片。長・赤 尭成やや良

3区
V-26

土師器
皿

(102) (12)
外

内

ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:浅黄橙7 5YR8/4
内:浅黄橙7 5YR8/4

石・片・赤 ,自 売成良好

3区
S-28

土溜T器
杯

(69) (24)

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ、底面に一方向のナデ有り
全体に磨滅している

タト:にぶいサ陛7 5YR7/3
内:1こぶしヽ橙5YR7/4

石・雲・砂・片・

赤・

白色粒子

焼成やや不良
底部外面に黒斑有り
外体部かすかに赤
彩の痕跡有り

3区
V-26

土師器
杯

(88) (19)
外

内

ヨヨナデ、底部 :回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:にぶい貢橙
10YR7/4
内:にボい黄橙
10YR7/4

石・赤・白 尭成良好

230
3区
S-27

土師器
杯

(72) (24)
外

内

ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちすデ
ヨヨナデ

外:にぶい橙7 5YR6/4
内:橙5YR6/6

石・雲。長赤
完成良好
養部外面に黒斑有り

3区
AA-22

土師器
杯

(73) (12)
外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ、底部に一方向のナデ有り

外 :橙5YR7/6
内:橙5YR7/6

石・雲・赤 自 尭成やや不良

3区
U-27

土師器
椀

(64) (36)
外:ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切り
内:ヨヨナデ ?磨滅のため不明

外:浅黄橙7 5YR8/6
内:浅黄橙7 5YR3/6

石・片・赤

白色粒子

売成もろい

苛台高0 6cm

3区
R-28

土師器

椀
(32)

外

内
ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
ヨヨナデ

外 :橙5YR6/8
内:橙5YR6/8

石・雲・片・赤・

白色粒子

売成やや良
妄合痕有り
苛台高1 75cm

3区
S-28

黒色土器

椀
(34)

外 :ヨヨナデ  貼付高台
内 :ヘラミガキ

外:にぶい黄橙
10YR7/2
内:黒色10YR1 7/1

石・片。長

焼成 良

外面赤彩
高台高 1 0cll

3区
-ヾ26

土師器

椀
(74) (37)

外:ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高

内:ヨコナデ

外:浅黄橙7 5YR8/6
内:浅黄橙7 5YR8/6

石・片・赤・

白色粒子
尭成ややもろい
苛台高0 9cm

3区
U-26

土師器
杯
(136) (72)

外

内

ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
ヨコナデ

外:にぶい橙7 5YR7/4
内:浅黄橙7 5YR8/4

石・雲・長・赤

売成ややもろい

本底面以外に赤色

空彩
苛台高0 9cll

3区
T-27

土師器
皿
(153) (126) 15

外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:橙5YR6/8
内:橙5YR6/8

石・雲・片・赤 売成不良

3区
土師器

皿
(142) (108) 12

外:ヨヨナデ、底部i回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ

外 :橙7 5YR7/6
内 :橙 7 5YR7/6

石・雲・片・赤・

白色粒子
売成ややもろい

3区
T-25

土師器

皿
(144) (94) 16

外
内
ヨコナデ、回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデのちナデ

外 :にぶψ耳登5YR7/4
内 :にぶい橙 5YR7/4

石・片・赤 売成 良

3区
U-25

土師器

皿
(140) (111) [3

外

内

ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:橙7 5YR7/6
内:橙7 5YR7/6

石・雲 長・赤 売成 良

3区
S-27

土師器
皿
(137) (113) t6

外

内

ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/3
内:にぶい黄橙
10YR7/2

石・長・赤
尭成ややもろい
勺外面に煤付着

3区
T-27

土師器
皿
(154) (122) 17

外

内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

灰白色25Y7/1
灰黄色25Y7/2

石・雲・長 売成やや良

3区
T-27

黒色土器

椀
(12)

外

台

内

ヨヨナデ、底部,木 日刺突文有り?貼付高

ヘラミガキ

外 :にぶい褐色
7 5YR6/3
内 :黒色 7 5YR1 7/1

石・雲・長・赤
尭成 良

葛台高0 8cm

3区
V-26

上師器

椀
(88) (20)

外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
肉:ヨコすデ、磨滅気味

外 :橙 5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

雲 砂 長

尭成やや良

勺面赤色塗彩
勺外面炭化物付着
苛台高 1 0cm
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第32表 出土遺物観察表 土器 (12)
遺物
番号

土
置
出
位 器 種

法 自重

成  形 ・ 調  整 色  調 胎 土 備 考
口径 頃部密

胴部

融大径
底径 器高 嚇
剤

駆
Ｖ・２６

土師器
椀

(75) (21) 15
外 :ヨコナデ?高 台部回転ナデ ?貝占付高台 ?
内 :ヨコナデ ?

半:浅黄橙10YR8/4
勺:浅黄橙10YR3/4

石・片・長
焼成 劣
高台高0 9cm

躯
Ｕ・２３

土師器

杯
(85) (18)

外:ヨコナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
内:ヨコナデ

天貢色25Y7/2
灰白色25Y7/と

石 長・赤

焼成 良
内外面赤色塗彩
高台高0 5cn
※須恵質のような
土師質土器

3区
T-27

土師器
椀

(78) (20)
外 :ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
内 :ヨコナデ

外 :橙 5YR6/8
内 :橙 5YR6/8

石 雲 片・赤

白色粒子

暁成ややもろい

豊付から高台内以

外は赤色塗彩

葛台高10c血

駆
嘲

土師器
椀

(71) (27)
外:磨滅不明・ヨヨナデ ?、回転ヘラ切りのちナ
デ、ヨヨナデ?
内:磨滅不明、ヨヨナデ ?

71・ :にボい橙7 5YR7/4
勺:浅責橙7 5YR8/4

石 雲・砂・片・

赤

尭成ややもろい

苛台高 1 0clll

3区
/ヽ-26

黒色土器

椀
(83) (17)

外:ヨコナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
内:ミガキのちナデ

/1・ :橙 5YR6/6
乃:黒色 5YR1 7/1

石・雲・赤
完成ややもろい
苛台高0 7cn

3区
R-23

土師器

椀
(95) (28)

外:ヨコナデ、貼付高台
内:ヨコナデ

外:橙 5YR6/6
内:橙 5YR7/6

石・雲・片・赤・

自色粒子

尭成 良
勺外面赤色塗彩

高台高1 0cm

距
Ｓ・２７

謡

一霊

須
(52)

外:回転ナデ、自然釉
内:回転ナデ、自然釉

外:褐灰色7 5YR6/1
内:灰褐色7 5YR6/2

石・砂
売成 良
勺外面に自然釉

3区

Q-22

齢

士霊

須
(64) (40) (52)

外:回転ナデ、自然和付着
内:回転すデ

粘青灰色5PB5/1
勺:灰 白色75Y7/1

石・長・黒 尭成 良

駆
Ｓ・２７

締

士霊

須
(117) (80) (98)

外:日縁部、頸部回転ナデのちナデ、胴上部巨
転ナデのちタタキ3条/cmの ちナデ
内:日 縁部、頸部回転ナデのちナデ、胴上部巨
転ナデ

壮灰色N6/
有:灰色 N6/

石・秒・長
尭成 良
勺面に自然/HI

駆
Ｔ・２５

須恵器
重

(90) (49)
外:回転すデ、自然釉
内:回●AFナデ、頸部上部分自然釉

外 :灰色 N6/
内 :灰色 N6/

石・雲・砂・片 尭成 良

255
躯
Ｕ・２６
Ｙ・２７

須恵器
壷

(139) (82)
外:回転ナデ→格子ロタタキのちナデ、底部巨
転ナデ
内1回転ナデ

士灰色 N6/
勺:灰色 N7/

石・砂・赤
完成やや良

高台高 0 5cll

3区
S-27
T-27

須恵器

重

外:回転ナデ、貼付高台
内:回転ナデ

外 :灰色N6/
内 :灰色 N6/

石・片・赤
尭成 良
苛台高0 6cm

3区
U-24 締士霊

須
(138) (43)

外:回転ナデ、回転ヘラ切りのち回転ナデ、貼
付高台
内:回転ナデ、底部回転ナデのちナデ

外 :灰色 N5/
内 :灰色 N5/

石・雲・片

尭成 良
同部 月台土膨張して
ハる部分有り
苛台高1 0clll

3区
T-22

謡

士霊

須
(106) (73)

外:回転ナデ、自然釉付着 貼付高台
内:回転ナデ

外 :灰色N5/
内 :灰 白色N7/

石・雲・赤
尭成 良

苛台高0 5cm

3区
T-27 籍構

(142)
天丼

言Б

(87)

(13)
外:回転ナデのちナデ、天丼部回転ヘラ切り¢
ちナデ
内:回転ナデのちすデ

外 1灰色N6/
内 :灰色 N6/

雲・赤 完成 長

3区
Ⅵ/-22 綿構

(162)
外 :回転ナデ
内 :回転ナデ

pl・
:灰色 5Y6/1
再:灰色 5Y6/1

石・片・赤 完成 良

3区
T-27

須恵器

蓋
(182)

天丼

部

(102)

12 16
外:回転ナデ、天丼部回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ、天丼部回転ナデのちナデ

外 :灰 白色 75Y7/1
内 1灰 白色N7/

長・黒

暁成 良

自然釉
※内外面共重ね焼

きの様な粘土痕が残
る

躯
Ｓ・２８

須恵器

杯
(116) (20)

外:回転ナデ、回転ヘラ切り
内:回転ナデ

外 :灰色N5/
内 1紫灰色 5P5/1

石・斤・赤・

白色粒子

尭成やや良

苛台高0 4cn

3区
/ヽ-26

須恵器
杯

(103) (18)
外 :回転ナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
内 :回転ナデ

/1・ :灰色N6/
勺:灰色N6/

暁成 良
葛台高0 4cm

3区
V-23

須恵器

杯
(94) (23)

外 :回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ 、貼付高

台
内 :回転ナデ

特青灰色 5PB6/1
勺:灰 白色N7/

石・雲・片
完成 良
罰台高 0 6cln

3区
lAr-22

須恵器

椀
(35) (16) 10

外:回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ、自然rHI
、貼付高台
内:回転ナデ、底部回転すデのちナデ

粘灰 白色5Y7/2
勺:灰 白色 N7/

暁成 良
21・面高台内に自然々
高台高 0 4clll

3区
T-27

須恵器
皿
(129) (96)

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ、底面に一方向のナデ有り

粘灰白色25Y7/1
勺:灰責色25Y7/2

石 赤
暁成不良
うまく焼けていなし

3区
T-27

須恵器
皿
(137) (95)

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

壮灰色 75Y6/1
勺:褐灰色 10YR6/1

石・長 暁成 良

3区
U-25

須恵器
椀
(174) (62) 10

外 :回転ナデ、一部回転ナデのちナデ ?
内 :回転ナデ

壮灰 白色 N7/
勺:灰 白色 N7/

焼成 良
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第33表 出土遺物観察表 土器 (13)

遺物
番号

土
置
出
位 器 種

法   量  (cm)
成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 顕部径
部

＾ 底径 器高
存

翰

残

率

3区
S-27

須忘器
杯
(124) (76)

外 :回転ナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
内:回転すデ

外 :灰 白色25Y7/1
内 :灰 白色25Y7/1

石・雲・長・砂 完成やや不良

3区
T-27

須恵器

杯
(120) (76) 15

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転すデ

外 :灰 白色 10YR8/1
内 :灰 白色 10YR8/1

石・長・片 赤 尭成良好

3区
T-25
S-28

須恵器

杯

木:回転ナデのちナデ、底部,回転ヘラ切りの
うナデ
勺:回転ナデ

外 :灰色N6/
内 1灰色N6/

石・雲・赤
焼成やや不良
半分焼きがすい

躯
Ｓ・２７

須恵器
杯
(134) 181)

小:回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
勺:回転ナデ

外

内
浅責橙7 5YR8/4
浅黄橙7 5YR8/2

石・雲・赤・白 焼成良好

駆
Ｔ・２７

須恵器
杯
(122) (79)

朴1回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
勺:回転ナデ

外:灰 白色25Y7/1
村にぶい責橙
とOYR7/2

石・雲・赤 暁成良好

3区
S-27

須恵器
杯
(116) (68)

ホ:回転ナデ、底都,回転ヘラ切り
均:回転ナデ、外面底部磨耗のため調整不明

卜浅黄色25Y7/4
勺:灰 白色25Y8/1

石・雲・長・片 焼成不良

3区
S-27

須恵器

杯
(128)

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

朴:灰 白色25Y7/1
再:灰 白色25Y71 石・長・砂

焼成良好

外面底部に粘土塊

付着

3区
S-27

須恵器

椀
(137)

外 :回転すデ

内 1回転ナデ

外:灰 白色25Y8/1
内:灰 白色 5Y8/1

石。長・片 焼成やや不良

躯
Ｒ・２３

須恵器
椀

(72) (52)
外 :回転すデ、底都 ;回転ヘラ切りのちナデ
内 :回転ナデ

生橙5YR6/6
勺:にぶい褐色
ア5YR5/4

百・雲。片 焼成 良

3区
V-26

須忘器
杯

(62) (19)
外:回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

壮灰色N6/
勺:灰色N6/

石 雲・砂・片 帷成良好

駆
Ｓ・２７

須恵器
杯

(70) (16)
外1回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

生灰 白色5Y8/1
勺:灰 白色5Y8/1

石・雲・片・赤 完成良好

3区
U-24

須恵器
杯

(74) (12)
外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転すデ

外 :灰色 5Y5/1
内 :灰オリーブ色 5Y6/2

石・片・赤 尭成 良

3区
T-25
T-27

須恵器
杯

(24)
外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

外 :灰 白色 5Y7/1
内 1灰 白色 5Y7/1

石・片・赤

白色粒子
売成良好

3区
U-26

須恵器
杯

(68)
外 :回転ナデ、底部 :回転ヘラ切りのちナデ

内 :回転ナデ
外:灰黄色25Y7/2
内:灰責色25Y7/2

石・雲・赤 尭成良好

3区
S-27

須恵器

杯
(23)

外1回転ナデ、底部 :回転ヘラ切りのちナデ
内:回転すデ、底面に一方向のナデ有り

外:灰 自色10YR7/1
内i黄灰色25Y5/1

石・砂・赤

碇成やや不良 内面
残存範囲一面が
黒つぱくなつている
黒色土器?

3区
U-27

須恵器
杯

(16)
外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切り
内:回転ナデ

外 :灰貢色25Y7/2
内 :灰 白色25Y7/1

石・長・

白色粒子
尭成不良

3区
T-24

須恵器

杯
(19)

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ、底部に一方向のナデ有り

外 :灰 自色 5Y7/1

内 :灰 白色 5Y7/2
石 ,雲

完成やや不良
為面炭化物付着

4区

耕作土
須恵器

杯
(134)

外:回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデの
ち板ナデ
内:回転ナデ

外 :灰 白色N7/
内 :灰 白色N7/

石・雲・長 莞成良好

4区

Q-16
須恵器
杯

(100) (13)

外:回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高

内1回転ナデ

外 :灰 白色N7/
内 :灰 白色N7/

石・砂

焼成 良
接合痕有り
高台高0 5cll
※内面重ね焼きの

貼り付き有り

292
4区

Q-16
須恵器
皿
(131) (108)

外:回転ナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ、中心部一方向のナデ有り

外:灰オリープ色5Y6/Z
内:灰色5Y6/1

百。長・黒 暁成 良

5区
L-22

須恵器

壷
(70)

朴:回転ナデ、自然釉
勺:回転ナデ、自然釉

外:灰色5Y5/1
内1灰色N5/

百・雲・砂
焼成 良
内外面に自然釉

5区
M-17

須恵器
杯

(81) (14)

外:回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高

内:回転すデ、中心部一方向のナデ有り

外 :灰色 5Y6/1

内 :灰色N5/
・黒

焼成 良

内面に自然釉

高台高0 45cm

5区
O-19

須恵器
杯
(132) (82)

外:回転すデ、回転ヘラ切り、貼付高台、自然和
内:回転ナデ、内底面にすデー条

外i黄褐色25Y5/3
内:灰色5Y7/1

衝・片・赤

焼成 良
自然釉
高台高0 4cll

6区
Q-72

土師器

甕
(304) (253) (56)

外:口縁部ヨコナデ、体部磨滅不明
内:口縁部ヨコすデ、磨滅不明(板ナヂもしくイま
ハケ?)体部ユビオサエのち板ナデ?磨滅し
ている

壮橙7 5YR7/6
勺:程差7 5YR7/6

百・砂・長・赤 焼成ややもろい
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第34表 出土遺物観察表 土器 (14)
物
号
遣
番

土
置
出
位 器 種

法   量  (cm)
成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 頸部径
胴部
善 ■ 海 底径 器高

存

∽

残

率

298 蝠
Ｑ・７２螂

土師器

甕
(285) (240) (641

牛:日縁部ヨヨナデ、体部ハケ7条/164ulの ちヨ
ヨナデ→ハケ7条/16Hul
勺:日縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエのちナデ

外 :にぶい赤褐色
5YR5/4
内 :明赤褐色 2 5YR5/6

石・雲 片
尭成やや良
小面黒斑有り

6区
Q-72

土師器

甕
(150) (128) (49)

口縁部ヨコナデ、体部ハケ5条/c血
口縁部ヨヨナデ、体部ナデ

外 :にぶい橙 5YR6/4
内:灰褐色 5YR5/2

石・雲・長・赤 尭成 良

躯
蜘

黒色土器

椀
(24)

外:ヨヨナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高台
内:板ナデのちヘラミガキ

外:にぶい桂7 5YR7/4
内:黒色5Y2/1

石・片・赤・

白色粒子

焼成ややもろい
外面赤彩
高台高0 5cll

6区
N-70

土師器

椀
(70) (24)

外 :ヨヨナデ、底部 ;ヨヨナデ・回転ヘラ切りのち
ナデ 貼付高台
内:ヨヨナデのち板ナデ  磨滅気味

外:にぶい橙7 5YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・片・赤・

白色粒子

尭成やや不良
■面赤色塗彩あるカ
翌付から高台内はる

苛台高0 7cll

6区
N-70

黒色土器

椀
(77) (24)

外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ

貼付高台

内:ヘラミガキ

外:にぶい黄橙
10YR7/2
内:黒色10YR2/1

石・雲・赤

売成良好

ホ面に黒斑有り

苛台高 0 6clll

303
6区
H-68

土師器
椀
(160) (48)

外:日 縁部ヨコナデのちミガキ、体部ミガキ
内ッヽケ10条/cmの ちミガキ

外 :黒色 10YR2/1

内 :黒色 10YR2/1
石・雲・赤

尭成良好

黒色土器

6区
N-70
黒色土器
椀

(68) (28)
外 :ヨコナデ  貼付高台
内:ヘラミガキ

外tにぶい橙7 5YR7/4
内:黒色10YR2/1

石 雲・片・赤

焼成良好
接合痕有り
外面赤色塗彩
高台高0 6cm

6区

Q-71
Q-72

須恵器
(70) (48) (53)

外:回転ナデ、自然釉
内:口縁部回転ナデ、頸部ユビオサエのちヨコ
ナデ、胴上部回転ナデ

外 :灰色N6/
内 :灰色N6/

石・長・黒
焼成 良
外面に自然和
平瓶か ?

6区
Q-72

須恵器

重
(136) 185) 15

外1回転ナデ
内:回転ナデ

外 :灰色 10Y6/1
内 :灰色 N6/

雲・長
焼成 良
外面に自然釉

6区

Q-70
須恵器
重

(146) (81) (139)

外1回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ、ヘラ記
号有り、貼付高台
内:回転ナデ

士灰 自色N7/
勺:灰色N6/

石・長

焼成 良
外面に自然釉
高台高0 5clll

6区
Q-73

須恵器

蓋
(136) 薪

部
の

外:回転ナデのちナデ、天丼部回転ヘラ切り、
つまみ,回転ナデのちナデ
内:回転ナデ、天丼部回転ナデのちナデ

外 :灰色N6/
内 :灰 白色 N7/

長

焼成 良
宝殊つまみ
径2 1cm高 さ6 5oMI

6区

Q-72
須恵器
蓋 (152)

天丼

部

(110)

外 :回転ナデ、天丼部回転ヘラ切り、つまみ ;

回転ナデのちナデ

内 :回転ナデのちナデ

壮灰色 75Y6/1
勺:灰色75Y6/1

石・長 焼成 良

6区
Q-72

須恵器

杯蓋
(136) 財

部
∞
(10)

外:回転ナデ、天丼部回転ヘラ切りのちナデ
内1回転ナデ

/1・ :灰色75Y6/1
勺:灰 白色 N7/

雲・砂
焼成 良
外面に自然釉

6区
Q-72

須恵器

杯蓋
(142) 琲

部
∽
(10)

外 :回転ナデ、天丼部回転ヘラ切りのちナデ
内 :回転ナデ

外 :灰オリーブ色
75Y6/2
内 i灰 白色 25Y7/1

,長 焼成 良
外面に自然釉

幅
」・６９

須恵器

椀
(64) (23)

外:回転ナデ、底部;回転ヘラtXり 自然釉
内:回転ナデ

外 :灰オリーブ色5Y6/ι

内 :灰色 5Y6/1
ミ・黒

焼成 良
外面、高台内に自然
釉
高台高0 2clll

に
Ｏ・６９

須恵器
椀

(65) (29)
外:回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
貼付高台
内:回転ナデ

外 :灰 白色25Y3/1
内:灰白色25Y8/1

F・赤・自

焼成不良
全体的に成形、整

形、焼成がわるく、表

面の凹凸が目立ち、

自色化し、もろい

高台高0 8cll

6区
Q-72

須恵器

杯
(92)

外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ

貼付高台
内:回転ナデ

外 :灰色N4/
内 :灰色N6/

石・雲・砂・片
焼成 良

接合痕有り

高台高 0 3cll

6区
Q-72

須恵器
杯

(16)

外1回転ナデ、底部ヨコナデ・回転ヘラ切りのち
ナデ・つめ跡 貼付高台
内1回転ナデのちナデ(中央部ヘラ状のもので
一月円をえがいてとめてある)

外 :灰 白色25Y7/1
内 :灰 白色N7/

石・雲・砂

先成やや良
葛台内つめ跡有り
苛台高0 5cm

6区
E-67

須恵器
杯

(102) (32)
外:回転ナデ、回転ヘラ切りのちナデ、貼付高

内:回転ナデのちナデ

外:灰 白色N5/
内:灰黄色25Y6/2

石・雲・砂・片

暁成 良

接合痕有り

高台高0 7cln

6区
Q-71

須恵器

杯
(152) (116)

外:回転ナデ、回転ヘラケズリのちナデ、
貼付高台
内:回転ナデ

外 :灰白色 5Y7/1
内 :灰色N7/

石・長・黒
尭成 良
苛台高0 5cll

6区

Q-71
須恵器
杯
(175) (133) (45)

外 :回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ、貼
付高台
内 :回転ナデ

外:灰黄色25Y7/2
内:灰黄色25Y7/2

石・雲・片

完成 良
妾合痕有り
苛台高0 75cI
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第35表 出土遺物観察表 土器 (15)

遺物
番号

土
置
出
位 器 種

法 量

成 形 ・ 調 整 色  調 胎 土 備 考
口径 顕部俗

胴部
底径 器高 蹄
鋤

6区

Q-72
Q-73

須恵器
杯

(42)

外:回転ナデ、底部 :ヨコすデ・回転ヘラ切りの
ちナデ・つめ跡
内:回転ナデ、底部回転ナデのちナデ

外 :灰色5Y6/1
内 :灰 自色 5Y7/1

雲・片・長・赤

焼成やや良
内面大小多数の胎
上の膨張有り
高台内つめ跡有り
高台高0 7cn

6区

Q-72
須恵器
杯
(137) (98)

外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

外 :灰 自色10YR3/〕

内:灰白色 10YR8/1
石・雲。赤 売成不良

躯
岬

須恵器
杯
(123) (85)

外:回転すデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ、底面に2方向のナデ有り

外 :灰 白色 25Y7/1
内 :灰 白色 25Y8/1

石・雲・砂・赤・

白色粒子
売成不良

322
6区

Q-72
須恵器
杯
(160) (38)

外1回転ナデ
内:回転ナデ

外 :灰色75Y6/1
内:灰白色 75Y7/1

石・片・赤
完成 良
勺面の胎土小さく膨

振

躯
叩

須恵器
椀

(53)
外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切り貝占付高台
内:回転ナデ

外 :灰色75Y6/1
内 :灰色75Y6/1 片。長・赤

死成 良

小面底部以外に自
恭釉
苛台高0 5cn

嘔
」・６９

須恵器
椀
西村系

(15つ (65)

外:日縁部 体上部,回転すデのちナデのちミ
ガキ、体下部,回転ナデのちユビオサエ、底
部,回転ナデ・回転ヘラ切りのちナデ 貼付
高台
内:日縁部・体上部:回転ナデのちミガキ、体下
部・底部:回転ナデのち板ナデのちミガキ

外 :灰 白色 5Y7/1
内 :灰 白色 5Y7/1

石・雲・砂

尭成やや不良
妄合痕有り
苛台高0 8cm

6区
L-69

須忘器
椀
西村系

(66) (52)

外 :回転ナデ・―都ユビオサエ、底部 ,回転へ

ラ切りのちナデ 貼付高台
内 1回転ナデ、ヘラミガキ

外:灰 自色25Y7/1
内:黄灰色25Y6/1

石・雲・片

焼成良好
接合痕有り
高台高0 8cll

6区
L-69

須恵器

椀
(36)

外:ユビオサエのちナデ、体下部,回転ナデ、
底部,回転ヘラ切りのちナデ 貼付高台
内溶滅不明

外:責橙10YR8/6
内:浅黄橙10YR8/4

石・片・赤 白

焼成やや不良
接合痕有り※プロ
ポーションは瓦器椀
の模倣?
高台高0 9cll
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第36表 出土遺物観察表 土器 。陶磁器 (1)
物
号
遺
番

構
号
違
番 器種

法   量  (cm)
成 形 ・ 調  整 色  訓 胎 土 備 考

口径 器高 嘩講
高台高頚部径

娠 仔 挙

10t)

6区
SP1763

土師器
皿

(90) 11 (74)
外
内
ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・赤 尭成やや不良

6区
SP1763

土師器
皿

(86) 13
外 :ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切り?磨減のため不明
内 :ヨヨナデ

外:明黄褐色10YR7/6
内:にぶい黄褐色
10YR6/4

石・長・赤 尭成良好

6区
SP1807

土師器
杯

(15)
外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切り
内 :ヨコナデ、底部 ;ヨコナデのちナデ(一方向に1

回 )

外 :橙5YR78
内 :橙 5YR7/8

雲。長・赤・

白色粒子
尭成不良

6区
SP1807

黒色土器

椀
(27)

外 :ヘラミガキ、ナデ、高台接合面回転ナデ
内:ヘラミガキ

外:にぶい責橙
10YR7/2
内:黒色10YR2/1

石・雲・片・赤 尭成良好

6区
SP1807

土師器
皿

(87)
外

内
ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り
ヨヨナデ、底面に一方向のナデ

外:にぶい貢橙
10YR7/4
内:にぶい責橙
10YR7/4

百・雲・砂・赤・

当色粒子
莞成やや不良

6区
SP1807

土師器
/1ヽ 皿

(85) 13
外

内
ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り
ヨヨナデ

外:橙 5YR6/6
内:橙 5YR6/6

雲・砂・赤・

1色粒子
尭成良好

6区
SP1807

土師器
/1ヽ 皿

(67) 11 (48)
外

内
ヨヨナデ、底部:回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外 :にぶい橙
7 5YR7/4
内 :にぶい橙
7 5YR7/4

・雲・砂・赤 斃成やや不良

6区
SP1807

土師器
皿

(77) 12 (59)
外

内
ヨコナデ、底部,回転ヘラ切り
ヨコナデ

外 :にぶい橙
7 5YR7/4

内 :にぶい橙
7 5YR7/4

『
・雲 赤

匂色粒子

焼成やや不良

外面底部粘土塊付

着

6区
SP1807

土師器
皿

(79) 13
外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り
内:ヨコナデ

外 :橙 5YR6/8
内 :橙 5YR6/8

雲・長・赤 死成良好

6区
SP1807

土師器
皿

外

内
ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのち板ナデ・ナデ
ヨコナデ、底面に一方向のナデ

外:にぶい黄橙
10YR6/3
内:灰黄褐色10YR6/2

F・雲・砂・長・

ボ

斃成やや不良
内外面、底面に重ね

斃きによる黒斑有り

337
6区
SP1807

土師器
皿

外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ・工具痕

有り

内 :ヨコすデ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/4

百・雲・片・赤・

白色粒子

焼成良好 内外面
黒斑有り(外面の1/2
に黒斑)

6区
SP1807 酷椀

(140) (31) 125
外

内

ヨヨナデ
ヘラミガキ

外憫音灰黄色25Y5/2
内:浅黄色25Y7/3

F・片・赤 死成長好

6区
SP1807

陶器鯨 )
瀬戸焼

(152) (25)
外

為

ロクロ
ロクロ

釉:にぶい黄
3Y75/3S
崎:浅黄色25Y7/3

百 暁成良好

1区

SK1005
土師器
皿

(12)
外

内
ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:橙 5YR6/8
内:橙 5YR6/8

・雲・片赤 焼成やや不良

5区
SK1034

土師器

杯

ホ:ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ→ハケ6

楽/cm
勺:ヨヨナデ

卜明褐色 7 5YR5/6
為:明褐色7 5YR5/6

昌・長・赤 暁成やや不良

5区
SK1034

土師器

杯
(128)

ナデ
上位ヨコナデ、下位底部ナデ

壮明赤褐色5YR5/6
勺:明赤褐色5YR5/6 『

・雲・片・赤
焼成 良
外面黒斑有り

5区
SK2002

土師器
皿

(18)
外

内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

朴:にぶい褐色

'5YR5/3
心ヰ登5YR6/6 『

・雲・赤
焼成やや不良
外面炭化物付着

6区
SK1036

土師器
釜
(340) (87)

鍔部径

(370)

外

殉
日縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエのちユビナデ
日縁部ヨコすデ、体部板ナデのちユビオサエ

壮橙2 5YR6/8
心:木登2 5YR6/8

・雲・片

焼成やや不良
体部内面2次的な煤
付着
接合痕有り
鍔径36 6cll

6区
SK1038

土師器

鍋
(65)

板ナデのちユビオサエ

板ナデのちユビオサエ
壮橙5YR6/8
勺:イ登7 5YR7/6

石・片・赤・

白色粒子

焼成長好
内面下半に2次的な
煤付着
接合痕有り

6区
SK1038

土師器
脚

外:ユビオサエ、ユビナデ
内:ユビオサエ、ハケ ?
残存長9 5cm  幅2 8cm

外:にぶい黄橙
10YR6/4
内iを差5YR6/6

・砂・長・赤
焼成良好
内面黒斑有り
外面炭化物付着

6区
SK1051

土師器
杯

(23)
外

内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り
ヨコナデ

ホ:橙 5YR6/6
杜橙5YR6/6

臣 雲 片 赤 死成良好

6区
SK1055

土師器
杯

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

朴:橙 5YR6/6
勺:にぶい褐色
イ5YR5/4

石 雲
暁成良好
勺面炭化物付着

6区
SK1055

土師器

皿
(82) (52)

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切り
ヨコナデ

朴:引赤褐色5YR5/8
勺:明赤褐色5YR5/8

霞・片・長・赤 暁成やや不良

6区
SK1055

土師器

杯
(09) (53)

外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切り
ヨコナデ

外 :橙 5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

・雲・片 斃成良好
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第37表 出土遺物観察表 土器・陶磁器 (2)
物
号
遺
番

構
号
遺
番 器種

法   量  (cm)
成  形  調  整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高
底 径
高台径

頭部宿
残TT率
(%)

6区
SK1060

土師器
甕

(238) (32) (238)
小:日 縁部・頸部ヨコナデ
勺:日 縁都ヨヨナデ・板ナデ、頸部板ナデ

外:にぶい赤褐色
5YR5/4
内:にぶい褐色
7 5YR5/3

石・雲・砂・片・

赤
礎成 良

3区

SD1004
須恵器
杯

(16)

生 回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切り?(または静止糸

刀り?)
勺:回転ナデ

外 :灰黄色25Y7/2
内 :灰黄色25Y7/2

石・片・

自色粒子
焼成やや不良

1区

SP1015 船皿
(94) (62)

外・内:施和
内底面に和の厚い部分と薄い部分有り
高台内に素地部分有り

釉:くらい貢
BY6 5/5S
胎:にぶい責色
25Y6/3

沙・緻密 暁成良好

2区
SP1095

土師器
皿

(74) (13) (46)
朴:ヨヨナデ、底都;回転ヘラ切り
勺:ヨヨナデ

外:にボい橙
7 5YR6/4
内:橙7 5YR6/6

肇 長・赤 暁成やや不良

4区
SP1532

土師器

羽釜
(250) (62)

鍔部径

(287)
[2

外:口 縁郡ユビオサエのちヨコナデ、体部ユビオサ

内:日 縁端部ヨヨナデ、板ナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・長・砂

焼成やや不良
外面鍔以下に2次焼
成の煤付着
鍔径28 7cll

356
4区
SP1552

土師器

杯
(120) (67)

外:ヨヨナデ
内:ヨコナデ

外:橙5YR6/6
内:桂5YR6/8

石 雲・片・赤 焼成やや不良

4区
SP1552

土師器

羽釜 脚

外面ユビナデ
残存長10 9cll  幅2 6cID

外:橙2 5YR6/8 石 雲・片 赤

焼成やや不良
外面媒付着
外面に黒斑有り

4区
SP1552

土師器

羽釜
(228)

鍔部径

(266)

外:日縁部ヨヨナデ→板状工具で押さえたのちナ
デている、体都板ナデのちナデ
内:日縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエのちユビすデ

外:赤橙ЮR6/8
内:にぶい橙
7 5YR6/4

百 雲・片・赤

焼成やや不良
内外面煤付着
内外面黒斑有り
鍔径26 3cll

駆
Ｐ２００

土師器

杯
(12)

外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外:橙5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

石 雲 長 赤 焼成不良

6区
SP1600

土師器

杯
(127)

外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

21・ :橙 5YR6/6
勺:オ登5YR6/8 肇 片・長・赤 焼成やや不良

6区
SP1600

土師器

杯

外 :ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちすデ
内 :ヨヨナデ

朴:橙 5YR6/6
村にぶラヽ橙5YR6/4

争 雲・片・赤
焼成良好
外面に黒斑有り

6区
SP1600

土師器

杯
(116) (87)

外

内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:にぶい黄橙
10YR6/4
内:にぶい橙
7 5YR6/4

雲・砂・片
焼成やや不良
内外面炭化物付着

6区
SP1600

須恵器

杯
(24) (94)

外

内
回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切りのち板ナデ
回転ナデ

色
色
灰
灰

小

勺 石・雲・砂。片 焼成良好

6区
SP1605

土師器
杯
(120) 27

外

内
ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切りのち板ナデ・ナデ
ヨヨナデ、底面一方向のナデ

壮橙5YR7/6
勺:イ登5YR7/6

石・雲・砂・片
赤

焼成やや不良
内外面炭化物付着

6区
SP1608

須恵器

椀
(23)

外:回転ナデ 貼付高台
内:回転ナデ

生責灰色25Y6/1
勺:灰色5Y6/1

石・雲・片・赤
焼成良好
接合痕有り

6区
SP1614

土師器

釜
(262) (63) 難蜘

外

工
内

エ

日縁部ユビオサエ、体部板ナデのちユビオサ

日縁部ユビオサエ、体部板ナデのちユビオサ
朴:橙7 5YR7/6
有:4登 7 5YR7/6

石・片・赤・

白色粒子

焼成不良
外面煤付着
鍔径28 3cn

6区
SP1980

土師器
杯

(118)
外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

壮橙7 5YR6/6
勺II登 7 5YR6/6

石 雲 片・赤 斃成良好

6区
SP1980

土師器
/1ヽ 皿

(71) 11 (54)

外
デ
内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちていねいなサ

ヨコナデ

准橙7 5YR6/6
心:イ登7 5YR6/6

石 雲 砂 赤

焼成良好
内面黒斑有り
内外面炭化物付着

6区
SP1980

土師器
皿

(14)
外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:にぶい責橙
10YR6/4
耐にぶい黄橙
10YR6/4

雲・長 売成やや不良

6区
SPl1001

土師器

杯
(21) (86)

外:ヨヨナデ、底部:回転ヘラ切りのち板目痕
内:ヨヨナデ

壮にぶい橙
'5YR7/4
勺:にぶい橙
'5YR7/4

石・雲・片・赤 尭成やや不良

6区
SPl1050

土師器
/1ヽ皿

(91) 17
外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ

小:桂 7 5YR6/6
狂橙7 5YR7/6

石・雲・砂・片・

赤
尭成不良

6区
SPl1050

土師器
杯

(08) (74)
外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

トイ登5YR6/6
勺:本登7 5YR6/6

石・雲・砂・赤 尭成不良

-211-



第38表 出土遺物観察表 土器 。陶磁器 (3)
遺物
番号
出土

位置
器種

法   量  (cm)
成 形 ・ 調 整 色  調 胎 上 備 考

口径 器高 雌講
頚部雀

娠 作 準

(OJ)

1区
土師器

杯
(15) (72)

外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内 :ヨヨナデ、底部 ;ヨコナデのち一方向へのナデ 1

条有り

朴:赤褐色5YR4/6
Å:赤褐色5YR4/6

雲・長・赤 完成良好

1区

AB-7
土師器
杯
(130)

外

内
ナデ
ロ縁部ヨコナデ、ナデ

壮橙2 5YR6/6
勺:赤橙10R6/8

石 ・ 雲 先成ややもろい

1区

AB-8
土師器
杯
(123) (82)

外:ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちヘラケズツの
ちナデ
内:ヨヨナデ

/1・ :4登5YR6/6
勺橙5YR6/6

石・雲・片・赤 焼成良好

区

一８
土師器

杯
(28) (70)

外 :ヨコナデ、底部 ;回 4AFヘラ切りのち一定方向の
工具痕有り

内 :ヨヨナデ

小:オ登5YR6/8
蒋:オ登7 5YR6/6

石・雲・片・赤 先成良好

1区
土師器

杯
(112) (70)

外

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのち丁寧なナデ
ヨコナデ

/1‐ :橙 5YR6/6
勺:橙5YR6/6

石・雲・片・赤 尭成良好

1区

AB-3
土師器

杯
(124) (84)

外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコすデ

准橙7 5YR6/6
勺:オ登7 5YR6/6

石・雲・砂・赤
尭成良好
為外面炭化物付着

378
1区

AB-7
土師器

杯

外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ・工具痕
有り
内:ヨコナデ、底面に2方向のナデ有り

士にぶい赤褐色
,YR5/4
勺:オ登5YR6/6

石・雲・砂
尭成良好
均外面炭化物付着

1区
土師器

杯
(119)

外

内
ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのち丁寧なナデ
ヨヨナデ

壮橙5YR6/6
勺:オ登5YR6/6

石・雲・片・赤
尭成良好
勺外面炭化物付着

1区
土師器

杯
(119)

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちヘラケズリの
ちナデ
内|ヨヨナデ

壮橙5YR6/6
勺:オ登5YR6/6 石・雲・片・赤 売成良好

区

・７
土師器

杯
[27

外
デ

内

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちヘラケズリ・ナ

ヨヨナデ、底面に一定方向のナデ有り

小:本登5YR6/6
勺】登5YR6/6

石・雲・片・赤 先成良好

1区

AB-8
土師器

皿

外:ヨヨナデ、底部 :回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ
内外底面に一方向のナデ

牛:4登 5YR6/6
勺:にぶい褐色
'5YR5/4

石・雲・片・赤 完成良好

1区

AB-8
土師器
皿

57 外:ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

小イ登5YR6/6
勺:Ⅲ登5YR6/6

石・雲・片・亦 売成良好

区

・８
土師器
釜
(222) (116)

鍔部径
(253)

外:日縁部ユビオサエのちヨコナデ、体部ユビオサ
エのちナデ
内:板ナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
社にぶい黄橙
とOYR6/4

石・雲・片

尭成やや不良
勺外面煤付着
妾合痕有り
号径25 2cII

区

・８
土師器

羽金
(227) (98)

鍔部径

(264)

外:日縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ・ユビナデ
内:日 縁都ヨヨナデ、体部ハケ5条/cl lのちナデ ユ
ビオサエ

木:黒褐色5YR2/1
勺iにぶい赤褐色
」5YR5/4

石・雲・砂・片・

赤

暁成良好
内面黒斑有り

外面煤付着

陵合痕有り

鰐径 262伽

嘔
ＡＢ・８ 珊躙

内:板ナデのちユビオサエ

脚部 :ユビオサエ、ユビナデ

残存長 H8cЩ   幅31c皿
外:にSい黄橙
10YR7/4

石・長・片・赤
売成やや不良
全体的に磨滅してし
3

区

・７
土師器
脚部

内:板ナデのちナデ ?
脚部:ユビオサエ、ユビナデ
残存長1 1 l clll  幅4 5cm

肝淡責色25Y3/4 石・片・赤 莞成やや不良

区

・８ 鰐脚
内:ナデのちユビオサエ

脚部:ユビオサエ、ユビナデ
残存長12 6cll  幅2 9cll

外 :橙 7 5YR6/6 石・長・片・赤 尭成やや不良

1区

X-8 鞘脚
脚部 :ユビナデ

残存長 16clll  幅 3 1 5cla
外:にぶい黄褐色
10YR5/4 石・雲・片 売成やや不良

390 嘔
ＡＢ・９

土師器

釜
(139) (55) (145)

外:日縁部ヨコナデ、体部板ナデ
内:日縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエのちナデ

外:にぶい橙
7 5YR7/4
内:にぶい橙
7 5YR7/4

石・雲・片・赤

廃成良好
接合痕有り
暁成前に外→内方
向に穿孔(何ヶ所あ
るヽは不明)

1区

Y-7
土師器
釜
(219) (226) (226)

外:日縁部ヨコナデ、体部ナデ、表面に輪積みの凹
凸が残る
内:日縁部ヨコナデ、体部板ナデ

外 :にぶい橙
2 5YR6/4

内 :にぶい橙
2 5YR6/3

石・雲・片・赤
焼成良好
外面媒付着

区

・７
土師器
釜

(54) (196)
外:ナデ
内:ナデ

外:にぶい褐色
7 5YR5/4
内:にぶい橙5YR6/4

石・雲・片・赤
焼成良好
内外面媒付着

区

・９
土師器

鍋
(386) (72) (336)

外 :日 縁部ヨヨナデ、体都ユビオサエ・ユビオサエ

のち板ナデ

内 :日 縁部ヨヨナデ、体部板ナデ

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内!橙7 5YR7/6

石 雲・長・砂・

片・赤

焼成良好
外面煤付着
接合痕有り

393
1区

X-7
土師器
鍋

(376) (96) (323)
外:日 縁部ヨヨナデ、体部ナデのちユビオサエ
内:日縁部ヨコナデ、体部板ナデ

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内:明責褐色10YR6/(

石・雲・長・片
焼成良好
外面煤付着
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第39表 出土遺物観察表 土器・陶磁器 (4)

還物
番号
出土
位置

器種

法   量  (cm)
成 形 ・ 調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高 雌講
額部宿
残存率
(%う

1区

X-7・ X-8
・Y-9

土師器

鍋
(452) (130)

外:日 縁部ヨヨナデ、体都ユビオサエのち板ナデ
内:日縁部板ナデ、体部ユビオサエのち板ナデ

外:にぶい黄褐色
10YR5/3
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・雲。長・砂・

赤 着

好

付

良

媒

成

面

暁

外

1区

Y-8

陶器

備前 ?

大甕

(78) (466)
外ツ ケヽ5～ 6条/cm、体下部ヨヨナデ
内:板ナデ

外 i赤褐色 10R5/3

内:暗赤灰色 5R4/1
石・雲・長★ 売成良好

1区

AA 7 腿椀
(31) 15

外:ロクロ、施和
内!ロクロ、施釉 ロクロにしては不明な凹凸があ
る。文様が施されている可能性有り

THI:にぶい黄
8Y75/3S
胎:オリーブ黄色
5Y6/3

石・雲。長・片 売成良好

2区
AB-13

土師器

小皿
11 57

外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ、底面に一方向のすデ有り

外 :橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・赤
尭成良好
有外面炭化物付着

2区

AB-12
土師器

皿
(84) 13 (60)

外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切り

内 :ヨヨナデ

外 :にぶい橙
7 5YR6/4
内 :にぶい橙
7 5YR6/4

雲・長・赤 莞成やや不良

2区

Y-19
土師器

杯
(19) (58)

外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ・板ナ
デ ?
内:ヨコナデ

外:橙 7 5YR7/6
内:橙7 5YR7/6

Fr・雲・片・赤 暁成良好

2区
Y-16

土師器

杯
(130)

ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/3

石・雲・片・赤
焼成やや不良
外面炭化物付着

2区
AA-14

上師器

杯
(126) (72)

壮ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ(底部回
転糸切りの可能性有り)
均:ヨヨナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・雲・片・赤 焼成良好

2区

AA 12
土師器
杯

(58)
外:ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外 :橙 7 5YR6/6
内 :橙 7 5YR6/6

石・雲・赤 焼成良好

2区
AA-12

上師器

鋼
7) (98)

外:口縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエ

内:日 縁都板ナデのちヨコナデ、体部板ナデ

外 :にぶい禍色
7 5YR5/4
内:橙5YR7/8

石・雲・片
焼成やや不良
外面全体に煤付着

2区
YZ
-14,15 珊脚

脚部:ユビオサエ、ユビナデ
最大長14 8cm  最大幅3 5cm

外:にぶい褐色
7 5YR5/4

石・雲。長・片・

赤

脱成良好
外面媒付着

2区
AA-16 酪椀

外:日縁部ヨコナデ、体部ヨヨナデのちユビオサエ

底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:日 縁部ヨコナデ、体部ヘラミガキ、底部ナデ

外:灰黄色25Y72
社灰色5Y4/1

石・雲・長 尭成やや不良

2区
Y-19 誡碗

(35)

外 :ロクロ、施釉、底部 ,回転ヘラ切り

高台内露胎  貼付高台
内 :ロクロ、施釉

紬:グレイみの責
)Y65/3S
陰:灰黄褐色10YR6/2

緻密

焼成良好
外面蓮弁文
内底面花文?

4区
S-17

土師器

杯
(138) (78)

外

内
ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

生黄お登10YR3/6
村デ簑橙10YR8/6

石・長・片 赤
焼成良好
外面底部に黒斑有り

4区

Q16 瑞脚
脚部:ユビナデのちユビオサエ

残存長17 7cm  最大幅5 2cm
外:にぶい黄褐色
10YR5/4

石・雲。片
焼成やや不良
全体に煤付着

4区

耕作土

土師器
脚都

脚部:ユビオサエ、ユビナデ
残存長10 35cm  幅5 25cm

外 :黄褐色25Y5/3 浄 長 片 赤
焼成良好
外面に黒班有り

4区
R-16

須恵器
椀

(137) (34)

外:日 縁部回転ナデ、体部回転ナデのちユビオサ

内:回転ナデ、体部ハケ10条/cm

外:灰 白色25Y8/2
内:灰黄色25Y7/2

妻・砂・赤
暁成やや不良
内外面口縁部に黒
嘘有り(外面が幅広)

5区
M-19

土師器

杯
(113)

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデのち板
ナデ
内:ヨコナデ

外:にぶい黄褐色
10YR5/4
内:橙 5YR6/6

雲 長 赤 売成良好

5区
M-16

土師器
杯

(128) 31
外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ・工具痕
有り(板ナデ)
内:ヨコナデ

外:橙5YR6/6
内:橙5YR6/6

石・雲・片・亦 尭成やや不良

5区
土師器

杯
(30) (72)

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外 :橙 7 5YR6/6
内 :橙 7 5YR6/6

石・雲・長・片 売成やや不良

5区
N-17

土日下器

釜
(218) (76)

鍔部径
(239)

外 :口 縁部ユビオサエのちヨヨナデ、体部ユビオサ
エのちナデ
内 :日 縁部ヨコナデ、体部板ナデ

外 :橙 5YR7/6
内:橙5YR7/6

石・雲・片・赤

焼成長好

外面に二次的な煤

付着

接合痕有り

鍔径23 6cm

5区
1ヽ1-17
記
碗

(126) (31) (106)
外 :ロクロ、施和

内 :ロクロ、施釉

釉 :あかるいグレイみ
の緑 14BG7 5/1S

胎 :灰色 10Y6/1
餃密

焼成良好
外面体部に蓮弁文

5区
M-19

土師器
悟然

(50) (120)
外

内

ユビオサエのち板ナデ、底部;ナデ
ナデ 地に摺り目

外:にぶい褐色
7 5YR5/3
内:にぶい橙 5YR6/4

衝・雲・砂・片・

ボ

焼成良好
外面炭化物付着
内面カキメ2ヶ所有り

6区
Q-71

土師器
杯
(161) (94)

准ヨヨナデ、底都,回転ヘラ切りのちナデのち板
犬痕
勺:ヨヨナデ

牛:程差5YR6/6
勺:オ登5YR6/6

浄 雲・赤 焼成やや不良
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第40表 出土遺物観察表 土器・陶磁器 (5)
物
号
遺
番

土
置
出
位 器種

法   量  (cm)
成 形  調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高 雌議
頚部径

娠 得 準

(04)

醒
鴎

土師器
杯
(143) (92)

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ

外業訂5YR6/8
均:橙 7 5YR6/8

石・雲 片・赤 売成不良

6区
O-70

土師器

杯
(126) 33 外:ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ

内:ヨコナデ

外:にぶい責橙
10YR6/3
内:にぶい黄橙
10YR6/3

石・雲。長
暁成やや不良
外面炭化物付着

6区
O-71

土師器
杯
(125) 76 外:ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ

内:ヨヨナデ、底面に一方向のすデ有り
外:橙5YR6/6
内i橙 5YR7/6

石 雲・片・赤 焼成やや不良

426
6区
Q-72

土師器
杯
(124) (86)

外:ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのち板ナデ
内:ヨコナデ

外:にぶい橙
7 5YR7/4
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・雲・長・片・

赤
焼成やや不良

6区

J-70

土師器
杯
(137) (80)

朴:ヨコナデ、底部 ;回転ヘラ切り
勺:ヨコナデ
勺外面共磨減が激しく調整不明

外:橙5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

石・雲。長・赤 焼成やや不良

6区

」-72
土師器
杯

(30) (88)
ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

外:にぶい橙
7 5YR6/4
内:にぶい橙
7 5YR6/4

雲,長 焼成やや不良

429
6区

耕作土

土師器
/1ヽ 皿

(77) 14 (58)
外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切り
ヨヨナデ

外:にぶい橙
7 5YR7/4
内:にボい橙
7 5YR7/4

百・雲・砂・赤 焼成良好

6区
O-71

土師器

皿
外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切り工具痕有り
内:ヨコナデ

外 :にぶい橙
7 5YR7/4
内 1褐灰色 7 5YR6/1

石・雲・長 赤 焼成やや不良

嘔
」・６９

土師器
IIL

外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外:灰黄褐色10YR6/2
内:橙 7 5YR7/6

石・雲・長・片・

赤
売成良好

6区
土師器
/1ヽ 皿

外:ヨコナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ

外:橙 5YR6/6
内:桂5YR6/6 石・雲・片・赤 売成やや不良

6区
O-71

土師器
/1ヽ 皿

11 外:ヨコナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコナデ

外:橙5YR6/6
内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・雲・片・赤 売成やや不良

6区

N-68
土師器
/1ヽ皿

外:ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのち丁寧なナデ
内:ヨコすデ、底面に一方向のナデ

外:橙 5YR6/6
内:にぶい黄橙
10YR7/3

石・雲・砂・赤 尭成良好

6区
N-68

土師器
皿

(74)
外 iヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ
内 :ヨヨナデ

外 :にぶい橙
7 5YR7/4
内 :にぶい橙
7 5YR6/4

石・雲・片 焼成やや不良

6区
Q-71・ 72

土師器
/1ヽ 皿

外

内
ヨコナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外:橙 7 5YR7/6
内:橙 7 5YR7/6

石・片・赤

白色粒子
焼成不良

躯
Ｎ・６８

土師器

皿
(61)

外
デ

内

ヨヨナデのちナデ、底部,回転ヘラ切りのちナ

ヨヨナデ

朴:にふい種
7 5YR7/4

勺:にぶい橙
石・雲・長 斃成やや不良

6区
Q-71

土師器
鍋
(229) (196) (198)

外

内
日縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエ・ナデ
日縁部ヨヨナデ、体部ナデ

小:褐灰色ЮYR5/1
勺:褐灰色 10YR5/1

石・雲・砂・片
焼成やや不良
外底面媒付着

6区
Q-73

土師器
鉢
(452) (122) (388)

外:口縁部ヨヨナデ、体部上位ハケ7条 /cl l・ ユビオ
サエ有り、下位ハケ3条 /cll
内:日縁端部ヨヨナデ、日縁部ハケ6条/cmの ちナ
デ、体部上位ナデ、下位板ナデ

外i灰責褐色10YR5/2
内:橙 5YR6/6

石・雲・赤 完成 良

6区
Q-70

須恵器
こね鉢

(296) (46) 6
外 :ヨコナデ
内 :ヨヨナデ、一部ナデ

外 :灰色N6/
内 :灰色 75Y6/1

石・赤 暁成良好

嘔
蜘
餓
碗

(155) (19) 10
外 :ロクロ、施和
内 :ロクロ、施釉

釉:黄みの白
10YG8 5/1S

胎:灰 白色N3/
致密

焼成良好
※外面に蓮弁文とも
思われる稜線がある
が稜が弱く、残存も
少ないため、判断で
きない

7区
N-82

土師器

杯
(19) (78)

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外 :にぶい橙
7 5YR6/4
内 :推差5YR7/6

石・雲・赤 焼成良好

7区
P-81

土師器

杯
(142) 192)

外

内

ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
ヨコすデ、底面に一方向のナデ有り

外 :橙 7 5YR7/6
内:橙 7 5YR7/6

石・片・赤・
自色粒子

焼成良好

7区
O-82

土師器

杯
(130) (74)

外:口縁部 ;ヨコナデ、体部 ;ヨコナデのちユビオサ
エ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内:日 縁部 ;ヨヨナデ、体・底部 ,ヨコナデのちユビガ
サエ

外:にぶい黄橙
10YR7/4
内:暗灰黄色25Y5/2

F・雲・片・赤 暁成やや不良

7区
土師器
/1ヽ 皿

外 :ヨヨナデ、底部 ,回転ヘラ切りのちナデ
内 :ヨコナデ

外 :橙 7 5YR6/6
内 :橙 7 5YR6/6

石・雲・片・赤 売成やや不良
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第41表 出土遺物観察表 土器・陶磁器 (6)

物
号
遣
番

土
置
出
位

器種

法   量  (cm)
成 形 ・調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高
底 径
言合径 葛台高

額凱を 残存率

(%)

7区
P-32

土師器
ノト皿

11
外:ヨヨナデ、底部:回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外 :橙 5YR6/8
内:橙5YR6/8

石・雲・片 完成やや不良

7区
P-31

上師器

小皿
(70) (52)

外:ヨコナデ、底部:回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨコすデ、

外:にぶい橙
7 5YR7/4

内:にぶい黄橙
10YR7/4

石・赤 売成良好

7区

O-82
土師器

杯
(76)

外

内

ヨヨナデ、底部,回転ヘラ切りのちナデ
ヨコナデ

外 :橙7 5YR7/6
内:橙7 5YR7/6

雲・片・赤

白色粒子
尭成やや不良

7区
O-82

土師器

小皿
(87) (62)

外:ヨコすデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:ヨヨナデ

外 :橙 5YR6/6
内 :橙 5YR6/6

雲・砂・片・

白色粒子

焼成やや不良
外面炭化物付着

試扱
6トレンチ

土師器
/1ヽ 皿

(14) (72)
外

均

ヨコナデ、底部i回転ヘラ切りのちナデ
ヨヨナデ

朴:本登5YR6/8
勺:4登 5YR6/8

百・雲・片・赤 焼成やや不良

試掘
8トレンチ

土師器

椀
(1 7)

小:ヨヨナデ、底部 ;回転ヘラ切りのちナデ

祐付高台
勺:ヨコナデ

外:灰 白色10YR7/1
内:灰黄色25Y7/2

尋 片・赤

焼成やや不良
瓦器椀の模倣?あそ
いは讃岐西村窯の

須忘器椀の模倣?

枢
Ｐ・８２

土師器
椀

(24) (57)
壮ヨヨナデ、底部;回転ヘラ切り
勺:ヨヨナデ、全体的に摩耗のため調整不明疎

外 :灰 白色 10YR3/2
内 :灰 白色 10YR8/2

石・雲・長 焼成不良

456 駆
Ｏ・８２

土喘雨器

椀
(31) 07

外:ヨコすデ、ヨヨナデのちユビオサエ、底部 ,ヨコナ
デ・回転ヘラ切りのちすデ 貼付高台
内:ヨコナデ

外

内
浅黄橙10YR3/3
浅黄橙10YR3/3

石・片・赤・

白色粒子
尭成やや不良

7区
O-82

須恵器
椀

(156) 底 100
外:回転ナデのちミガキ、体下都;ケズリのち回転サ
デ、底部:回転ヘラ切りのちナデ 貼付高台
内:回転ナデ

片灰黄色25Y7/2
社灰黄色25Y7/2

石・雲・片・赤 尭成やや不良

7区
P-32

須恵器

椀

外:回転ナデのち回転ヘラミガキ、底部;回転ヘラ
切り
内:回転ナデ・弱しレヽ ケ5～ 6条 /clllのちハケエ具に
よる内面日唇部付近への刻み目

小:灰 白色75Y7/1
角:灰 自色75Y7/1

雲。長・砂
焼成やや不良
外面接合痕有り

7区
N-82

須恵器

椀
(35) (70)

外 :回転ナデのちユビオサエのちヘラミガキ、底部 :

回転ナデ、回転ヘラ切り 工具痕有り

内 :ヘラミガキ

外

内
灰 白色75Y7/1
灰色75Y6/1

長・黒・

白色粒子
焼成やや不良

7区
P-82

須恵器

椀
(22)

外:回転ナデのちミガキ、底部i回転ヘラ切りのちサ

内:回転ナデのちミガキ

外:灰黄色25Y6/2
内:灰色5Y6/1

石・雲・砂・

白色粒子

焼成良好
西村窯

7区
L-16

須恵器

杯
(24) (60)

外:回転ナデ、底部;回転ヘラ切りのちナデ
内:回転ナデ

外 :灰 自色25Y8/1
内 :灰 白色25Y8/2

石・雲・黒 売成やや不良

Ｔ
Ｏ・８２

須恵器
/1ヽ 皿

(83) (64)
外:回転ナデ、底部 ,回転ヘラ切り
内:回転ナデ、底面に一方向のナデ有り

外 :灰 白色5Y8/1
内 :灰 白色 5Y3/1

砂・赤 尭成やや不良

7区
O-82 燃杯

(138) (48)

外 :ヨコナデのちユビオサエ

内:ヨヨナデのちヨコナデ、体下部 ;ヨヨナデのち板

ナデ

外 :灰 白色 5Y8/1
内 1灰 白色5Y8/1

石・雲 売成やや不良

7区
N-83
瑞
椀

(158) (70)

外:ヨコナデ・ヨコナデのちユビオサエ 底部 ,ヨコ
ナデ、回転ヘラ切りのちナデ 貼付高台
内:ヨヨナデ・ヨコナデのちミガキ

外:灰色5Y5/1
内:灰色5Y5/1

石
尭成やや不良
Å外面炭化物付着

7区
P-82
醜
碗

(139) (40)
外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施TEI

釉:黄みの自
10YG8 5/1S
胎i灰 白色5Y7/1

陵密 斃成良好

7区

P-3よ
敵
壺

(177) (18) 10
牛:ロクロ、施釉
狂ロクロ、施釉

釉:グレイみの黄
3Y75/3S
胎:灰 白色2 5GY8/1

致密

焼成良好
内外面施釉、貫入有
り

7区
P-81

陶器
(天 目)碗

(26) 10
小:ロクロ、施釉、底部 ;ロクロ、露胎、回転ヘラ切り

角:ロクロ、施釉

髄くらいグレイみのブ
テタン
I台 :イ登2 5YR6/6

百・砂

焼成良好
外面高台あたりから
高台内露胎
瀬戸・美濃系
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第42表 出土遺物観察表 陶磁器 (1

遺物
番号
出土
位置

器種

法   量  (cm)
成 形 調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高 購誨
高台高
残存率
(%)

2区

Z-15
磁器

皿
(25)

外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施和
底内無釉 染付

紬:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色5GY8/1
敏密

5区

L-16
M-17 瑞鵬

(401)
外:日 縁部回転ナデ、ヨコナデ・体底部ナデ
内:回転ナデ

外:にぶい黄橙
10YR7/3
内:灰白色10YR7/1

石・片・赤
焼成やや不良
内面に黒斑有り
外面口縁部煤付着

5区
L-16
M-17
瞬
皿

(75) (12) (42)
外:回転ナデ、底部:回転糸切り 施釉
内:回転ナデ

徹つよい責みのオレ
ンジ6Y075/7S
I台 :橙7 5YR7/6

石・砂・赤 口縁部に媒付着

5区
1ヽ-17 鰐皿

66 外:ロクロ、底部:回転糸切り
内:ロクロ、施釉

釉くらいグレイみのブ
ラウン4R024/3S
胎:不明

緻密
重ね焼きで下側の碁
が釉着

5区
M-17

素焼き
陶器 ?
灯明皿

71 11
外:ロクロ,回転ヘラ切り
内:ロクロ

内面全体にうすく施釉

XHI:あさい赤みのブラ
ウン4R045/5S
胎:赤色10R5/6

雲・片

5区
M-15

陶器
灯明皿

外:ロクロ、回転ヘラ切り
内:ロクロ、施釉

釉:あさい赤みのブラ
フレ/4R055/5S

胎:赤褐色2 5YR4/6
緻 密

477
5区
M-17

陶器
灯明皿

外:ロクロ、回転ヘラ切り
内:ロクロのちナデ、底面に一方向のナデ有り
内外面の日縁の一部に施釉

釉:赤みのブラウン
4R085/5S
胎:赤褐色2 5YR4/6

緻密

5区
M-17

陶器
灯明皿

14 外:ロクロ、底部:回転ヘラ切り
内:ロクロのちナデ 〕台:橙2 5YR6/6 石・砂

日縁端部内外面に
媒付着
体部は内外面に
点々と炭化物付着

5区
L-16 瞬蜘

97
外:ロクロ、回転ヘラ切り
内:ロクロ

内外面日縁上部施釉

磁赤みのブラウン
lR04 5/5S
降赤褐色2 5YR4/6

餃密

5区
K-18

陶器
灯明皿

(82) (42)
外:ロクロ、回転ヘラ切り
内:ロクロ、施釉

袖:グレイみのブラウレ
4R045/3S
胎:にぶい赤褐色
5YR4/3

敏密

5区
卜И-17

陶器
灯明皿

42
外:ロクロ、回転ヘラ切り
内:ロクロ、ユビオサエ

日縁部内外面に施和

釉:赤みのブラウン
4R045/5S
E合 :赤褐色2 5YR4/6

致密

外面 口唇部のわず
かな範囲にタール付

着

5区

L-17
瞬
碗

(18)
外:ロクロ、施釉、体下部 ;ロクロ・露胎、底部 ,回転ヘ

ラ切り 貼付高台
内:ロクロ、施釉

釉くらい黄8Y65/5S
胎:赤褐色10R5/8

沙・緻密

焼成良好
内底面に置砂4ヶ所、
高台部にも置砂4ヶ
所有り
唐津焼

483
5区
L-17
M-17

陶器
小型 甕

(57)
外:ロクロ、施釉 、底部:回転糸切り
内:ロクロ、施釉

釉くらいグレイみのブ
ラタン6Y035/3S
胎:赤色10R5/6

致密

5区
L-16
と-17

M-16

陶器
小型 甕

外:ロクロ、施釉、底部:回転糸切り露胎
内:ロクロ、施釉

和 :グレイみのブラウン

6Y045/3S
月台:1登 2 5YR6/8

徴密

5区
M-17 際椀

(34) 11
外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施釉
畳付無釉

釉:グレイみの黄緑
10YG6 5/3S

胎:灰オリーブ色
5Y6/2

石・砂

5区
M-17

器
炉
陶
香

壮ロクロ、施和、底部:回転糸切り
杜ロクロ、施和

釉:くらいグレイみのブ
ラウシ/4R024/3S

月台:明赤褐色
25ヽR5/6

餃密

脚状の突起があるが
一ヶ所のみの残存で
完全に残つていたと
しても2ヶ所に留まる
と思われる

487
5区

M-17
陶器
水瓶

70
外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施釉
豊付内面無釉 染付 花文?

釉:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色N8/
餃密

5区
M-17 畷甕

(102) (123)
外

内

ロクロ、施釉、底部:回転ヘラ切りのちナデ
ロクロ、施釉

釉:くらい赤みのブラウ
ン4R024/3S
胎:にぶい黄橙
10YR6/3

致密

5区

M-17
器
鉢
陶
橋 (190) (91)

外:ロクロ、底部:ナデ
内:ロクロ、施釉、カキメ

髄:あさい赤みのブラ
クン4R045/5S
胎:赤色10R5/6

石・砂 外面炭化物付着
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第43表 出土遺物観察表 陶磁器 (2)
物
号
遺
番 器種

法   量  (cm)
成 形 調 整 色  調 胎 土 備 考

口径 器高
底 径
高台径 高台高

残存率
(%)

5区
avl-17
船
碗

(31) (52)
朴:ロクロ、施釉
村ロクロ、施釉
垂付無釉 染付 内底面置砂が一周する

和:緑みの白
14BG8 5/1S
月台:灰白色2 5GY8/1

緻 密

5区
M-17 瞬碗

(41)

外:ロクロ、梁付
内:ロクロ、染付
見込み釉剥ぎ、置砂、畳付無/HI、 高台内施釉、
貼付高台

釉:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色75Y8/1
緻密

5区
L-16 船碗

(51) 10
外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施XHI
畳付無釉 染付

釉:黄みの白
10YG8 5/1S
胎:灰白色75Y8/1

緻密

5区

M-17 瞬碗
(33) (37)

外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施釉
畳付、高台内も施細、染付

XHI:青みの自
16gB8 5/1S

胎:灰白色N8/
緻箔

5区
M-17

磁器
碗
(日夜0

(138) (38)

外:ロクロ、施和
内:ロクロ、施釉
染付 外面工具痕有り

釉:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色25Y8/1
緻密

5区
M-17 瞬碗鶴

(52)

外:ロクロ、施釉
内:ロクロ、施釉
畳付無釉 染付 内面置砂3ヶ所

釉:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色25Y8/1
繊 密

5区
M-17 瞬皿

(125) (27) (64)
外:ロクロ、施和
内:ロクロ、施釉
畳付無釉 染付 内面無釉範囲有り

釉:青みの白
16gB8 5/1S

胎:灰白色75Y7/1
緻密

5区
M-17 瞬皿

(190) (101)
外:ロクロ、施T4H
内:ロクロ、施釉
畳付無和、置砂付着、染付

髄:青みの白
と6gB8 5/1S
I台 :明青灰色5B71

緻密

第44表 出土遺物観察表 鉄器
遺物
番号
出上位置 種 類

法   量  (cm)
重量 (g) 備 考

長さ 幅 厚 さ

4区

Q15 刀 289 16 33830

5区
K-17 古銭 「熙寧元費」

5区
L-16 古銭 225 「皇宋通費」

柩
Ｐ・８２

鉄滓 8810
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第45表 出土遺物観察表 石器・石製品

物
号
遺
番 出上位置 種 類

法   量  (cm)
重さ(gl 石材 素材 備考

長さ 幅 厚さ

15
3区
SK1014 剥 片 325 025 [2 サヌカイト 剥片

3区
SR1001 剥 片 サヌカイト 剥片

3区
SPl153

敲石 1005 985 865 11769 閃緑岩 礫

6区
SP1997

石核 830 2140 4104 結晶片岩 石核

1区
Y-8 剥片 サヌカイト 剥片

区

一８

ｌ

Ｘ 石核 61 185 440 頁岩 石核

2区

Y・ Z-14・ 15
剥片 285 ナヌカイト 剥片

111
3区
Z-23 剥 片 67 095 532 ナヌカイト 剥片

5区
L-19 敲石 242 525 結晶片岩 礫

6区
E-67

R剥片 045 サヌカイト 剥片

6区

Q-72
剥片 450 サヌカイト 剥片

6区

E-67
剥 片 225 035 ナヌカイト 剥片

6区

Q-72
石包丁 075 472 紅簾片岩 剥片

7区

耕作土

石包丁
(未製品)

1135 1335 結晶片岩
(砂質)

礫

6区
SK1058 剥片 275 サヌカイト 剥片

289
3区
U-27

石帯

070 2297 緑色凝灰
岩

上面、側面(計5
面)研磨がなされ
ている

孔径 上
(時計回
り)

1(左上)―・0 2clll
2・¨ -̈0 15clll

3・¨¨ 0̈ 1 5clll
4・¨……0 15clll

孔径 下

(反時計

回り)

l皓上> 0 35cll
0 45cm

0 3clll

0 25cm

透かし孔幅
(WLへX)
上面 0 25clll
下面 0 3cll
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第46表 出土遺物観察表 土製品

物
号
遺
番 出
上位置 器種

法 (cm)

成 形・調 整 色 調 胎上 備  考
長軸 短軸 厚さ 最大径 孔径 重さ(g

3区
SP1242 蜘卸

ナデ、ユビオサエ 灰白色5Y8/1
石・片・

赤
焼成やや不良
黒斑有り

177 駆
Ｐ‐２４ 螂範

12 ナデ
黄灰色
25Y4/1 石・片

焼成良好
全体に黒斑有り
縄ずれ痕有り

3区
SPl171 螂勘

ナデ
天白色
」5Y8/2

石・片・

赤

焼成やや不良
黒班有り
弱い縄ずれ痕あり

3区
SP1271 螂艶

12 ナデ
需褐色
」5Y3/1 石・片

焼成やや不良
黒斑有り

3区
SP1372

土製品
土錘

12
ユビオサエ

のちナデ
にぶい責橙
10YR6/4

石・雲・

片
焼成良好
黒斑有り

286
3区
卜25 靭勤

12 ナデ
掲灰色
10YR4/1

暁成良好
両孔に縄ずれ痕あり

3区
卜 25 螂蜘

13 025 ナデ
天白色
75Y8/1 FT・雲 尭成やや不 良

躯
Ｕ・２‐ 螂働

15
ユビオサエ、ユビナ 疋白色

を5Y7/1
百・片・

ホ
暁成良好
全体的に黒斑有り

1区
AB-7 壁 土 102 77

3区
R-23

土製品
羽 口
440 450 250 ナデ 宇付着

5区
L-16 螂範

57 ナデ 登7 5YR6/6
百・雲・ 完成良好
蠅ずれ痕有り

442 に
叩

土製品
羽 日
595 74

6区

Q-72
土製品
羽 日
655 255

6区

Q-70
土製品
上錘

3 12 ナデ、ユビオサエ
黒褐色
10YR3/1

百・片

焼成良好
全体的に黒斑有り
縄ずれ痕有り

区
Ｏ・８２

土製品
羽 口

690 2234 ナデ 不純物が付着

区
Ｎ・８２

土製品
上錘

3 13 035 ナデ 登7 5YR7/6
百・雲・

叶
尭成 良好
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